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　　　　プロローグ



　一〇月も半ばを過ぎ、文化祭を間近に控えた日の深夜。

　夕ゆう也やは部室で、自分の携帯電話のバイブレーションに起こされた。

「何、こんな時間に……」

　寝ねぼけた目をこすりながら、周囲で寝ているはずの女の子たちを起こさないように気をつけながら上体を起こして、

「あれ？」

　と、首を傾かしげた。

　灯あかりを消した部室の中とはいえ、真っ暗というわけではない。充電中の音楽プレイヤーや携帯電話など、誰だれかの持ち物がコンセントの周りでランプを点ともしていたりする。そんな細い光でぼんやり見える部室内から、夕也以外の人の気配が完全に消えていたのだ。

　変だな、と思いつつも、夕也は震え続けている携帯電話の液晶画面に目を落とした。

「……恋れん子こ？」

　表示された名前に、夕也はまた首を傾げた。

　そもそも、夜トイレに一人で行けないほど怖がりな恋子が、こんな時間に一体どこへ行っているというのだろうか。

「もしもし？」

『あっ、ええと、そのっ』

　電話に出るなり、しどろもどろな恋れん子この声と一緒に、電話の向こう側の賑にぎやかな雰ふん囲い気きが伝わってきた。

「もしかして、みんなそこにいるの？」

『ええ、まあ』

「まったく、こんな夜中に何やってるの……？」

『それがその、特訓を……』

「特訓？」

　と、恋子の『あっ』という声と同時に、

『夕ゆうくん？　早く学食にいらっしゃいな』

　電話口の声が琴こと音ねのそれに変わった。

「琴こと姉ねえまで、何やってるの」

『兄にい様さま、早く来てくださいですの』

『……がう』

　琴音の声の後ろから聞こえてくる耶や宵よいとゆすらの声に、

「結局全員いるんだね……」

　夕ゆう也やは諦あきらめ気ぎ味みにため息をつき、苦笑して立ち上がった。



「……お帰りなさい……ませ？」

「お、おっ、お帰りなさいませですっ」

「うふふ、お帰りなさいませ、ご主人様」

「お帰りなさいませですの、兄様」

　夕也が学食に入るなり、四人のメイドが出迎えてくれた。

　メイド服姿なのに頑かたくなにオオカミさんリュックを背負って、ゆすらはぎこちなく会え釈しやくをした。会釈というより、小首を傾かしげた感じだった。

　そのとなりでは、別の意味でぎこちない……というかテンパった感じの恋子が顔を真っ赤にしていた。

　琴音は優ゆう雅がにスカートをつまんで一礼したが、逆に優雅すぎてメイドっぽくなかった。

　そして耶宵はすでにメイドであることを放ほう棄きして、いつものように妹として兄を出迎えていた。

「特訓って、学食レストランのウエイトレスの練習？」

　鎮ちん魂こん祭さい──今回の文化祭で行われるミスコン企画の一環で、『ノミネートされた女の子がウエイトレスとしてお出迎え』という趣しゆ旨しの催もよおしがあるのだ。

　そして、帰宅しない部の女性陣は全員がノミネートされているのだった。

「そうよ。なんだかんだいって、わたくしは生徒会長の仕事と理事長の仕事もあるから練習があまりできていないでしょう？」

「そりゃまあそうかもしれないけど。っていうか、何もそんなに本気で勝ちを狙わなくても。盛り上がりさえすればいいじゃない」

「あら、そうはいかないわ。やるからには勝つのがわたくし流よ。それに、全員が本気で取り組むからこそ盛り上がるのよ」

「確かにそうかもしれないけど……でも、なんでゆすらたちまで？」

「……おっぱいさんがこっそり出て行くのに私が気付いた」

「で、ただでさえ人気の生徒会長の抜け駆け特訓なんて見逃すわけにはいかねーってことで、あたしたちもやろうと思ったってワケです！」

「そして、どうせなら兄にい様さまにお客さん役をやってもらおうっていう私の意見が満場一致で採さい択たくされましたの！」

「頼ってくれるのは嬉うれしいんだけど、せめて日中にしてほしかったなあ……」

「さあさあ、兄様、お席にご案内しますの！」

　耶や宵よいに腕を引っ張られながら、夕ゆう也やは、

「琴こと姉ねえ、一生懸命なのはいいけど、さすがにこんな時間の特訓は教頭先生に怒られると思うよ？」

「そうね。約束した以上、体調管理や翌日の授業に影えい響きようを出さないことには気をつけないといけないわね。だから、一時間だけで切り上げてちゃんと寝ねるつもりよ？」

「ならいいけど……いや、いいのかなあ？」

「まあ、いいじゃないですか。せっかくみんな着替えたんですし、逆に何もしないんじゃ起きただけ損ですから」

「がう」

　結局、耶宵に右腕を、ゆすらに左腕を引っ張られ、恋れん子こに背中を押され、琴こと音ねが引いた椅い子すに夕也は腰を下ろしたのだった。

「じゃあ、まずわたくしから行くわね？」

　メニューを手に、琴音が自信たっぷりに言った。

　そして、席に着いた夕也に背後から近寄り、

「メニューをお持ちいたしました」

　と、開いたメニューを夕也に見せるように、夕也の肩越しにぐっと身を乗り出した。

「いや、その……琴姉……」

　しどろもどろに言いながら、夕也が琴音から逃れるように身をよじった。

「あらあら、うふふ、どうしたの、夕ゆうくん？」

　追いかけるように、琴こと音ねは身を寄せてくる。

　そのたびに、むにゅっと夕ゆう也やの肩から腕辺りに、柔らかすぎてボリューミィな感触が追尾してきて何度も触れる。

「そ、そういう密着するような接客は色々問題があると思うんだけど……」

「うふふ、大丈夫よ？　だって、夕くん以外にはしないもの」

「ちょ、じゃあなんのための練習なの!?」

「もちろん、夕くんを誘ゆう惑わくする練習よ？」

「特訓の趣しゆ旨しが変わってるよ！」

「こ、こ、この淫いん乱らん生徒会長、いい加減にしやがれですっ！」

「がう！」

　恋れん子ことゆすらがタッグを組んで、夕也から引ひき剥はがそうと琴音の両腕を左右から掴つかんだ。

「そうですの！　まったく、油断も隙すきもありませんの！」

　なぜか厨ちゆう房ぼうから出てきた耶や宵よいが言い放った。

　その耶宵は、どういうわけかエプロンドレスは着用していたが、その下にあるはずのメイド服をいつの間にか脱ぎ捨ててしまっていた。

　琴音ほどではないにしても超中学生級の胸が、エプロンの下で窮きゆう屈くつそうにその大きさを主張している。















「あんたはあんたで何やってんですか──────ッ！」

「愚問ですの！　男性がもっとも好む衣装の一つ、それが裸エプロン！　琴こと姉ねえ様のワンパターンなおっぱい攻勢なんか、この艶あで姿すがたで蹴け散ちらしてやりますの！」

「振られてなおブラコンこじらせてるんじゃねーです──っ！」

「大きなお世話ですの！　自分が裸エプロンやっても色っぽくならないからって──」

　言いながらことさらに胸を張ってそのふくらみを誇こ示じしつつ、

「僻ひがむのはやめてほしいですの！」

「ぐぬぬ……！」

　悔しそうに唇を噛かむ恋れん子このとなりで、

「……ユウはああいう格好が好き？」

　と、ゆすらが夕ゆう也やの袖そでを引っ張って訊きいた。

「好きとか嫌いとかの問題じゃないでしょ!?」

「……それ以外に何が問題？」

「何って……」

「妹の裸エプロンで喜ばない兄なんかこの世界にいるはずありませんのッ」

「ええと、実の妹じゃなければ……じゃなくて！　それ以前の問題だよ！　って、ゆすらはなんでスカートを脱ごうとしてるの!?」

「……ユウが喜ぶなら」

「あらあら、みんな大胆ね」

「っつーかこんな暴走、さっさと止めてくださいよ生徒会長……って、なんで生徒会長まで脱ごうとしてるんですか──ッ!?」

「芸術と夕ゆうくんのためなら、わたくし脱いでもいいと思っているの」

「この状況のどこに芸術的要素が!?」

　ツッコミを入れたり制止しようとしたりする夕也をそっちのけで、

「……恋子も脱げばいい」

　と、ゆすらが恋子に言った。

「そうですの！　悔しかったら恋子ちゃんも同じ土俵に立てばいいんですの」

「いや、その理屈は明らかにおかし……」

　夕也が言い終わる前に、

「ぐぬぬっ……！　えーい、やってやりますーっ！」

　ガッと、恋子は叫びながらメイド服の裾すそに手を掛けた。

「え─────────っ!?　いやいやいやいや！　おかしいから！　っていうか、もはや特訓の趣しゆ旨しが欠片かけらも残ってないよ！」

　逃げるように席を立とうとした夕ゆう也やの肩を、すでにエプロンの下を脱ぎ終えた琴こと音ねがガシッと押さえた。

　同様に、やはり脱ぎ終えたゆすらも腕をしっかりとホールドする。

　いくら小さい方から数えた方が早いゆすらといえども、薄いエプロンの生き地じ越しに感じる女の子特有の柔らかさには、絶大な破壊力がある。

「ちょ、やめてってば！」

　盛せい大だいに照れながら、夕也は悲鳴に近い声を上げた。

「ねえ、明日も忙しいんだから早く寝ねた方がいいってば！」

「まあ、兄にい様さまったら、こんな格好の私と寝ようだなんて……」

　耶や宵よいが頬ほおをポッと赤らめて身をくねらせた。

「もう、夕ゆうくんったら大胆ね……」

「違う──っ」

「あんたらいい加減にしやがれですっ」

「結局裸エプロンになってる恋れん子こちゃんにそんなことを言う資格はありませんの」

「うっ……」

　恋子が言葉に詰まった。

「あーもう！　終わり！　真面目まじめに特訓しないならもう終わり！　解散っ！」

　そう叫んでこの場を収めようとした夕也だったが、その言葉も立ち上るピンクオーラの前に虚むなしく呑のみ込こまれていくのだった。








　　　　第一章　学園アプローチ・ラン



　放課後の商店街に、人が集まってきていた。

　ペットショップ『エンゼルテイル』のロゴ入りエプロンを身に着けたゆすらは、自分に集中する多くの視線を感じて息を呑のんだ。

　ゆすらの緊きん張ちようが、借り受けてきた猫たちにも伝わってしまっているのか、猫たちもそわそわとゆすらの足あし下もとをウロウロ動き回っていた。

　注目を集めて、文化祭を派手に宣伝する。

　ゆすらはぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　夕ゆう也やも琴こと音ねも、他の仲間たちも、今や全校生徒の大半が学校に泊まり込んで文化祭のために日夜頑張っているのだ。

　仲間たちのためにも、帰宅しない部のボスとして、ゆすらも自分自身の役割を立派に務つとめたいと強く思っていた。

「ゆすら、準備はいい？」

　道行く人々に声をかけ、見物人を集めていた夕也がゆすらの元へ駆け寄ってきて訊きいた。

「……がう」

　上ずった声で答えるゆすらに、夕也は優しく微笑ほほえみかけた。

「大丈夫だよ。いつも通りにやればいいんだから」

「がう」

　ゆすらはうなずいて、集まってきた人たちの前へと一歩踏み出した。

「では、これから秋あき月つき学がく園えん鎮ちん魂こん祭さい別企画のキャットショーを開演します！　なお、出演する猫たちはこの商店街にあるペットショップ『エンゼルテイル』よりお借りしました。猫の他にも可愛かわいい動物たちがたくさんいるお店ですので、ぜひお立ち寄りください！」

　大勢の前でも物もの怖おじすることなく、夕也は堂々とした対応で見物人たちに語りかけた。何しろ夕也はもっと大人数の前、前理事長の葬そう儀ぎの場でさえ前に出て喋しやべっていたのだから、足を止めた見物客などものの数に入らないのだろう。

　いよいよ出番だ。

　そう思って、ますますゆすらは身を強こわばらせた。

　──人がたくさんいて、怖い。

　日本に来て最初に感じた、その恐怖。

　敵の群れの中に、ぽつんと独りだけ取り残されたような心細さ。

　もう長らく感じていなかったその感覚が、ふいに心の奥底の方から蘇よみがえってきた。

　──大丈夫。ユウがいる。いてくれる。私は独りじゃない。

　そう考えて──そう考えかけて、ゆすらは気づいてしまった。

　また、自分は夕ゆう也やに頼ってしまっている、と。

　仲間を頼ることが悪いわけではない。むしろ、お互い頼り合うのが群れの仲間というものだ。

　しかし、だからこそ、その関係はギブ・アンド・テイクでなければならない。

　頼った分だけ、頼られなくてはならないのだ。

　──失敗はできない。

　ここで上う手まくやって、頼った分を返したい。

　ずっと、色々な局面で頼り続けてきたのだから、返せるチャンスは最大限に活いかさなければならない。

　そうでなくとも、文化祭を──鎮ちん魂こん祭さいを成功させようと頑張っている夕也や琴こと音ねのためにも、与えられた役割はきちんとこなして貢こう献けんしたかった。

　──大丈夫。

　エンゼルテイルで何度も練習したのだから。

　猫たちとも、言うことをきちんと聞いてくれるだけの信頼関係は築けている。

　夕也の言う通り、いつも通りにやればいいだけなのだ。

「では、これより開演です！」

　夕也が見物客たちにそう宣言した。

　一度深く息を吸って、ゆすらは「がう」と猫たちに開始の号令を下した。

　すると、エンゼルテイルから借りてきた銀ぎん髪ぱつ虎とら縞じまのアメリカンショートヘアが、純白のペルシャが、ピューマのような毛色のアビシニアンが、白とチョコレート色の長い毛が特徴的なラグドールが、豊かな尻尾しつぽのメインクーンが、折れた耳のスコティッシュフォールドが、揃そろいも揃って美形の六匹の猫たちが綺き麗れいな円を描きながらゆすらの周りをぐるぐると走り始めた。

　猫たちの一糸乱れぬ規則的な動きに、見物人たちから感かん嘆たんのどよめきが漏もれた。

「ゆすら」

　と、夕也が手はず通り新体操部から借りてきたフープを放った。

　ゆすらはそれをキャッチして、猫たちが走る円の上に持っていき、膝ひざくらいの高さでピタリと静止させた。

「がう」

　ゆすらの声と同時に、まずアメリカンショートヘアがぴょんと跳んで輪をくぐった。次の猫も、その次の猫も、まるで大縄跳びよろしく順番に跳んで輪をくぐりながらゆすらの周りを走り続ける。

「おおっ!?」

「犬ならともかく、猫に芸を仕込むってすげえな！」

「猫ちゃんたちすごく可愛かわいいんですけど！」

　見物人たちから、歓かん声せいと大きな拍はく手しゆが起こった。

「がう」

　ゆすらの号令で猫たちは走るのをピタリとやめ、見物人たちの方を向いて、ゆすらの前に一列に並んだ。

「猫には土ど鍋なべがよく似合いますよね」

　見物人たちに言いながら、夕ゆう也やは猫たちの前にそれぞれ一個ずつ、計六個の土鍋を素早く並べた。

「がう」

　ゆすらのその声を合図に、まずアメリカンショートヘアの猫が土鍋の中にぴょんと跳び込んだ。

「がう」

　続いてアビシニアンが、次の声でラグドールが、そんなふうに順番に猫たちは土鍋の中に入って丸くなり、顔だけを出して「どう？」とでも訊きくように見物客たちを見つめた。

「すげえ！」

「ああん、超可愛い！」

「ってか、どうやったら気まぐれな猫にこんな芸を仕込めるんだ!?」

　見物客たちは惜しみない拍手をゆすらと猫たちに送りながら、口々にそんなことを言い合っていた。

　しかし、ショーを仕切っているゆすらにそんな声を聞いている余裕はなかった。

　──次は。

　夕也から傘かさを受け取り、ゆすらが開いた傘を回して、その上を猫が走る──、という芸をやる番だった。

　傘を受け取ろうと、ゆすらが夕也へと一歩踏み出した。

　少しでも早く受け取りたかったから。

　しかし、その一歩は余計だった。勇いさみ足あし、先走りというヤツだった。

　同様に、ゆすらに傘を渡そうと夕也も勢いよく歩み寄って。

　そして、二人はどん！　と正面衝しよう突とつして、足をもつれさせた。

「うわっ」

「がうっ!?」

　ゆすらと夕也は、土鍋に入った猫たちの方へと倒れ込んだ。

　猫たちが慌てて土鍋から飛び出して避難する。

　地面に激突する瞬間、ゆすらは夕也にグッと抱き寄せられた。

　どん、と地面にぶつかる衝しよう撃げきがきて、夕ゆう也やが、

「──っ」

　と声を上げた。

　だが、ゆすらは鼻先を夕也の胸板にぶつけたくらいで、痛い思いをせずに済んでいた。

　夕也がゆすらと地面の間に自分の身体からだを滑り込ませてくれたのだ。

　そう理解したのは、転んでしまって数秒経たった後だった。

　そして、自分が夕也の胸に顔を埋うずめているという事実にも気がついて、急速に顔が熱くなった。

「が、がう……！」

　慌てて、ゆすらは身を起こした。

　かつては「くっついて寝ねると暖かい」などと言っていたというのに、昨夜だって特訓のつもりでじゃれていたというのに。

　不意のできごとだったことと、自分を庇かばってくれたのだという認識が、不ふ思し議ぎなほど猛烈にどきどきと心臓の動きを早めさせていた。

「いてて……ゆすら、大丈夫？」

「がうっ」

　うなずいて、ゆすらは夕也から離れようと手足に力を入れた。

　力を入れて、手を滑らせて、また夕也の胸の上にぽふっと顔から突っ込んだ。

　そんな様子に、見物客たちから幼おさな子ごのお遣つかいを見守るような温かい笑いが起こった。

「あはは、なんて言うか、ドンマイ」

「そうそう。失敗することもあるって」

「まあでも、充分すごかったけどね」

「確かに、猫たちが土ど鍋なべに入ったところなんか、可愛かわいすぎて萌もえ死にしそうだったもの」

「文化祭の宣伝だっけ？　また見せてな」

「次こそ上う手まくいくといいね」

　三々五々、見物人たちが散っていく。

　そして白い目を向ける猫たちに、ゆすらは「……ごめんなさいがう」と平謝りした。

　と、そんなところへ、

「相あい変かわらず、ゆすらは動物と仲が良いいな」

　散っていく見物客たちを掻かき分わけるようにして、異様な存在感を発している一組の男女が歩み寄ってきた。

　男女とももう秋風が冷たくなっているというのに、ボロボロになった道着しか身に着けておらず、この商店街にあってはあまりに浮きまくっている。しかし、彼らが放つ存在感はそんな服装に起き因いんするものではなかった。

　男性の方は二メートルに迫ろうかという筋肉の塊かたまりだった。そんな虎のようななりに相応ふさわしく、鬼おに瓦がわらと狛こま犬いぬの顔を足して二で割らなかったような厳いかつい形ぎよう相そうをしていた。

　女性はボロボロの道着とは対照的に、とても美しく長い黒髪が印象的だった。男性ほど露骨に筋肉質ではないものの、しなやかに引き締まった身体からだは狼おおかみを思わせた。

　猫たちがその異様な威圧感に怯おびえて、慌てて揃そろってゆすらや夕ゆう也やの陰に隠れる。

「……パパ、ママ」

　自然とゆすらの口からその言葉が漏もれた。

　そして同時に、ゆすらは嬉うれしそうに笑って、帰ってきた飼い主に駆け寄る子犬のような勢いで黒髪の女性の──ゆすらママの胸に飛び込んだ。

「まったくもう、高校生にもなって甘えん坊なんだから」

　そう言いながらもゆすらママは優しげに微笑ほほえんで、難なくゆすらの体当たりを受け止め、しっかりと抱きしめた。

「ご両親……なるほど……」

　強さを体現したかのようなたたずまいと風ふう貌ぼうに、そしてゆすらの体当たりに一切動じず簡単に受け止めてしまう達人ぶりに、夕也は納得顔でうなずいた。

　もはや人類に敵なし、とまで言われた最強の格闘家夫婦。

　人類に敵がいないなら人類以外に戦いを挑む、と秘ひ境きようを渡り歩く二人の超人。

　そうした噂うわさに違たがわぬ迫力が、確かにこの二人からは発せられていた。

「……どうしてここに？」

　ゆすらママの腕から離れて、ゆすらは今度は筋肉の男性──ゆすらパパの手を掴つかんで訊きいた。

「いや、ルルイエとかいうところにすごいヤツがいるらしいと聞いたんだが、どうやら海底にあるらしくてな。どうやって行くか対策を練ろうと日本に帰ってきたわけだ」

　鬼瓦の相そう好ごうを崩して、デレデレの顔で、ゆすらパパは言い訳でもするような口調で答えた。

「……という口こう実じつをこしらえて、ゆすらに会いに来たのでしょう？」

　と、ゆすらママが、ゆすらパパにイタズラっぽい目を向ける。

「し、仕方ないだろう！　秘境探検仲間の一人がネットでゆすらを見たとか言い出したんだから！　一目見てしまったら会いたくなるのが人情というモノだ！」

「まったく、いつになったら子離れできるのかしら」

　やれやれと肩をすくめつつ、ゆすらママは夕也を見やって、

「貴方あなた、ゆすらのお友達？」

　と訊いた。

「あ、はい」

「がう。ユウは群れの仲間」

「あらー」

　ゆすらママは意味ありげにニヤニヤと笑った。

「思ったより楽しくやっているみたいで安心したわー」

「がう」

「む。そ、それだけ人間の社会に馴な染じめたのなら、もう人間修行は終わりでいいんじゃないか……？　またパパたちと」

「ダメです」

　ぴしゃり、とゆすらママが言った。

「まだ一年も経たってないのに父親がそんなでどうします」

「いや、しかしだな。ゆすらに会えないのは寂さみし……」

　言い終わる前に一ひと睨にらみされて、ゆすらパパは黙り込んでしまった。

「ええと、こうやってときどき会いに来ればいいんじゃないでしょうか？」

　ゆすらパパは夕ゆう也やの言葉を渡りに船とばかりに大きくうなずいた。

「そうだ、それがいい！　……だが君、いったいゆすらとはどういう関係なのかな？」

　気け圧おされつつも、夕也は、

「え、その、部活動の仲間というか、友達……ですけど」

　と、なんとか答えた。

「本当に？　それだけなのか？　んん？」

　なおも疑わしそうな目をするゆすらパパだったが、またゆすらママに睨まれてしゅんとなった。

「とにかく、ゆすらにもちゃんと友達ができていて安心したわ。ちょっと変わった子だとは思うけれど、私たちの娘をよろしくね」

「あ、はい」

「ゆすら、辛かったらいつでも戻ってきていいんだからな？　また一緒に世界の各地を回るのもいいと思わないか？　しばらくは日本にいるからいつでも連絡しなさい。これが今滞在しているホテルの連絡先──」

　ゆすらパパがゆすらにメモを手渡した瞬間に、ゆすらママは頬ほおを引きつらせた。

「だから、ここで甘やかしてどうするんです」

　ゆすらママはゆすらパパの耳を引っ張りながら、

「じゃあ、スケジュールの都合が付いたら文化祭も見に行くから、頑張りなさいね」

　と言い残して去って行った。

　──パパ。ママ。

　その久しぶりに見た背中を、ゆすらはじっと見つめ続けた。

　脳の中で、懐かしさが記憶を連結させる。両親の記憶。幼い頃の記憶。森の記憶。

　そして。

　──アルファ……。

　森を毎日のように一緒に駆け回った、オオカミたちの群れの記憶──。

「よかったね、ゆすら。久しぶりにお父さんとお母さんと会えて。しばらく日本に居るって言ってたし、会いに行ったり一緒に過ごしたりできるんじゃない？」

「……がう」

「あれ、もしかしてホームシック？　まあ、世界を転々としてたらあんまりホームって感じじゃないかもだけど」

「…………がう」

　夕ゆう也やの言葉に、上の空で答えた。

　それが肯定なのか否定なのか、ゆすら自身にもよくわかっていなかった。
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　文化祭──鎮ちん魂こん祭さいが二週間後に迫った今、外で宣伝活動をしてきたからといって、他の仕事を手伝わなくてもいいわけではない。

　当然、学校に戻れば夕也とゆすらにも、案内板の制作という、クラスに分担された仕事が待っていた。

「なあ、柊ひいら木ぎ、三年のここって変更かかってたっけ？」

「あー、そこは一年生のどこかと統合されたんじゃなかったかな。ちょっと待って、仕様変更の書面が生徒会から来てたでしょ」

　秋あき月つき学がく園えんの理事長が亡くなったことで、色々と悶もん着ちやくがあったのだ。そのため、絢けん爛らん豪ごう華かで有名だった文化祭が、いかに予算を節約するかが鍵を握にぎる鎮魂祭へと変へん貌ぼうしたのだった。

　それに加えて、今後の学校経営も秋月グループには頼らずにやっていかなければならないのだ。

　そのため、似たような出し物を企画したクラスや部活は、経費節減のために合がつ併ぺいしたり統合されたりしている。その調整がまだ完全には終わっていないため、何度も生徒会から変更の通達が来るのだった。

「あれ？　白のペンキって今日届くんじゃなかったっけ？　柊木、生徒会は何か言ってなかった？」

「それならさっき買い出しに出るとか言ってたから、まだ帰ってきてないのかも」

「マジかー。白ペンキがないとこっちは進まないのになあ」

「じゃあ、いったん中断して、他の班を手伝ってあげて。確か御み子こ神がみさんたちの方が大幅な仕様変更があって遅れてたはずだからさ」

「了解」

　夕ゆう也やの指示にクラスメイトたちが移動を開始した瞬間、がらりと教室のドアが開いた。

「帰宅しない部の柊ひいら木ぎ、いるかー？」

　顔を出したのは、シシカバブ同盟、フランス料理部、料亭研究会の面々だった。

　帰宅しない部の臨時部員となって日夜準備に精を出す生徒たちの胃袋を支え、かつ鎮ちん魂こん祭さい本番では食事処どころの管理運営を一手に引き受ける料理のエキスパートたちである。

「どうしたの？」

「いやさ、想像以上に肉が固いんだよ。でも、予算的にこれ以上グレードは上げられないしさ。ちょっとプラン通りにやると難しいかなって」

「うーん、お金をかけられないなら手間暇をかけるしかないかなあ。タマネギとか塩しお麹こうじとかヨーグルトとか、肉を柔らかくする効果がある食材に漬け込めば──」

　自身の作業の手を休めることなく、夕也はクラスメイトの質問にもレストラン系の相談にもよどみなく対応し続けるのだった。



　作業を手伝いながら、料理の相談を持ってきた面々と夕也とのやりとりを聞いていたゆすらの耳に、

「なんか最近さ、柊木君、すっかりクラスの中心になりつつあるよね」

「あ、それわかるー」

　という女の子たちの話し声が飛び込んできた。

「なんていうかさ、ぐいぐい指示を出したりする感じじゃないけど、訊きけば一番いいやり方を教えてくれるもんね」

「うん、だからみんな柊木君に訊くようになってきてるよね」

「さすがは生徒会長の従弟いとこって感じだよねー」

「引っ張ってく生徒会長と、後ろから優しく支える柊木君かあ」

「頼りになって料理もできる、しかも優しいって完璧超人だよね。今まで気づかなかったけど」

「あれ、もしかして狙ってる宣言!?」

「やめときなって。競争率高そうじゃん。ただでさえ帰宅しない部って美人揃ぞろいでしょ。その上この間の葬そう儀ぎの件で大活躍だもん、きっと人気急上昇中だよ？」

「やっぱりそうかなあ」

「そりゃあ、この学校とか文化祭とかを、なくなっちゃうかもしれないって危機から救った英雄だもん」

「ねー。まさか、みんなになんとかしてって言われたからって、ホントになんとかしちゃうとは思わなかったわよ」

「そういえば、あの葬そう儀ぎのときに生徒会長が言ってた好きな人って、どう考えても柊ひいら木ぎ君のことだよね？」

「あ、あたしもそう思った」

「バレバレだよね。以前から柊木君を生徒会に欲しがってたっていうし、体育祭のときは全校を敵に回してまで味方してくれたわけだし」

「あはは、生徒会長まで狙ってるんじゃあマジで勝ち目ないよね」

「世の中甘くないねえ」

　そんな話をそれとなく聞きながら、ゆすらは作業の手を止めて考え込んだ。

　──ユウが頼りになるのは、当たり前だ。

　みんなが知らなかっただけなのだ。

　夕ゆう也やはずっと誰だれかのために頑張っていた。ゆすらや恋れん子このために。

　あるいは、琴こと音ねのために。

　今回は、それがたまたま学校のみんなのためだった。

　そして、結果として、今やこの学校は琴音と夕也を中心にした大きな群れとして機能し始めている。

　ゆすらの帰宅しない部よりずっと大きく、ずっと強い結束を持った群れとして。

　学校全体を優れた群れとしてまとめ上げているのは琴音であり、それを補佐しているのが夕也であることは疑いようがなかった。

　夕也がみんなから高く評価されている。

　それは、ゆすらにとっても我がことのように嬉うれしくて、誇ほこらしいことだった。

　でも。

　──人間の社会での群れ作りは、私ではおっぱいさんやユウに敵かなわない……。

　いや、それ以前に。

　──きっと帰宅しない部も、ユウがボスをやった方が上う手まくいく……。

　考えてみれば、帰宅しない部が今まで潰されずにやってこられたのも、夕也が上手く立ち回らせてくれたからに他ならないのだ。

　ゆすらは悔しさに唇を噛かんだ。

　──不ふ甲が斐いない……。

　上手くやれない自分が情けなかった。

　夕也があんなにも支えてくれていたというのに。

　琴音はほんのわずかな夕也の補佐で、こんなにも結果を出しているというのに。

　そして、そんなふうに考えている時点で、群れ全体のことやみんなのことを第一に考えている琴音や夕也に及んでいないことに気がついて、ゆすらはうなだれてしまうのだった。

　──パパやママと一緒に行くか、アルファのところに帰るのもいいかもしれない。

　そんなことを、一瞬でも真面目まじめに考えてしまうほどに。
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　同じ頃、学食で、

「ねえ、沙さ月つきちゃん」

　アルバイトでウエイトレスをした経験がある生徒による接客レッスン（全員メイド服強制着用）の休きゆう憩けい中に、恋れん子こは訊きいた。

　ミスコン企画の一環とはいえ、学園祭で営業するレストランもお金を取るのだ。それゆえに、お遊びではない、金額に見合うだけのサービスを提供することを琴こと音ねは目標に掲かかげていた。

　そのため、こうして準備の合間を縫ぬって、接客の訓練が行われている。

「何？」

「昨日の夜、お祝いムードの夕食のときに生徒会長がいなかったじゃないですか」

「ええ、恋子ちゃんの『お兄ちゃん』もね」

「ぐっ」

　沙月の揶や揄ゆするような言葉に、恋子は顔を赤くした。

「ちょっと、沙月ちゃん！　誰だれかに聞かれたらどうするんですかっ」

「何がまずいの？　別に、年上の幼なじみをそんなふうに呼ぶことくらい恥ずかしいことでもないでしょ」

「だ、だ、だって、少女マンガとかでは幼なじみって時点で恋愛要素は入りまくりっていうか、フラグっていうか、そういうのがお約束じゃないですかっ！」

「だとしても、別にええやないの。教室では話題になっていなかったの？　今や柊ひいら木ぎ夕ゆう也やを好きになる女子は珍しくないわよ。しかも帰宅しない部の初期メンバーである恋子ちゃんだったら、むしろ当たり前でしょ」

「だからって……」

「それにしても、学園全体を魅み了りようして私兵集団まで編成してしまう生徒会長のカリスマ性といい、男性限定とはいえ一瞬で相手をシスコンにしてデレデレにしてしまう柊木夕也の妹といい、あの一族の血なのかしらね。妙に人を惹ひきつけるのは。確かに今回の活躍は称しよう賛さんに値するけど、ちょっとみんな騒ぎすぎよね」

「騒ぎすぎかどうかはともかく、お兄ちゃんが注目されてライバルが増えるのは勘かん弁べんしてほしいです……」

「恋子ちゃん的にはそうでしょうね。で、あの二人がいなかったことが何？」

　顔を真っ赤にしたままの恋れん子ことは対照的なまでの冷めた口調で、沙さ月つきが訊きいた。

「え、ええと、ほら、なんていうか、葬そう儀ぎでの大作戦の後とかですし、もしかしたら良いい雰ふん囲い気きになってたりしちゃったかもしれないっていうか……」

「そうね」

「だ、だとしたら、それは由ゆ々ゆしき事態っていうか、大問題なわけで……！　万が一、生徒会長が告白なんてしちゃってたら……！」

「まあ、恋子ちゃんが言いたいことはわかるわ。そして、『片かた想おもい発言』なんかが飛び出した後だもの、実際に告白もしたかもしれないわね」

「で、ででででで、ですよね！　ううう、もし二人が付き合い始めちゃったりしてたらどうしましょう……」

「あのね、それでも、今ちょっかいを出しに行ってもいいことはないって判断したのは他ならぬ恋子ちゃんやないの」

「それはそうですけど……」

「大丈夫よ。仮に生徒会長が告白していたとしても、それで二人が恋人同士になったって展開はまずないわ」

「なんでそんなことがわかるんですか!?」

「別に根こん拠きよはないわ。勘よ。今日の生徒会長や柊ひいら木ぎ夕ゆう也やの態たい度どを見る限り、そうはなっていなさそうだって思っただけよ」

「だといいんですけど……」

「そんなに他の人のことが気になるなら、早いところ告白してしまえばいいわ。その覚悟を決めたんやないの？」

「か、簡単に言わないでください……。そりゃあそのつもりですけど、いざとなるとやっぱり緊きん張ちようするっていうか……。タイミング的なものだってありますし」

「そうね。っていうか、そのつもりで腹をくくったなら、もっと落ち着いてどーんと構えていればいいのよ」

　ツインテールの間に載せたメイドカチューシャホワイトプリムの位置を気にしながら、こともなげに沙月は言った。

「簡単に言わないでください……」

「ねえ、恋子ちゃん。恋愛は先着順で決まるわけじゃないでしょ？　そりゃあ、確かに先に彼女の座をゲットした方が断然有利だけど、その後別れたなんてよくある話じゃない。ということは、恋子ちゃんが先に彼女になったとしても、『彼が他の誰だれより恋子ちゃんを好き』な状態を維持しなきゃいけないことに変わりはないのよ。恋子ちゃんが一番じゃなくなった時点で、『他に好きな人ができたから別れてくれ』とか言われちゃう可能性が発生しちゃうんだから」

「うっ、それはそうですけど……」

　ずーんと恋れん子この表情が重くなる。

「だとしたら、他の人のことなんか気にしたってしょうがないじゃない。もっと深いところ、根っこの部分で彼のハートを捕まえる努力を積み重ねるしかないわ」

「それが簡単にできたら苦労はねーです……」

「それはそうよ。でも、結局、最後に勝つのはその努力を怠おこたらずに一番積み上げた人なんやと思うわ」

「ですねえ……」

　はあ、と恋子は大きくため息をついた。

「鎮ちん魂こん祭さいをカップルで一緒に楽しむっていう黄金パターンのためにはもう時間がねーですけど、そのために焦あせっちゃったら色々台無しになっちゃう気もします……」

「そうね。私も、ここは我が慢まんの時だと思うわ。どのみち、今回の鎮魂祭は一緒に回るような余裕はないわよ。彼にも、恋子ちゃんにもね」

「ですよね。シフトの予定表見たら、休きゆう憩けいも取れて二〇分とかですし。調理係やりながら、他の部署からも頼りにされてるお兄ちゃんはもっと忙しいでしょうし」

「だから、今は忙しい彼のお手伝いをするとかして、積み重ねることに専念した方がいいと思うのよ。鎮魂祭が終わったときに、達成感を分かち合えるようにね」

「ですね。そして、その瞬間こそが最大のチャンスです……！」

「頑張って、恋子ちゃん」

　頬ほおを真っ赤に染めて、それでも恋子ははっきりとうなずいた。
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　度たび重かさなる会議が終わり、埋うずもれそうになるほどの書類を片付けて、琴こと音ねは生徒会室の自分の席で軽く伸びをした。

「これならなんとかなりそうね」

　そう言う琴音に、ペンをくるくると回しながら、右う京きようが、

「あくまで計算上はねー」

　と、やや皮肉っぽい笑みを浮かべて言った。

「想定したくらいの来客があって、そのお客さんたちが想定したくらいお金を使ってくれたらなんとかペイできる、っていうかなりギリギリの勝負だよ」

「だが、実現可能な範囲で目め処どが付いたのであれば、それは前進だ。あとはそれを目指して努力すればいいのだからな」

　トントン、と資料の束たばを揃そろえながら、左さ京きようが爽さわやかに微笑ほほえんだ。

「姉さんは前向きだね」

「悲観的になっても仕方ないだろう。それに、文化祭中止や学校そのものが潰れるという最大の危機は生徒会長殿と柊ひいら木ぎ夕ゆう也やが打破してくれたのだ。あれに比べたら、正攻法の努力でどうにかできる問題などどうということはない」

「はあ。まったく、姉さんの会長への忠ちゆう誠せいと柊木夕也への信頼は、そろそろ信しん仰こうの域に達しそうだね」

「べ、別に自分は……」

　左さ京きようは一瞬で顔を赤く染めて言いい淀よどんだ。

「照れなくてもいいじゃん。会長の人気は前からだけど、葬そう儀ぎの件で今や柊木夕也は学校中の誰だれもが信頼してるんだから」

「それはそうだが」

「それとも何？　それとは別に思うところでもあるわけー？」

　ぐっ、と左京が言葉に詰まった。

「左京さん、右う京きようさんの言う通り、今夕ゆうくんの人気は急上昇中よ。もし思うところがあるのなら、積極的に動いた方がいいと思うわ」

「そ、そういうわけでは……」

「姉さん頑張れ！」

「何を頑張れというのだッ！」

「いや、頑張る気がないならいいんだけどさ」

「左京さん、少しくらいなら意地っ張りも可愛かわいいけれど、度が過ぎると逆効果よ？」

「そもそも意地など張っていません！」

　左京はぷいっとそっぽを向いてしまった。

　やれやれ、と琴こと音ねと右京は顔を見合わせて苦笑する。

「そういえばさ、会長。あの葬儀の日の夜、屋上への階段を上っていく会長と、その少し後でやっぱり屋上に向かった柊木夕也を見たって生徒が何人かいたんだけど、首しゆ尾びはどうだったの？」

「なんのことかしら？」

　にっこりと微笑ほほえんで、琴音は右京の質問を受け流した。

「いやー、だってさ、好きな人発言のあとでしょ？　そりゃあ気になるじゃん？」

　ニヤニヤ笑いながら、右京がさらに質問を重ねる。

　だがしかし、

「なんのことかしら？」

　琴音の鉄てつ壁ぺきの微笑みガードは揺るがなかった。

「あーあ、そりゃそうか。上う手まくいってるなら会長はもっとルンルンだろうしなー」

「ちょっと右う京きようさん、勝手に人に失恋させないでちょうだい？」

「あれ、違ったの？」

「……そういうことではないの。あれは……そう、保留よ」

「会長、往おう生じよう際ぎわが悪いよ」

「あきらめたらそこで試合終了なのよ」

「まあ、確かに簡単に諦あきらめることはないと思うけどさ、柊ひいら木ぎ妹みたいなストーカー化とかヤンデレ化はやめてよね」

「……え？」

　琴こと音ねは微笑ほほえみを浮かべたまま、首を傾かしげた。

「いやいや。会長、その間まは何？」

「もちろん冗じよう談だんよ」

「ホントに？　会長、この大事な時期に問題なんか起こさないでよ？」

「わかっているわよ。せっかく勝ち取った文化祭──鎮ちん魂こん祭さいだものね」

「その通り！　今は鎮魂祭の成功が最優先。色恋にうつつを抜かしている暇なんかありはしないのだ！」

　ぐっと握にぎりしめた拳こぶしを、左さ京きようが振り上げた。

「あ、姉さんが今さら口こう実じつを見つけた」















　くすくすと笑う二人に、左さ京きようは不満そうに口をへの字に歪ゆがめるのだった。
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　高等部一般教室棟の廊ろう下かを急ぐ耶や宵よいの前に、眼鏡を外して髪を解ほどき、ウエイトレスのメイド服の上に白衣を羽は織おった更さら紗さが立ちはだかった。

　その豊ほう満まんな胸を揺らしながら。

「どこへ行くつもりなのかしら」

「貴女あなたには関係ありませんの」

　つん、と吐き捨てて更紗の脇をすり抜けようとした耶宵も、同様にメイド服を着用していた。

　秋あき月つき学がく園えんの学食は、中等部と高等部の中間に位置している。そして、中等部と高等部両方の生徒が共用しているのだ。

　必然的に、学食が会場になる『ミスコンにノミネートされた女の子に会えるレストラン』は中高の合同企画になる。

　つまるところ、接客のトレーニングも中高の区別なくまとめて行われているのだ。

　そこで、結果的に一緒にトレーニングを受けていた耶宵が抜け出すところを、更紗が目め聡ざとく見つけたのだった。

「関係なくはないわよぉ。みんなが鎮ちん魂こん祭さいの成功を目標に一いち丸がんとなっているときに、小娘だけがサボっていいはずがないじゃない」

「やることはやってますの！」

「今回はただでさえ初めてのことが多くてみんな大変なのよ。それがわからないほどお子様じゃないでしょう？」

　潤じゆん沢たくな予算が使えない。

　それが一番のネックだが、何も問題はそればかりではない。

　例えば、秋月学園中等部と高等部の文化祭は日程こそ同じだが、これまではそれぞれ独立して行われるのが慣かん例れいだった。こうした中高連動企画は初の試みなのだ。準備の時点でやり方も大きく異なってくる。それが生徒たちを混乱させ、生徒会が多忙になる一因となっていた。

「やるべきことをこなした上で、少しくらい抜け出すことの何がいけませんの!?　別に誰だれにも迷めい惑わくはかけてませんの！」

「どうせ柊ひいら木ぎ君に会いに行こうとしてるんでしょう？」

「……だから、それの何がいけませんの!?」

「少しは柊木君の立場を考えたらどうなの？　今や柊木君は鎮魂祭の中心メンバーよ。役職に就ついているわけではないけれど、生徒会長と柊ひいら木ぎ君がいるから大丈夫、って全生徒たちの拠より所どころになっているの。今、彼に小娘の相手をしている余裕はないわ」

「そんなに忙しいなら、なおのこと兄にい様さまには癒いやしが必要ですの！」

「まあ、柊木君は優しいから、ちゃんと小娘の相手もしてくれるでしょうね。でも、それでロスした分は柊木君に負担としてのしかかってくるのよ」

「そ、それは……」

「今、何をすれば柊木君が一番喜ぶか、本当はちゃんとわかっているんでしょう？」

「……」

　面白くなさそうに、耶や宵よいは頬ほおをぷくーっと膨ふくらませた。

「もういいですの！　こうなったら、ミスコンで圧倒的な勝ち方をして、兄様にいーっぱい褒ほめてもらいますの！」

　更さら紗さにぷいっと背を向けて、早足で今来た道を戻っていった。

　と見せかけて、耶宵は一度振り返って更紗に向かってべーっと舌を出した。

　大きな胸をすくい上げるようにして腕を組み、更紗はやれやれとため息をついた。

「あらまあ、ずいぶん可愛かわいらしい反撃ねえ」

　言いながら、更紗は白衣のポケットから取り出した眼鏡をかけ、ササッと髪を三つ編みに結い上げた。

「憎まれ役なんてやりたくはないですけど……、でも、あたしはどんな手を使ってでも、鎮ちん魂こん祭さいを成功させてこの学校を守りたいんです……」

　そして、自分が着ているメイド服を見下ろして頬を赤く染め、

「帰宅しない部を、やっと見つけたあたしの居場所を、今さら失うわけにはいきませんから……」

　呟つぶやきながら、それを隠すように上に羽は織おった白衣のボタンをキッチリと留とめた。



　更紗ががらりと教室のドアを開けると、中で作業をしているのは夕ゆう也やと雅まさ紀きの二人だけだった。

「あれ、他のみんなはどうしたんですか……？」

　更紗が訊きくと、

「ああ、先にメシに行ってもらったんだ。帰宅しない部臨時部員も全校の七割を超えてるからな、早く行かないと混むだろう？」

　と、サラサラヘアーを掻かき上あげながら雅紀が答えた。

「ああ、もう外、真っ暗ですもんね……」

「僕らは、ちょっと話があってさ。後で行くからって残ったんだ」

「話、ですか……」

「うん。御み子こ神がみさんは？　まだ接客レッスンは終わらないの？」

　夕ゆう也やに問われて、更さら紗さは「いえ、終わりました……」と首を振った。

「夕食の時間が近づいてきたら学食は使えなくなりますし、あたしたちもウエイトレスだけやっていればいいというものではありませんし……」

「着替えていなかったから、俺おれもてっきり途中なのかと思った」

　雅まさ紀きが言うように、白衣のボタンをキッチリ留とめていても、襟元からメイド服は見えてしまっている。

「似合ってないわけじゃないけど、眼鏡で髪を結んでる御子神さんが白衣を着てるってのもなんか違和感があるよね」

「着替えてる時間がもったいないと思って……」

「ああ、なるほど」

「ところで、柊ひいら木ぎ君たちはなんの話をしていたんですか……？　あたしがいたらまずい話ですか……？」

「うーん、どうだろう？」

　雅紀は首を捻ひねって、確認を求めるように夕也の顔を見た。

「問題ないんじゃないかな。御子神さんも帰宅しない部の仲間だし」

「部の仲間じゃないとまずい話なんですか……？」

「一応、個人情報的な内容ではあるからな」

　眼鏡の位置を指でくいっと直しながら、雅紀が答えた。

「と、言いますと……？」

　そう訊ききながら、更紗は二人の側そばに腰を下ろした。

「いや、ゆすらがね、猫ショーでガチガチに緊きん張ちようして失敗しちゃったからさ」

「ああ、そういう話ですか……」

「うん。しかも、見物に来てくれた人たちの中に、ゆすらのお父さんとお母さんもいたんだよ。だから、なおのこと失敗を気にしてるんじゃないかと思って」

「しかし、そんなに酷ひどい失敗だったのか？」

「ショーとしてはね。演目を最後までできなかったわけだから。でも、鎮ちん魂こん祭さいのアピールっていう意味ではむしろ成功だったと思うんだよね。お客さんも喜んでたし」

「だったらあんまり問題なさそうだけどな」

「うん、僕もそう言ったんだけど」

「でも、親に失敗した姿を見られるって、やっぱり凹へこむと思います……」

「だよね。特に、ゆすらはお父さんとお母さんが大好きっぽかったし、久しぶりに会ったって状況だったし」

「なるほど、それは凹むか」

「凹へこみますよね……」

「だよね……」

　三人は揃そろって腕を組み、うーんと唸うなった。

「やっぱり、お父さんとお母さんの前でリベンジして、成功するっていうのが一番の解決方法なのかな」

　夕ゆう也やは真剣に考え込んでいる。

　その顔には、真しん摯しさや本気さだけでなく、思いやりや優しさのような温かさも満ちているように更さら紗さには見えた。

「まあ、普通に考えればそうだろうなあ。自信も付くだろうし」

「となると、僕にできることってあんまりないなあ」

　そんなやりとりを続ける二人を──否、夕也を見つめて、更紗は、

「柊ひいら木ぎ君って、桜さくら江えさんの話をするとき、いつも以上に優しい顔になりますよね……」

　と見たままの感想を告げた。

「え？　そう？」

　首を傾かしげながらも、夕也ははにかんだように微笑ほほえんだ。

　──あ。

　そして、その笑顔を見て、直感的に理解した。

「ええ……」

　うなずいて、更紗は口を閉ざした。

　ようやく見つけた居場所を守りたい。いくら更紗がそう考えても、状況はどんどん動いていく。個人それぞれの想おもいは、押さえつけることなどできはしない。

　夕也を中心に、薄はく氷ひようの上に成り立ったバランス。

　その中心点が危なっかしく見えて、なんとか上う手まくバランスを維持しなければ、と更紗は考えていた。

　でも、当の夕也は、どうやらきちんと自分の気持ちと向き合っているらしい。

　もしかしたら、その結果、帰宅しない部が瓦が解かいしてしまうかもしれない。しかし、夕也が気持ちを決めた結果そうなるのだとしたら、それは回避などできることではないのだ。

　ふと、更紗は少しだけ寂さみしい気がした。

　更紗にとって帰宅しない部は大切な居場所であっても、その中での人間関係については当事者ではない。

　いわば、軒のき先さきを借りているに過ぎないのだ。

　一歩退ひいたところで、干かん渉しようしすぎることなく、踏み込んでこられることなく、表ひよう層そう的な仲間意識だけを享きよう受じゆできれば充分だと思っていた。

　たとえそれが、まるで深みのないごっこ遊びのような人間関係であったとしても。

　今はまだ、あの中に本当の意味で踏み込んでいける勇気はない。

　だからせめて、

　──あたしに軒のき先さきを貸してくれる優しい人たちが、誰だれも傷ついたり悲しんだりせずに、みんながみんな望んだ結末を手に入れて幸せになれたらいいのに……。

　更さら紗さは、それが不可能だとわかっていても、そう願わずにはいられなかった。
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　夜。

　消灯時間が過ぎて、みんなが寝ねる準備を終え、ここ最近は一番戻ってくるのが遅い琴こと音ねが来た後も、しばらく夕ゆう也やは部室に戻ってこなかった。

　そして、いつも部室で寝起きしているゆすら、恋れん子こ、琴音、耶や宵よいの四人が疑問を通り越して心配し始めた頃になって、ようやく夕也が部室のドアを開けた。

「兄にい様さま、こんな遅くまで、いったいどうしましたの？」

「あ、ごめん、ゲーム制作組に夜食の差し入れを届けにね」

　秋あき月つき学がく園えんにはコンピュータゲーム制作部という部活動が存在しているが、今回は文芸部やマンガ研究会と合同で企画を進行させているのだ。

　その企画の主要メンバーにはすでにプロとしてデビューが決まっていたり、それに近いところまで行っているクリエイターの卵とも言うべき生徒たちが数多く名を連ねている。そのことがネットで告知されており、一つの目玉になっていた。

「なんか、ずいぶん大変みたいで、学食に食べに来てないって聞いたからさ」

「頑張るのはいいけれど……徹夜となるとちょっと問題だわ」

　自分のことは棚に上げて、困ったように呟つぶやく琴音に、夕也は、

「大丈夫、ちゃんと睡眠は取るように釘くぎを刺してきたから」

　と笑った。

　そして、

「あー疲れたー」

　と、倒れ込むように床に身を投げ出して、そのまま寝息を立て始めてしまった。

「あ、もう、毛布もなしで……！　風か邪ぜ引きますよ」

　怒ったというよりは呆あきれたような口調で恋子は言い、寝入ってしまった夕也にそっと毛布をかける。

「無理もありませんの。実際、みんな兄様に頼りすぎですの」

「そうね……」

　うなずいた琴音に、耶宵は白い目を向けた。

「琴こと姉ねえ様もですの！　少しは兄にい様さまの身体からだのことも考えてあげるべきですの」

「……がう。ユウは頑張ってる」

　うなずきながら、ゆすらは寝ねている夕ゆう也やの髪を優しく撫なでた。

「あ！　ちょっと、部長さん、何をやってますの!?　そういうのは妹の私がやろうと思ってましたのに！」

「ちょ、耶や宵よいちゃん、声が大きいですっ」

　小声で、しかし大慌てで、恋れん子こが言った。

「そうね。言い争ったりしたら夕ゆうくんを起こしてしまうわ。夕くんをゆっくり寝かせてあげましょう？　桜さくら江えさんも、夕くんを労ねぎらいたいのはみんな一緒なのよ？　そうやって抜け駆けするのはよくないわ」

「……確かに、兄様にぐっすり寝てもらうのが最優先ですの」

　不満を顔に残しつつも、耶宵はうなずいた。

「……がう」

　ゆすらも、大人しく夕也の頭を撫でていた手を引っ込める。

「さ、わかったらわたくしたちも寝ましょう？　明日も明後日あさつても忙しいもの」

「ですね」

　なんだかんだ言って、全員多忙な日々が続いている。

　一つ二つとあくびが聞こえ始め、すぐに帰宅しない部の部室から話し声は聞こえなくなってしまった。



　夜中に目を覚ました恋子は、いつものように夕也を起こそうと手を伸ばして、しかし何かを思い出したようにその手を引っ込めた。

　疲れ切って眠りに落ちた夕也を、トイレについてきて、なんて理由で起こすのはさすがに忍びない。

「うーん……」

　少しモジモジしながら思案して、恋子は携帯電話を手に一人静かに部室を出た。

　そして部室の前で携帯電話を操作し、こんなときでも頼れそうな親友に「来てほしい」と懇こん願がんを開始したのだった。

　そして待つこと数分、

「もう、こんな夜中になんやの……？」

　眠そうに目をこすりながら、沙さ月つきがパジャマ姿で部室の前にやってきた。

「ごめんなさい、ありがとうです、沙月ちゃん。実は……その、トイレに付き合ってほしいなあ……なんて」

　恋子の言葉を聞くなり、沙月は思いっきり口元を引きつらせて怪け訝げんな顔をした。

「そんなの、いつも通り愛いとしのお兄ちゃんを叩たたき起おこせばええやないの……」

「だって……ええと、その辺は道々でいいですか……？」

　迫りくる自然の摂せつ理りにモジモジを加速させつつ、恋れん子こは拝おがむように手を合わせた。

「はいはい」

　諦あきらめたように、沙さ月つきは投なげ遣やりに返事をするのだった。

　そうして二人でトイレに向かって夜の校舎を歩き始めて、早さつ速そく、

「で、なんでわざわざ私を呼び出したりしはったの？　彼と二人きりになれるチャンスなのに」

　と沙月は訊きいた。

「だって、誰だれよりも後に疲れ切って戻ってきて、倒れ込むように寝ねちゃったんですよ？」

「ああ──、起こすのは可哀かわい相そうだ、と？」

「はい」

「まあ、確かに生徒会役員以上にあちこちに顔を出したり頼られてるって噂うわさは聞くから、そりゃあ疲れもするでしょうけど」

「生徒会長を奮ふるい立たせるときに『この学校も文化祭も守る』とか言っちゃってますし、葬そう儀ぎのときに予算は要らないって言ったのもお兄ちゃんですから、きっと責任を感じてるっていうか、全力を尽くさないとダメだって思ってるんですよ」

「律りち儀ぎなことね」

「はい。そういう人です」

「ふーん。みんなそういうところに惚ほれちゃうのかしらね」

「……いや、その」

　もごもごと言いい淀よどんで、恋子は顔を赤くした。

　恋愛脳全開な恋子の反応に肩をすくめつつも、沙月は、

「でも、案外それだけじゃないかもしれないわよ」

　と思案しながら言った。

「え？」

「これはあくまで私の推測だけれど、彼の一番根っこにあるのは、それが帰宅しない部を守ること……いいえ、もっと言えば、学校のためとか帰宅しない部のためよりも、誰かさんの死体発はつ掘くつとか、誰かさんのなわばり意識とか、そういうのを守ろうとしてるって言った方が正確やないかしら」

「あたしたちのために……」

　恋子がまた顔を赤くする。

「そう考えれば、柊ひいら木ぎ夕ゆう也やの行動は一貫しているわね。体育祭のときに生徒会長を助けたのは一見矛む盾じゆんしているけど、あのときは第二生徒会の方が帰宅しない部潰しには積極的だったし」

「あのときも、お兄ちゃんにはそんな打算はなかったと思いますけどね。ただ、従姉いとこの生徒会長がピンチだったから助けちゃった、それだけですよ」

「切れ者なんだか、ただのお人ひと好よしなんだかわからないわね」

「両方ですよ。まあ、結果論を言えば、体育祭のときに生徒会長を助けていたからこそ、今回の葬そう儀ぎの件でみんなを上う手まくまとめられたって気もしますけど」

「さすがにそれは本当に結果論だと思いたいわね。まあ、つまるところ、恋れん子こちゃんの言うように、ただのお人好しな切れ者なのね、きっと」

「ですね。少なくとも、『英雄』とかより、お人好しの方がしっくりきます」

「確かに。でも、そのお人好しがずっと恋子ちゃんの死体発はつ掘くつのために頑張り続けているんだとしたら、恋子ちゃんは早く死体を掘り当てて彼に報むくいなきゃいけないわね」

「……」

　恋子は少し迷うように黙り込んで数秒うつむき、そして意を決したように顔を上げた。

「あの、沙さ月つきちゃん。そのことで、少し相談があるんですけど」

「そのことって？」

「死体発掘とか、それにまつわる将来の話とかについてです……！　あ、いや、意見を聞かせてほしいだけで、別に沙月ちゃんに何か頼むとかではないんですけど」

「ふうん」

　沙月は真面目まじめな顔の恋子を値踏みするように見つめて、

「いいわ、そういうことならいくらでも。さ、聞かせて」

　と笑った。

「はいっ」

　沙月の返事にホッとしたように胸を撫なで下ろして、

「実はですね……」

　恋子は自分の考えを大おお袈げ裟さな身振り手振りを交えて語り始めた。
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　翌朝。

　夕ゆう也やが目覚めたときには、まだ早朝だというのに、すでに泊まり込んだ生徒たちの何割かは活動を開始しているらしく、道具を運んだりするかけ声がときおり部室棟にまで届いてきた。

　部室内を見回せば、すでにゆすらと琴こと音ねの姿もない。

　──みんな早いな……。

　琴こと音ねはいつものことだが、ゆすらはどこへ行ったのだろうか。

　──心当たりがあるとすれば、猫ショーの失敗くらいのものだけど……。

　ペットショップへ行って猫たちと特訓でもしようというのだろうか？

　しかし、二四時間営業でもない商店がこんな朝早くから開いているはずもない。

　──と、なると……。

　眠い目をこすりながら、夕ゆう也やは猫ショーに使う小道具をまとめて置かせてもらっている空き部室へと向かった。

　ノックをしてその空き部室のドアを開けると、案の定、ゆすらはＴシャツにカーゴパンツという寝間着姿のままで、フープを手に一人練習の真っ最中だった。

　ノックの音にも、夕也がドアを開けたことにさえ気づきもせず、熱心に同じ動作を繰り返している。

　猫がいてこそのショーを猫なしで練習している姿は、事情を知らなければ完全に残念な人の図になってしまっていた。

「おはよう」

　そう声を掛けると、ようやくゆすらは夕也に気がついて、

「……がう」

　と返事をした。

「こんな朝早くから練習？」

「がう。今度は完璧にやる」

「頑張るのはいいけど、あんまり無理しちゃダメだよ？」

「……ユウは頑張ってる。おっぱいさんも頑張ってる。みんな頑張ってる。だから、私も頑張る」

　そう言われては返す言葉もなくて、夕也は困ったように頭を掻かいた。

「そうだけど、ゆすらの猫ショーは充分効果が出てるんだから、大丈夫だよ」

「……じゃあ、もっと効果が出るように完璧にする」

　どうやら、ゆすらは頑として練習をやめる気はないらしい。

　夕也は肩をすくめて、

「わかった。でも、練習で頑張りすぎて本番でヘトヘトじゃ意味ないんだから、ほどほどにね」

「がう」

　うなずいて、ゆすらは夕也から視線を手にしたフープへと戻した。

「じゃあ、僕は朝ご飯を作ってくれてる学食のおばちゃんたちを手伝いに行ってくるね。ゆすらも、ほどほどで切り上げてご飯を食べに来てね」

「がう」

　いつもなら目を輝かせるご飯の話題にも、ゆすらの返事は上の空だった。

　──ホントに、本気なんだ……。

　少し入れこみすぎているようには見える。が、夕ゆう也やが危き惧ぐしていたような落ち込み方はしていないようだった。

　今、秋あき月つき学がく園えんの生徒は誰だれしもが頑張っているのだ。

　──いつもはマイペースなゆすらだって、あんなにやる気になっている。

　僕も頑張らなきゃ、と夕也は眠気に負けないよう自分の両りよう頬ほおをパァン！　と叩たたいて気合いを入れ直した。
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　放課後。

　結論から言えば、ゆすらの動物使いのショーは完璧とはいかなかった。

　とはいえ、前日のように派手に転んだわけでもなければ、ショー自体をダメにしたわけでもなかった。

　ちょっと猫にくぐってもらうフープの位置が高すぎたり、回転させた傘かさの上から猫を落としそうになって慌てたり、何度か猫の尻尾しつぽを踏んづけそうになってショーの流れがもたついたり、という程度である。

　初日から比べれば、やりきっただけでも格段の進歩だった。

　むしろ、完璧すぎないところが見る者の心を掴つかんでいた。

　ゆすらの一生懸命な様子に、逆に「頑張れ！」と手に汗を握にぎってショーに見入る見物人が続出していたのだ。

　しかし、今日こそはと意気込んでいただけに、ゆすらはまた意気消沈してしまった。

　借り受けた猫と衣装のお店のロゴ入りエプロンを返しに寄ったペットショップ『エンゼルテイル』で、ゆすらはしょんぼりとうつむいて深いため息をついた。

「大丈夫だってば。昨日より断然よくなってるし、お客さんの反応もよかったし。むしろあのくらいの方が頑張ってる感が伝わっていいかもしれないよ？」

「……でも、完璧じゃなかった」

　エンゼルテイルに来るまでに、すでに同じやりとりを三回繰り返している。

「……猫たちと練習する」

「えっ、今から!?」

　困り果てて、夕也はチラリと時計に目をやった。

　朝からゆすらが頑張って練習していたことを、夕也は知っている。それだけに、納得がいかない、悔しい、という気持ちは痛いほどわかった。

　そして、どうせ練習するのであれば、司会進行役の夕ゆう也やも一緒にやった方がいいはずだ。

　練習したいというゆすらの熱意は尊そん重ちようしたい。

　しかし、やるべきことも、やらなければならないことも、学校に山ほど残っているのだ。

　そんな二人を見かねてか、お団子頭の店長は、

「桜さくら江えさんの練習はわたくしたちが見ますから、柊ひいら木ぎ君は先に戻ってはどうですか？　話は聞いています、文化祭の準備で忙しいんですよね？」

　と言ってくれた。

「でも……」

　迷めい惑わくがかかる。

　しかしそれ以上に、昨日に続いて失敗を気に病み、凹へこみまくっているゆすらを放っておいていいのか、という思いがあった。

　困り顔でゆすらと腕時計を交互に見る夕也の背中を、ちんちくりんなツインテールの店員さんはバシバシと叩たたいた。

「気にしない気にしない。桜江さんはあたしたちがバッチリ面倒見るから！　何せウチの非常勤スタッフだしね。ねぇ、店長？」

「ええ」

　うなずく店長のとなりで、眼鏡に三つ編みお下げの店員、通称「委員長」も、

「ま、ショーで宣伝してくれてるおかげで、お客さんも目に見えて増えているからな。そのくらいのサポートは、むしろしないと申し訳がない」

　と笑った。

「すみません、じゃあ、お願いしていいですか？　できることなら、僕も一緒に練習していきたいところなんですけど……」

「ええ、もちろんです」

「はいはい、任せてー」

「大変だろうが、そっちも頑張ってな」

　店長と店員二名に見送られて、夕也はエンゼルテイルから出て行った。

　が、ゆすらは出て行く夕也を一いち瞥べつしただけで、猫たちに向かって何かを話しているようだった。

　いつもならば、夕也が先に帰るような場面では寂さみしそうに見送るのがゆすらの常だった。それを知っているエンゼルテイルの三人娘は、不ふ思し議ぎそうに顔を見合わせた。

「ねえ、桜江さん。そんなに思い詰めなくても大丈夫ですよ？」

　店長はそんなゆすらに歩み寄って、そっと肩に手を置いた。

「そうだよ」

　と、ちんちくりんツインテールさんもゆすらに歩み寄った。

「目的は宣伝なんでしょ？　だったら充分に役割は果たしてると思うけどな」

　委員長も腕組みをしてうなずいて、

「そもそも、その気負いが原因だろう。私は空手をやっているのだが、上う手まくやろうとか絶対に勝とうとか、気負って挑んだ試合で良いい結果を出せたためしがないぞ」

　と皮肉っぽく笑った。

「空手と比べても仕方ないかもしれないが、もっと気楽に、肩の力を抜いて、猫たちと一緒に楽しむくらいのつもりで臨のぞんだ方がいいと思う」

「そうですよ」

「だね」

　委員長の言葉に店長もちんちくりんツインテールさんも同意したが、ゆすらはふるふると首を横に振った。

「……ユウは頑張ってる。すごく頑張ってる。だから、私も頑張らないと」

「気持ちはわかりますけど……」

　心配そうに、店長は表情を曇くもらせた。

「その彼を心配させていたら逆効果だろう」

「……でも」

「あたしもそう思うなー。好きな人の役に立ちたいのはわかるけど、頑張ったからって上手くいくとは限らないじゃん」

「……でも、私はボスだから」

「はあ？」

　ちんちくりんツインテールさんが「わけわからん」という顔で首を傾かしげた。

「あの、桜さくら江えさん、何に意地を張っているんですか？　なんだか、わたくしには桜江さんが文化祭の成功とかとは違うことにムキになってるように見えるんですけど……」

　店長の言葉に、ゆすらはうつむいたまま、

「……群れを守るには、ボスが頑張らないといけない。なのに……」

　と、消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　三人は「え？」と聞き返したが、それっきり、ゆすらは何も言わずジッと猫たちを見つめていた。
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　夕ゆう也やが学校に戻ると、校門の前にいた恋れん子こが駆け寄ってきた。

「お、お、お疲れ様ですっ！　はい、これっ！」

　そして、ぐっと力一杯、両手でお茶のペットボトルを差し出した。

「え……？　あ、うん、ありがと」

　受け取って、夕ゆう也やは早さつ速そくキャップを開け、お茶を一口流し込む。

　お茶は温ぬるくなってしまっていたが、猫ショーの司会でたくさん喋しやべった後の喉のどには染み渡るように美お味いしく感じられた。

「もしかして、僕が帰ってくるのを待っててくれたの？」

「なっ、ななな、何を言ってるんですかっ！」

「あ、違った？　いや、お茶がだいぶ温くなってたから、もしかしてと思ったんだけど」

「そ、そんなわけねーです！　たまたま、偶然見かけたから来たんです！　お茶も偶然持ってただけで、ぜ、全っ然待ってたとかじゃねーです！」

　顔を真っ赤にして、恋れん子こは必死に否定する。

「そうなんだ。でも、ちょうど喉が渇かわいてたから助かったよ」

「そ、そうですか……？　えへへ、それはよかったです……」

　ごくごくとお茶を飲む夕也のとなりで恋子はひとしきりモジモジ照れて、そして、

「あれ、そういえば、ゆすら先せん輩ぱいはどうしたんですか？」

　と、キョロキョロ辺りを見回した。

「ショーが納得いかなかったから、って猫たちと特訓してるよ」

「何かまずい失敗でもやっちゃったんですか？」

「いやあ、今日はよくできてたと思うんだけどね。失敗っていったって、ちょこっともたつくところがあったくらいだし、お客さんにはわからないレベルだよ」

「なのに特訓ですか……？」

「まあ、昨日も失敗しちゃってたから、ゆすらとしては今日も納得いくショーができなくて悔しかったのかもね」

「頑張りますね……」

「うん、ゆすらも鎮ちん魂こん祭さいのために一生懸命やってくれてるんだよ。ちょっとこだわりすぎてる気はするけどね」

「クラスの作業とか大丈夫なんですか？　勝手に特訓の時間とか入れたら、予定とか狂うんじゃ」

「うん、まあ、影えい響きようはあるけど、なんとか調整できるよ。たぶん」

「もー、ただでさえ忙しいおに……先輩に余計な手間を掛けさせて……」

　恋子は頬ほおを膨ふくらませた。

　しかし、本気で糾きゆう弾だんしているという顔ではなかった。マイペースなスタンドプレーはいつものことだから、とでも言いたげな、諦あきらめにも苦笑にも似た表情を浮かべていた。

「まあまあ。一つのことに集中しちゃうところなんかゆすららしいじゃない」

「そう言えば聞こえは良いいですけど、要は不器用なだけですしねー」

　恋れん子こはため息と一緒に肩をすくめて、

「ところで、この後も忙しいんです？」

「うん。レストランのメニュー作りが大詰めだからね、今日のレシピ会議では試作もする予定だから。そのあとはミスコンの会議で生徒会室に行かなきゃだし、余裕があったら夕飯作りの手伝いにも行きたいなあって」

「ですよねー。っていうか、最後のとかやらなくてもいいことなら無理しないで休むべきです。働き過ぎです」

「いや、でも」

「でもじゃねーです！　ぶっ倒れたりしたら困るじゃないですか！　しかも困るのはあんただけじゃないんです！　休んでください！」

　腰に手を当てて、眉まゆを吊り上げ、ずいっと本気で厳しい顔で夕ゆう也やに迫って恋子は強く言った。

「……はい」

　気け圧おされて、夕也は反射的にうなずいてしまった。

「絶対ですよ!?」

「う、うん。それより、なんでこの後の予定とか訊きいたの？　何か僕に用事とか？」

「へ!?　い、いえ、別になんでもねーですよ？　べ、別にまた何か差し入れようかとタイミングを探ってるとかでは断じてねーです！」

「え？」

「だっ、だからなんでもねーですっ！　ほ、ホラ、早くメニュー作りに行った方がいいですよ！」

「あ、うん……」

　わけもわからぬまま、恋子にぐいぐいと背中を押されて、夕也は学食の厨ちゆう房ぼうへと向かったのだった。
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　閉門後、泊まり込み組が晩ごはんに学食に集まり始めた頃、帰宅しない部の面々も例に漏もれず一人、また一人と顔を見せ始めた。

「あれ、ゆすらは？」

　集まってきた面々を見回して、夕也は首を傾かしげた。

　いつもはご飯となれば真っ先に飛んでくるというのに。

「そういえば、見当たりませんね」

「あらあら、放課後は夕ゆうくんと一緒に広報活動に行っていたんじゃないの？」

　琴こと音ねに訊きかれて、夕ゆう也やは「そうだけど……」と答えつつ腕を組んで考え込んだ。

　まさか、まだエンゼルテイルで練習を続けているのだろうか。

　──ぶっ続けで？　あれから何時間経たってると……いや、練習を続けてるならいいけど、もし帰り道で事故に遭あったりしていたら……!?

　血の気が引いていく。

　まさか、そんなことはないだろう。ゆすらの運動神経なら、滅めつ多たなことで事故になど遭わないはず。自動車だろうがバイクだろうが、突っ込んできたところでヒョイヒョイ避よけてしまうはずだ。

　何度自分にそう言い聞かせても、不安はどんどん広がっていく。

「ちょっと捜さがしてくる。みんなはご飯食べちゃって」

「え？　ちょ、兄にい様さま……!?」

　止める間まさえ与えずに、夕也は学食から駆け出していった。



　校門を出て、商店街までの夜道をひた走る。

　息が切れ、脇腹がすぐに痛み始める。しかし、心配が先に立って足を止めることはできなかった。

　幸い、救急車やパトカーのサイレンは聞こえてこない。

　どうやら、最悪の事態にはなっていない。

　──でも……！

　顔を見るまでは安心できない。

　商店街に入ると、すでに大半のお店は営業時間を終えてシャッターを閉めていた。灯あかりが点ともっているのは、二四時間営業の店と、アルコール類を提供している店くらいだった。

　賑にぎわっていた昼間とは一転、閑かん散さんとした商店街を駆け抜ける。

　見えてきたエンゼルテイルは、今まさにお団子頭の店長がシャッターを閉めようとしている瞬間だった。

「あ、あの……っ」

　切れ切れの息で、夕也は店長に呼びかけた。

「あら？　柊ひいら木ぎ君……。そんなに息を切らして、どうしたんですか？　桜さくら江えさんならもうずいぶん前に帰りましたよ」

「か、帰った……？」

　がっくりと、夕也は肩を落とした。

「ええ、猫たちが疲れてしまったので、練習を切り上げて。一時間前くらいかしら」

「そ……そう……ですか……」

　はあはあと息を整えながら、夕也は考えた。

　一時間も前に帰ったというのならば、途中で事故に巻き込まれたなら学校に連絡が来ているはずだ。ゆすらは生徒手帳も含めて、大切なものは全部オオカミさんリュックに入れて持ち歩いている。身元はすぐわかるはずだし、制服を見れば秋あき月つき学がく園えんの生徒であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだから。

　道に迷ったということも、まずないだろう。ゆすらは学校の外の地理には明るくないが、エンゼルテイルまでは夏休みに何度も通っているのだから。

　となると──。

「あの、桜さくら江えさん、まだ戻ってないんですか……？」

「ええ、でも……今、学校はたくさんの生徒で、ごった返してますから、たまたま、会えてない、だけ、だと思います」

　まだ苦しい息で、夕ゆう也やは絞り出すようにようやく言った。

「心当たりは、ありますんで……！　じゃあ、失礼します！」

　夕也はエンゼルテイルに背を向けて、今来た道をまた走り始めた。
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　ノックもなしに空き部室のドアが開け放たれ、

「いた……！」

　と、ドアを開けた夕也はその場でへなへなと膝ひざをついた。

「がう？」

　傘かさの上で猫の代わりにサッカーボールを回していたゆすらが振り返り、その拍子にサッカーボールが床でてんてんと弾んだ。

　猫ショーの道具を保管している空き部室である。

　ゆすらは学校に戻ってきて道具が入った大きなバッグをこの空き部室に置きにきて、そのまま一人で練習を始めてしまったのだった。

「とにかく、事故とかに遭あってなくてよかったよ……。ゆすら、もうご飯の時間だよ」

　夕也に言われて、ゆすらはようやくすでに晩ご飯どきを過ぎているのだと気がついた。

「……お腹なか空すいた」

「そりゃそうだよ。ご飯も食べずにずっと練習してたらさ」

　ふー、と大きく息を吐いて、夕也は立ち上がった。

「ねえ、ゆすら。頑張るなとは言わないけど、頑張りすぎだよ？」

　──まただ。

　エンゼルテイルでも言われた。

　頑張りすぎるな、力を抜け、気楽に。

　なぜそんなことを言うのだろう。

　群れのために頑張るのは当たり前のことだ。

　夕ゆう也やも、琴こと音ねも、今やこの学校では誰だれもが頑張っている。

　群れの危機だから。

　学校の危機だから。

　みんながそれを知っているから、全力で。

　だから、ゆすらも頑張ろうとしている。

　なのに。

「……なんでそんなことを言う？」

「なんでって、心配するでしょ？」

「……意味がわからない」

　なぜ群れのために頑張ってはいけないのか。

　自分の力など必要ないということなのだろうか。

　確かに、自分は先の葬そう儀ぎの作戦ではほとんど役には立たなかった。

　そういう自覚が、ゆすらにはあった。

　親しん衛えい隊たいの一人として琴音を守る戦列には加わったが、それは左さ京きようをはじめ武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの面々だけでもことは足りたはずだ。

　夕也や琴音は言うに及ばず、恋れん子こは魔法で理事長を生き返らせ、耶や宵よいはそのための潜せん入にゆうでみんなを導いたのだという。

　みんながそれぞれの能力を群れのために活いかしているというのに。

　──私は、お荷物……？

　確かに、人間の社会ではまだわからないことの方が多い。

　確かに、知らず知らずのうちに夕也や周りの仲間たちに迷めい惑わくを掛けてしまっていることもあるかもしれない。

　でも、だからこそ。

　──頑張りたいのに。

　群れのために、この学校のために、みんなのために。

　──役に立ちたいのに。

　ボスとして劣おとるのみならず、群れの一員としてさえも必要とされていないのだろうか。

　夕也の目を見ることができなくて、ゆすらはうつむいた。

　目を見てしまったら、夕也がどう思っているのかがハッキリわかってしまう気がした。

　──知りたくない。

　それを知ってしまったら。

　要らないと、そう思われていると確信してしまったら。

　──怖い。

　ゆすらは、逃げるように夕ゆう也やの脇をすり抜けて、夜の闇やみの中へと駆け出した。

「ゆすら!?」

　背後に聞こえる夕也が呼ぶ声にも、一度も振り返らずに。








　　　　第二章　学園フェスティバル



　深夜。

「うう、すみません……。さすがに連日、沙さ月つきちゃんを叩たたき起おこして来てもらうのは気が引けたもので……」

　月明かりの廊ろう下かを並んで歩きながら、申し訳なさそうに言う恋れん子こに夕也が苦笑した。

「別に、気なんか遣つかわなくていいのに。昨日も僕を起こせばよかったんだよ」

「うう、そう言ってもらえるのはありがたいんですけど……」

　言うまでもなく、トイレへの道すがらである。

「え、ええと」

　困ったように少し目を泳がせながら、恋子は、

「そ、そういえば、ゆすら先せん輩ぱいは結局どこにいたんですか？　来るまでずいぶん時間がかかりましたけど」

「空き部室でずっと練習してたんだって」

「あー。で、そこで何かありました？」

「へ？」

「いや、なんか学食に来たゆすら先せん輩ぱい、ちょっといつもと違ったっていうか」

「そう見えた？」

「ええ。もともと表情薄い人なんで、気のせいかもですけど……」

　うーん、と唸うなって夕ゆう也やはぐしゃぐしゃと頭を掻かいた。

「やっぱ怒らせちゃったのかな」

「ご飯も一緒に食べて、いつも通り部室で並んで寝ねてるんだから、本格的に怒ったって感じでもないとは思いますけどね。で、何があったんです？」

「いや、頑張りすぎだって言ったんだよ。どこにいるのかわからなくなったりすれば、心配もするしさ」

「まあ、わかりますけど……あんたが言っても説得力が」

「それを言われると返す言葉もないけど……。まあ、それは言葉の綾あやっていうか、頑張るのはいいんだけど、ちょっとこだわりすぎというか、入れこみすぎっていうかさ」

「そこの線引きも難しいですからねえ」

「頑張ること自体はいいんだよ。恋れん子このことだって反対はしてないでしょ？」

「へ？　あたし？」

「何年も学校に泊まり込んで死体を掘り続けるとか、あんな大きな大穴を掘っちゃうとか、普通に考えれば頑張りすぎじゃない」

「矛ほこ先さきがこっちに!?」

「矛先も何も、僕は誰だれのことも攻撃してないよ。むしろ恋子が頑張ってることに関してはすごいと思ってるんだから」

「……ほ、本当ですか……？」

「もちろんだよ」

「ええと……」

　恋子は少し言いい淀よどんで、しかし意を決したように、

「でも、あたしが頑張ってこられたのはお兄……あんたのおかげなんですよ」

　と言った。

「いやいや、そんなことないでしょ。武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんに勝ったのだって半分以上は恋子の魔法のおかげなんだから」

「いえ、帰宅しない部のこともそうですけど、その前からです。あんたはきっと覚えてないと思いますけど、あたしがネクロマンサーを目指そうって思えたのは、小学生の頃にあんたに背中を押してもらえたからなんです」

「……そんなこと、あったっけ？」

「あったんです。世界征服カッコイイじゃん、って」

「もしかして、公園で？　小学生も高学年になったら悪役の方が人気出たりするよね、みたいな話をしたこと？」

「え、あれ？　覚えてたんですか……？」

「うん。なんとなく、急に妙なことを言い出したなって」

「ええと、その、えへへ……。きっと覚えてないだろうって勝手に思ってました……」

　嬉うれしそうに、恋れん子こはモジモジしながら微笑ほほえんだ。

「まあ、背中を押してる自覚とかはまったくなかったけどね」

「それでも嬉しいです。でも──」

　一度言葉を切って、恋子は真面目まじめな顔をした。

「でも、死体探しももう終わりです」

「え？　止やめちゃうの？」

「はい。あ、でもネクロマンサーは辞めませんよ？　世界征服とか、無む理り矢や理りこじつけなくてもやっていけそうな気がし始めたんです。ほら、この前、理事長に遺ゆい言ごんを貰もらいに行ったじゃないですか」

「うん、行ったね」

「あの後、考えたんですよ。あんなふうに、死霊魔術を役立てる方法もあるんじゃないかな、って」

「ああ、なるほど。確かに、色々クリアするべき問題はありそうだけど、亡くなった人に会いたいとか、話を聞きたいとか、需じゆ要ようそのものはあるはずだよね」

「はい。なんで、もう少し現実的に魔法の活いかし方を探してみようかなって」

「それで死者の軍勢はもう必要ない、ってわけだ」

「そういうことです」

「あれ？　でも、そうなってくると、恋子が帰宅しない部にいる意味もなくなっちゃうんじゃない？」

「そんなことはないですよ。一応、一人前になるまで帰らないって誓ちかいを立てたりはしてますし」

「ああ、そういえばそうだっけ」

「それに、そう思えるようになったのも帰宅しない部があったからこそです。だから、少なくともお兄ちゃんが卒業するまでは帰宅しない部にいますよ」

「そっか……。まあ、僕らが卒業しちゃったら、帰宅しない部はなくなっちゃいそうな気もするけどね」

「そうかもですねー」

　恋子がうなずいた瞬間、二人の背後でガタッと何かが音を立てた。

「ひっ」

　その物音にビクッと反応して、恋子が夕ゆう也やの腕にしがみついた。

「誰だれ!?」

　夕ゆう也やが振り返って肩越しに誰すい何かすると、

「いやあ、悪い悪い。脅かすつもりはなかったんだ」

　と、前方にある教室のドアからスキンヘッドの動画部部長が姿を現した。

「え、そっち？　でも今、後ろから……」

　首を傾かしげる夕也をよそに、

「帰宅しない部の部室まで行こうかと思ってたんだけど、こんな時間にデートしてるとは思わなかったから、見つけてもなんか出るに出られなくなっちまってさあ」

　と、動画部部長はつるつるの頭を叩たたいて笑った。

「で、で、でで、デートって……！」

「ち、違う違う！　別にそういうんじゃないよ！」

「あー、はいはい。だが、礼を言う。今日……いや、もう昨日か。昨日はいい絵を撮らせてもらった。ちょうどミスコンＣＭ動画の第二弾とか考えてたんだよな」

「え、どういうことです？　今ひとつ話が見えないんですけど……」

　夕也の腕から離れることも忘れて、恋れん子こが首を傾げた。

「これだよ」

　動画部の部長は、取り出したスマートフォンの画面を二人に向けた。

　画面の中では、恋子が夕焼けの校門の前で、顔にモザイクがかけられた男子生徒にはにかみながらお茶のペットボトルを渡していた。

「あっ、これ……もしかして、今日の夕方の……！」

「その通り！　青春全開って感じで、いい映像だろ？」

「いつの間に撮ったんですか!?」

「ふはははは、我々は常に最高の瞬間を切り取ろうと狙っているのだよ。それを加工して背景を調整、柊ひいら木ぎにモザイクをかけて、その他微調整やエフェクトを施ほどこして青春っぽさを一二〇％増強したのさ！　もちろん、頬ほおの赤さや髪のキューティクルまでいじって可愛かわいさ二割増しの修正済み！」

「だから技術の問題じゃなくて！　あたしは！　勝手に撮られたことを問題にしてるんですけどっ!?」

「言いたいことはわかる。だが、やはり演技は演技。素人しろうとの演技では、どう頑張っても嘘うそくささが出てしまう。この臨りん場じよう感かん、このドキドキ感をカメラに収めるためには、カメラを意識していない素すの行動を狙うしかないんだ！」

「言ってることはもっともですけど、言い訳を通り越して完っ全に開き直りじゃないですかっ！」

「別にパンツや着替えを隠し撮りしてるわけじゃないだろ。それに、だからこうしてネットにアップする前に許可を取りにきたんだぜ？」

「当たり前ですっ！　こんな映像、勝手に全国規模で流されたんじゃたまったもんじゃねーですっ」

「全国っていうか、ネット動画だから規模だけなら全世界だけどな」

「余計に困りますっ」

「まあアレだよ、ほら、学校のため？　君の犠ぎ牲せいはこの秋あき月つき学がく園えんの次代の礎いしずえになるわけだ。無駄死ににはさせない」

「勝手に殺すんじゃねーです─────────っ」

「いや、冗じよう談だんだって。っていうか、柊ひいら木ぎもなんとか言ってくれよ。会心の出来なんだ。これを使えないのはあまりに惜しい」

「確かに、出来が良いいのはわかるよ。恋れん子こもすごく可愛かわいく撮れてるし」

「えっ、か、可愛い……ですか？」

「うん」

「あっ、あんたがそう言うなら、まあ考えてやらなくもねーです……」

「マジで!?　助かる！　柊木、ナイスアシスト！」

　ヒャッホウ、と奇き声せいを上げながら、動画部部長は小躍りで廊ろう下かの闇やみへと消えていった。

「ちょ、あたしはまだいいなんて一言も……っ」

　しかし、動画部部長の奇声に、周囲の教室から起き出した生徒たちが顔を出し始めて、追いかけてまで交渉を続ける雰ふん囲い気きではなくなってしまっていた。

　そして、その騒ぎの中、夕ゆう也やたちの背後で物音を立てた張本人は、誰だれにも気づかれることなく黒髪をなびかせて走り去っていった。



　　　　　　　　＊



「どこへ行っていたのかしら？」

　暗い部室内で、横になったまま、琴こと音ねは外から戻ってきたゆすらに話しかけた。

「……おっぱいさん。起きてた？」

「ええ。もしかして、あの二人をおいかけたのかしら？」

　トイレに向かった夕也と恋子はまだ戻ってきていない。

　だが、だからこそ、二人より後に部室を出て、二人より先に戻ってきたゆすらの目的がトイレなどではないことは明白だった。

「……気になって見てきただけ。おっぱいさんは気にならない？」

「もちろん気になるわ。でも、邪じや魔まをするのはもちろん、様子をこそこそ窺うかがうなんて、女としてみっともないわよ」

「……がう。じゃあ、もうしない」

「その方がいいわ。やるなら正々堂々と、ね」

　ゆすらも寝袋に入って横になって、しばし。

「……おっぱいさん」

　ぽつり、とゆすらは言った。

「何かしら？」

「……卒業は何？」

「え？　桜さくら江えさん、学校というもののシステムを理解せずにここへ来ていたの？」

「がう」

「卒業というのは、この学校での勉強を終えるということよ。高等部は三年間でその課か程ていを終えるわ。来年、三年生の一年間を終えたら、わたくしたち二年生はこの学校から出て行くことになるの。もちろん、今二年生の桜江さんもね」

「……じゃあ、卒業したら、帰宅しない部はなくなる？　みんなバラバラになる？」

「さあ、それはどうかしらね。部活はわたくしたちが卒業してしまっても、後こう輩はいがいればなくなりはしないわ。来年二年生になる木き滝たきさんと土つち御み門かどさん、一年生になる耶や宵よいちゃんだけでは部員が足りないけれど、今回の件でほぼ全校の生徒が仮入部したんだもの、何人かはそのまま名前だけでも残してくれるかもしれないわよ？」

「……でも、私たちは卒業したら出て行かなきゃダメ？」

「原則的には、そうよ。確かにそれぞれ違う道に進むことになるわね。違う学校なり就しゆう職しよく先なりに行くことになるわ。バラバラになると言われればそうだけれど、でも、だからって友達じゃなくなるわけではないわ。連絡を取り合ったり、たまには集まって一緒に遊ぶことだってできるわよ」

「……でも、それはもう群れとは言えない」

「何も一緒にいるだけが絆きずなではないでしょう？　それに、桜江さん風に言うなら、新しい環境で、また新しい群れの仲間ができるのよ。人間の社会ってそういうものよ」

「……人間の社会」

　寂さみしそうに、ゆすらは呟つぶやいた。

「……人間の社会は、難しい」

　ほぼ同時に、外から二人の足音と、何か不満そうな恋れん子この声が聞こえてきた。

「あらあら、夕ゆうくんたちも戻ってきたみたいね。さ、わたくしたちも早く眠った方がいいわ。まだ忙しい日は続くわよ？」

「がう」

　その返事を聞いて、琴こと音ねは口と目を閉じた。

　しかし、夕ゆう也やと恋子が戻ってきて横になった後も、なかなかゆすらの寝息は聞こえてこなかった。



　かくして、ＣＭ撮りのために他の女の子たちが急きゆう遽きよ動員されたり、慌ただしく準備に精を出している間に一日、また一日と時間は過ぎて──、

　ついに、鎮ちん魂こん祭さい当日がやってきた。
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　鎮魂祭当日の朝。

　夕ゆう也やたちが目覚めた頃には、他の泊まり込み組の生徒たちが大騒ぎを始めていた。

　何ごとかと夕也たち帰宅しない部（部室寝ね泊まり組）の面々が通りすがりの男子生徒に訊きいてみると、

「校門前にもう行列ができてるんだよ！」

　興奮した口調でそんな返答が返ってきた。

　本当か、と上の階の校門が見える教室へ向かい、窓から身を乗り出す。見れば、抜けるような秋空の青の下、校門の前には確かにたくさんの人影が見えていた。

「ホントでした……。まだ六時前なのに……」

　恋れん子こが驚きの表情で言った。

　一般客の入場は九時からで、まだ三時間もある。しかも、人だかりの人数を見れば、先頭のグループが一時間以上前から待っていたであろうことは想像に難くなかった。

「ほとんどが耶や宵よいちゃんのファンだそうよ。お手製の耶宵ちゃん応援グッズを持った人たちばっかりだってげんなりしながら右う京きようさんがぼやいていたわ」

　耳から携帯電話を離しながら、琴こと音ねが言った。

「ふふん、当然の結果ですの。勝ちはもらいましたの！」

「琴こと姉ねえ、きちんと列を作るよう誘ゆう導どうする案内係を出そう」

　夕也の提案に琴音が携帯電話を仕し舞まいながら、

「ええ。そのために左さ京きようさんと右京さんにはもう動いてもらっているわ」

「それから、この行列は宣伝に使えないかな。撮影して動画をアップとかだとプライバシーとか色々面倒そうだけど、『行列ができてる』ってことを言葉だけでも使い様はある気がする」

「とりあえず、ネット系のことは動画部の人たちにお願いしておけばいいんじゃないですかね」

「だね。じゃ、それは後で僕が伝えておくよ。ところで、ゆすら……」

「……トイレに行ってくる」

　声をかけた夕ゆう也やから逃げるように、ゆすらは教室から駆け出していった。

　──うーん。

　ここ数日、準備大詰めの忙しさに追われて確信を持てずにいたものの、ゆすらの態たい度どはずっとこんな感じだった。

　もしかしてとは思っていたけれど、結論を保留し続けてきたけれど、どうやら認めるしかないようだった。

　ゆすらに避けられている──と。

　──やっぱりあの日からなのかなあ。

　猫ショーの練習に熱中したゆすらをエンゼルテイルまで迎えに行って、空振りをしたあの日。

　逆に言えば、それ以外に思い当たる節はなかった。

「なんだかすごいことになってきましたね……」

「ミスコンの告知動画も一〇万再生を軽く超えちゃったそうですの！」

「ゆすら先せん輩ぱいたちが街で大道芸もどきをやりながら宣伝してたのも話題になってたそうですよ。まあ、生徒会長が狙っていたテレビ取材までは来なかったみたいですけど」

「うふふ、でも、桜さくら江えさんたちのショーもネットにアップされていたそうよ。それも、うちの動画部じゃなくて、一般の見物人たちの手によってね」

「ここまでは琴こと姉ねえ様の狙った通りですの。ある程度話題を作れて、お客を呼ぶことはできましたの」

「ええ。あとは、来てくれたお客さんたちに目一杯楽しんでもらうことね。お客さんたちの満足度が、この鎮ちん魂こん祭さい開催の意義そのものよ」

「わかっていますよ。生徒会長のお父さんにお金なんか出してもらわなくても、立派に文化祭ができるっていうことを証明して見せます！」

「そうだね」

　そんな女の子たちの決意にうなずきながらも、夕也は機会を作ってゆすらとはちゃんと話をしなきゃいけないな、と考えていた。
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　朝八時四五分。

　生徒たちは慌ただしい朝食と身み支じ度たくを終え、それぞれ持ち場にスタンバイするよう、生徒会から指示が飛んだ。

　が、言われるまでもなく、ほとんどの生徒は気合い充分ですでに持ち場に着いていた。

　琴こと音ね、左さ京きよう、右う京きようの生徒会組を除く帰宅しない部メンバーも、学食にて営業するミスコン企画連動レストランでオープンを待っていた。

　夕ゆう也やは他の調理系部活動の面々と一緒にコックコートを身に纏まとって厨ちゆう房ぼうに、フロアでは女性陣は艶あでやかなメイド服姿で、併合されてしまった剣道部の執しつ事じカフェからそのまま人手として引っ張ってこられた男子と一部の女子は凛り々りしい執事の格好で立っている。

　女性陣のメイド服は、ミスコンにノミネートされていない生徒はオーソドックスな黒のワンピースに白のエプロンドレスなのに対し、ノミネート組は色合いが逆だったり、ピンクだったり、胸元が大きく開いていたり、スカートがかなり際どかったりとそれぞれ衣装担当の面々によってカスタマイズが施ほどこされていた。

「なあ、柊ひいら木ぎ。そろそろ恒こう例れいの開会の放送が始まっちまう。その前に、お前から何かここのメンツに言うべきこととかないのか？」

　シシカバブ同盟の代表に言われて、夕也はきょとんと首を傾かしげた。

「なんで？」

「お前が総料理長だろ。言わばこのレストランの総責任者じゃねえか」

「この文化祭開催の立たて役やく者しやでもあるしな」

　フランス料理部部長と料亭研究会の会長のツッコミに、カウンター越しにフロアの女の子たちからも盛せい大だいな拍はく手しゆが起こった。

「いや、その、ええ……？」

「ホラ、運動部の試合前の円えん陣じんじゃないけどさ、ここで英雄が一発気合いが入る言葉でガツンとやれば、全員のやる気がアップしてサービスのクオリティが上がるってもんだぜ」

　困り果てた夕也の背中を、シシカバブ同盟の代表がドンと叩たたいた。

「しょうがないなあ……」

　コック帽を取って頭を掻かきつつ、夕也は、

「ええと、気楽に行きましょう」

　と脱力しそうなほど気が抜けた感じで言った。

「おい！　柊木！」

　後ろからフランス料理部の部長がツッコミを入れた。

　フロアでは困こん惑わくのどよめきが起こる中、帰宅しない部の女の子たちだけはくすくすと笑っていた。

「ほら、みんなこれまで準備も練習も頑張ってきたでしょ？　だからさ、別に無理して気合いとか入れなくたって大丈夫だと思うんだ。だから、気楽にやろうよ」

「しまらねえなあ」

　料亭研究会の会長が肩をすくめつつ苦笑した。

「ごめん、こういうの、あんまり慣れてないからさ。あ、でも、今日は学食のおばちゃんたちにも招待券を渡してあるんだ。準備中、ずっと僕らのためにご飯を作ってくれたおばちゃんたちへの感謝はきちんと形にして返したいよね」

　そんな夕ゆう也やの提案に、全員がうなずいた。

「まあ、おばちゃんだけじゃなくてさ、理解してくれた親とか、軒のき先さきを貸してくれたり、資材を提供してくれたりした商店街の人たちとか、学校を守りたいっていう僕らの気持ちを応援してくれる人たちとか、そういう人たちへの感謝が心の根っこにあれば、気持ちのこもった料理が作れると思うし、最高の接客ができると思うんだ。だから、いつも通りの自然体で行こうよ」

　夕也の言葉に、全員がとなりの者と顔を見合わせて、そしてうなずき合い、微笑ほほえんだ。

　気合いとは違う、しかしハッキリとしたやる気が全員の顔からみなぎり始める。

　そして、

『皆さま、おはようございます』

　と、校内の全スピーカーから、琴こと音ねの声が響き渡った。

『まずは、先日他界いたしました前理事長のご冥めい福ふくを祈念いたします。黙もく祷とう』

　夕也も、他の生徒たちも、琴音の声に合わせて目を閉じた。

　──お祖じ父いさん。見ていてください。

　笑って逝いった祖父のためにも、ここが踏ん張りどころだ。

　黙祷しながらそう思って、夕也は拳こぶしを強く握にぎりしめた。

『さて、全校生徒の皆さん──』

　一分ほどの沈ちん黙もくを、スピーカーから流れてくる琴音の声が破った。

『今日までの準備期間、本当にお疲れ様でした。色々問題はありましたが、なんとかここまで漕こぎ着つけられたのは全校の持てる力をすべて結集したからこそだと思います。もうひと頑張り、今日までの成果を思う存分発はつ揮きして、そしてわたくしたちも目一杯楽しみましょう！』

　少し離れた一般教室棟の方から、歓かん声せいのような声が聞こえてきた。

　その歓声を聞いて、フロアで女の子たちが、先ほどの夕也の話とのあまりのテンションの違いにくすくすと笑い始める。

『幸いにも、本日は雲一つない快かい晴せいです。きっと、前理事長がわたくしたちの晴れ姿をよく見ようと、邪じや魔まな雲を全部退どかしてしまったに違いありません。前理事長を弔とむらう鎮ちん魂こん祭さいです。例年二日間にわたって開催されるところを一日に短縮せざるを得なくなってしまいましたが、その分の熱意ややる気を凝ぎよう縮しゆくして、みんなの力でその名に恥じぬ催もよおしにしましょう！』

　校舎のあちこちから、鬨ときの声こえが聞こえてきた。

「さすが生徒会長、誰だれかさんと違って盛り上げるのが上う手まいですねー」

　イタズラっぽい笑みを浮かべて、恋れん子こが夕也を横目で見やった。

「そんなことありませんの。兄にい様さまのようにみんなをリラックスさせる方が大事ですの」

「小娘にかかったら、柊ひいら木ぎ君がやることはなんでも正義になっちゃうわね」

　メイド衣装の上に白衣を羽は織おった更さら紗さが呆あきれ顔で言った。

「がう」

　ゆすらがうなずき、沙さ月つきがやれやれと乾いた笑いを浮かべる。

　そしていよいよ──、

『では、これより秋あき月つき学がく園えん中高合同文化祭、鎮ちん魂こん祭さいを開催いたします！』

　琴こと音ねの宣言を合図に、左さ京きようや右う京きようたちダンダラ羽ば織おりの武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんたちによって校門が開かれ、列をなしていた一般参加客たちが招き入れられた。
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　学食レストランのメニューは、牛サイコロステーキ（バーベキューソース）のＡ定食とチキングリル（和風青じそソース）のＢ定食、他は定食にも付くデザートのバナナシフォンケーキとドリンクのみを独立させたティータイムセットの三種のみ。

　あくまでメインは食事のため、お昼どきまでは混まない──というのが、学食レストラン主要メンバーの大方の予想だった。

「うーん。でも、ただの食事処どころならともかく、ミスコンとの連動企画だよ？　動画の再生回数や朝の行列を考えれば、女の子に会いたいっていうお客さんが朝からたくさん来る可能性もかなりあるんじゃないかな」

　そう懸け念ねんを示した夕ゆう也やの言葉は、琴音の賛成もあってシフト作成に取り入れられたわけだが、その正しさが早くも証明されることとなった。

「追加でティータイムセット三つですー！」

「くっ、このペースじゃ定食に付ける分のシフォンケーキがなくなっちまう！」

「そこっ、オーブンを遊ばせるな！　効率重視で焼き続けろ！」

「やってるよ！　それよりバナナ早く持って来いよ！」

「御み子こ神がみさーん、応援してるっていうファンの人が五番テーブルでお待ちですー！」

「何してはるの！　恋れん子こちゃんも、早く一三番テーブルに行ってご挨あい拶さつしてきて！」

「生徒会長と左京先せん輩ぱいはまだ来ないんですか!?　二〇番テーブルのお客さん、ずっと待ってもらってるんですけど！」

「きゃー！　桜さくら江えさん、そんな短いスカートで走っちゃダメ！」

　厨ちゆう房ぼう内もフロアも、開店早々、悲鳴に近い怒ど号ごうが飛び交う戦場と化していたのだった。

　言うまでもなく、ミスコンの動画を見て、お目当ての女の子に会いに来たという人たちが大半だった。

　──これは、ミスコンの企画自体も大成功かも……！

　バナナシフォンケーキの生き地じを急ピッチで混ぜながら、夕ゆう也やは早くも手て応ごたえを感じていた。

　でも。

　──この忙しさが続くとしたら、ゆすらと話をするタイミングなんてあるのかな……？
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　お昼も近くなって、学食レストランはようやく落ち着きを見せ始めた。

　というより、スタッフが忙しさに慣れ始めた。

「恋れん子こちゃん」

　そんな中、お盆を手に愛あい嬌きようを振りまきつつ注文を取り終えた沙さ月つきが恋子に歩み寄って、

「そろそろ休きゆう憩けいの時間じゃない？」

　と囁ささやいた。

「ほへ？　もうそんな時間ですか？」

「シフト的には恋子ちゃんの休憩はまだやけど、恋子ちゃんの『お兄ちゃん』はそろそろ休憩に入る頃でしょ」

「は、はい？　ななな、何を……」

「私はそろそろ休憩時間なの。代わってあげるから、恋子ちゃん先に休んできて」

「で、でも……い、い、いいんですか……？」

「しっかりね」

　ぽん、と沙月は恋子の肩を叩たたいた。

「わ、わ、わかりましたっ！　沙月ちゃんの犠ぎ牲せいは無駄にしねーです！」

「その意気やよしだけど、勝手に殺さないで」

「はい！　草葉の陰から見守っていてください！」

「……どうあっても殺す気なのね」

　諦あきらめたように、沙月が苦笑しながらため息をついた。

　と、そんなやりとりを聞きつけたのか、近くの席でティータイムセットのケーキを食べていた他校の女子高生が、

「あの、もしかして動画でお茶あげてた彼に会いに行くんですか!?」

　とキラキラした目で恋子に尋たずねてきた。

「え？　いやその……」

　彼という言葉の響きに顔を真っ赤にして挙きよ動どう不ふ審しんに陥おちいった恋子に、その女子高生は、

「あの動画、すっごい青春してて感動しました！　すっごくストレートで、私もあんなピュアな恋愛したいなって……！」

　その女子高生を皮切りに、女性客たちが「私もそう思いました！」といったことを口々に言いながら、恋れん子この周りに集まり始めた。

「え？　ええー？」

　戸と惑まどいっぱなしの恋子を見かねて、沙さ月つきが、

「すみません、その彼に会いに行かせてあげてください」

　と助け船を出した。

「あ、あ、ありがとうございますー」

　女性客たちの声せい援えんの中、恋子は逃げるように学食レストランから駆け出していった。
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「夕ゆう也や、ちょっといいか？」

　ずっと各部署を繋つなぐ連絡役として裏方に徹てつしていた雅まさ紀きが、わざわざ夕也に会いに厨ちゆう房ぼうまでやってきた。

「うん、これから休きゆう憩けいに入るところだから、少しなら。どうしたの？」

「準備期間中に商店街とかで広報要員がやってた大道芸っていうか、あのショーは見られないのかって要望がかなりきてるんだ」

「え、そうなの？」

「ああ。ネットにアップされた動画は見たけど、生でも見たいから、ってお客さんが結構いるらしい」

「なるほど……。わかった、琴こと姉ねえに相談してみるよ」

「いや、生徒会長は今、ゲーム制作班とプレゼンの最終打ち合わせをやってるはずだ。ここにいないわけだし、俺おれから承しよう諾だくを取り付けておくよ。他の広報要員には今連絡を回して準備してもらってるから、お前は桜さくら江えさんに頼んでみてくれないか」

　一瞬、夕也は躊ちゆう躇ちよした。

　今の微妙な感じで、果たしてきちんとゆすらに用件を伝えられるだろうか、と。

　しかし、よくよく考えてみれば、猫ショーをやるからには夕也も司会進行で参加しなければならない。いずれにしても、ノータッチというわけにはいかないのだ。

　──それに、そういう用事があった方がきっかけにはいいかもしれない。

　どのみち、ゆすらとはきちんと話さなければ、と思っていたのだから。

「うん、わかったよ。でも、ペットショップにも連絡してまた猫を貸してくれるように頼んでみなきゃいけないから、もしかしたらできないかもしれないよ」

「そうなのか？」

「あくまであの猫たちは売り物だったから、宣伝が終わったって昨日お礼を言った時点で、売れちゃった可能性もあるんだよ。さすがに練習もしてない新しい猫じゃショーは無理だからさ」

「なるほど。まあ、そういうことなら仕方ないさ。とにかく、できる範囲で準備を頼むよ」

　夕ゆう也やはうなずいて、他の厨ちゆう房ぼうの面々に、

「じゃあ、ちょっと休きゆう憩けいに行ってきます」

　と声をかけて、手早く手を洗いコック帽を脱いだ。

　夕也はフロアに出ながら携帯電話でペットショップ・エンゼルテイルに連絡を取った。

　そして鎮ちん魂こん祭さいの見学がてらに猫たちを連れてきてもらえるよう約束を取り付け、携帯電話を仕し舞まいながらフロアを見回して、Ｂ定食を運び終えたゆすらの姿を見つけた。

「ゆすら！」

「……がう？」

　振り返ったゆすらは、夕也の顔を見た瞬間に、

「がうっ」

　と声を上げ、手に持っていたトレイを投げ出して、一目散に逃げ出した。

「え──？」

　夕也のみならず、他のスタッフも、お客までもがその反応に唖あ然ぜんとしていた。

「ねえ、柊ひいら木ぎ君、いったい彼女に何をしたの？」

　更さら紗さが不ふ思し議ぎそうな顔で夕也に訊きいた。

「僕もわかんないから困ってるんだよね……。とにかく、追いかける！」

「そうね。頑張って」

「うん」

　夕也は返事もそこそこに、ゆすらを追って学食レストランのフロアを走り抜けた。
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　夕也が追いかけてくる。

　思わず逃げ出してしまったことに、ゆすらは自分でも少し驚いていた。

　しかし、また「頑張るな」と、群れに必要ない、と言われてしまうのではないかと思った瞬間に、身体からだが勝手に動き出してしまっていた。

　──怖い。

　群れから必要とされなくなることは、ゆすらにとって最大の恐怖だった。

　それは詰まるところ、弱者の淘とう汰たなのだと、自然の摂せつ理りなのだと思っていた。

　そう、わかっているつもりだった。仕方のないことなのだと。

　誰だれもが、淘とう汰たされぬよう努力をしている。

　それは、オオカミも人間も一緒なのだと。

　でも。

　それを夕ゆう也やの口から聞くのは、単に怖いという以上に胸が痛んだ。

　──聞きたくない。

　どうしたらいいのかわからなかった。

　ただただ怖くて、反射的に逃げ出してしまっていた。

　単に淘汰の一言では言い表せない何かが、今までに感じたことのない恐怖が、ゆすらの心を鷲わしづかみにしていた。

　必要ない、ともう一度夕也に言われてしまったら。

　そう想像しただけで、じわりと涙が浮かんでしまう。

　得え体たいの知れない感情から逃げるように。

　夕也によってもたらされるかもしれない死の宣告から逃れるように。

　夢中で、ゆすらは走り続けた。
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　学食レストランを飛び出した夕也だったが、ものの数十秒でゆすらの後ろ姿を見失ってしまった。

　鎮ちん魂こん祭さいの賑にぎわいで人が多い中、夕也は人とぶつからないように進むだけで精一杯で、全力で走るどころではなかった。

　しかし、ゆすらはするすると人波を避よけながら風のように駆け抜けていく。

　圧倒的な身体能力の差もさることながら、障害物を避けながら走るというスキルに関して、夕也ではゆすらには敵かなうはずもなかった。

　──まともに追いかけっこをしても、僕じゃゆすらを捕まえられない……！

　では、どうするか。

　──これまでのパターンを考えれば、食べ物で気を引くとかだけど……。

　そもそも、夕也本人が警戒されているように思える。だとしたら、どんなに美お味いしいものを用意したところで、呼びかけるのが夕也ではダメかもしれない。

　しかし、何か他に妙案があるのかといえば、見事に何も思い浮かばなかった。

　──とにかく、見失ってしまった以上、ゆすらが行きそうなところをしらみつぶしに当たっていくしかないか。

　チラリと腕時計を見やって、休きゆう憩けい時間中に見つけられるだろうかと不安を感じながらも、とにかく行動しようと歩き始めた。



　夕ゆう也やはまず部室へと向かった。

　普段寝ね泊まりしている部室と、普段食事をしている家庭科実習室、自分たちのクラスの教室と、以前遠とお吠ぼえをしていた屋上。そのくらいしか、ゆすらが行きそうな場所の心当たりが思い浮かばなかったのだ。

　その中で、教室は鎮ちん魂こん祭さいの催もよおしに使用されているのでいつもの教室ではない。

　多数の来客がある鎮魂祭期間中は、安全のためという理由で屋上への扉は施せ錠じようされている。

　となれば部室と家庭科実習室の二択で、現在地から近いのが部室だった。

　部室には入り口が一つしかない。

　もちろん、ゆすらのことだから夕也が入り口にいたところで、脇をすり抜けて逃げ出すくらいのことは朝飯前だろう。

　だが、家庭科実習室より狭い分、呼びかけるにしても話を聞いてもらうにしてもやりやすい気がした。

　部室棟は、完全に鎮魂祭の催しからは切り離されていた。

　せいぜい、着替えや休きゆう憩けいに使う生徒がたまにいる程度である。

　喧けん噪そうこそ聞こえてくるものの、部室棟に入ってしまえばまるで別の世界のように空気が違っていた。

　帰宅しない部の部室のドアに手をかけ、開ける。

　誰だれもいないはずの部室に一歩ふみこんで、そして──、

　空気が凍こおりついた。

　白地に淡あわいピンクのストライプ。

　それが、そんな色合いの布が、綺き麗れいな曲線にピッタリと密着しておしりを覆っていた。

　まるで、つるつるのゆで卵を包装したかのように。

　そして、目が合った二人は揃そろいも揃って顔をストライプのピンクよりも赤く染めた。

　そう──、部室の中には、着替え真っ最中で、今まさにメイド衣装のスカートを脱いだばかりの恋れん子こがいたのだった。

「ごっ、ごめんっ！」

　慌てて、夕也はギュッと目をつぶって部室のドアを閉めた。

　数瞬の沈ちん黙もく。

　どうやら、部室の中には恋子しかいないようだった。ゆすらがいないのであれば、部室には用がない。

　しかし、こういう事故が発生してしまった以上、着替えを終えた恋子に一言謝罪をするのが筋というもの。さすがに急いでいるからといって、このまま立ち去るという選択肢は最初から存在しなかった。

「……もういいですよ」

　ドアが開いて、そう告げながら制服に着替え終えた恋れん子こが顔を出した。

　その顔は笑顔だったが、裏側にある不ふ動どう明みよう王おうのごときいかめしい顔が透けて見える気がした。

「ええと、パンチやキックは飛んでこないの……？」

　警戒して身構えながら、おそるおそる夕ゆう也やは訊きいた。

　恋子は顔を赤らめて、

「だって、事故なら仕方ないじゃないですか。それともアレですか？　殴られたい変態なんですか？　まさかわざとだったんですか？」

「違う違う！　僕はゆすらに伝達事項があって捜さがしてただけだよ！」

「じゃあいいじゃないですか」

「まあ、そうだけど……」

　なんだか違和感を感じつつも、夕也は部室に入った。

「でも、今はゆすら先せん輩ぱいって勤きん務む時間中じゃないんですか？　フロアにいると思うんですけど」

「そのフロアで声をかけたら一目散に逃げ出したんだよ」

「いったい何をしたんです？」

「それがわからないから困ってるんだよ」

　夕也は肩をすくめた。

「なるほど、進展なし、ですか……」

　恋子は少し考え込んで、

「わかりました。じゃあ、あたしもゆすら先輩を捜すの、手伝います！」

「え、ホント!?」

「はい。二人で手分けした方が効率いいじゃないですか」

「それはそうだけど、恋子もせっかくの休きゆう憩けいじゃない。申し訳ないよ」

「せっかくの休憩なのはお互い様じゃないですか。まあでも、首しゆ尾びよくゆすら先輩を捕まえられたら、残りの休憩は鎮ちん魂こん祭さいを一緒に回って何かおごってください」

「うん、わかった。正直、一人では見つけられる気がしなかったから助かるよ」

「や、や、約束ですからね！　鎮魂祭を一緒に回るんですよっ！」

「もちろん、約束するよ」

　恋子は「よっしゃあ！」と渾こん身しんのガッツポーズをして、

「じゃあ、さっそくゆすら先輩捕獲作戦を開始しましょう！」

　気合いたっぷりにそう叫んだ。
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　夕ゆう也やから逃げ出したゆすらの前に、妙にご機き嫌げんな微笑ほほえみを浮かべた恋れん子こがひょっこりと姿を現した。

　最初は何か妙だ、と思ったゆすらだったが、

「ゆすら先せん輩ぱい、お菓か子し食べます？」

　と恋子が手にしたチョコレートクッキーの包みを見た瞬間、警戒心はどこかへ吹き飛んでしまった。

「……チョコ!?　食べる！」

　チョコレートクッキーを受け取ろうと恋子に駆け寄る。

　お目当てのお菓子は受け取ることができた。

　しかし、受け取った途と端たんに、ガッチリと恋子に両腕を掴つかまれてしまった。

「がうっ!?」

「ふっふっふ、捕まえましたよ、ゆすら先輩」

「……！」

　謀はかられた、と思ったときにはすでに遅かった。

　恋子の手を振り解ほどこうともがいてみるが、長年の死体発はつ掘くつで培つちかわれた握あく力りよくはゆすらの野生の筋力をもってしても簡単には逃がしてくれない。

「なんでそんなに必死に逃げようとするの？」

　恋子の背後から現れた夕也の姿に、ゆすらは泣きそうになった。

「な、ちょっ、泣かないで……！　別に何もしないってば！　とにかく、まず伝達事項。ゆすら、また猫ショーをやってほしいってお願いされてるんだけど、ダメかな？」

「……猫ショー？」

　予想外の言葉に、ゆすらはキョトンとして首を傾かしげた。

「……私は、要らなくない…………？」

　おそるおそる、ゆすらは訊きいた。

　そして、その質問に、今度は夕也がぽかん、と呆あつ気けにとられた。が、すぐに気を取り直して、

「要らないわけないよ！」

　と言い切った。

「……頑張らなくていいって言った。みんな頑張ってるのに。私は群れに必要ないから頑張る必要がないって」

「違う違う、僕が頑張らなくていいって言ったのは、力が入りすぎてるように見えたから、もっとリラックスした方がいいよっていう意味だよ」

「……リラックスは何？」

「あはは……」

　夕ゆう也やはホッとした顔で、大きなため息をついた。

「とにかく、僕がゆすらを必要ないなんて思うわけないでしょ。必要ない仲間なんて一人もいないよ」

「がう！」

　誤解だった。

　自分は必要とされていた。

　大好きな夕也に、必要とされていた。

　それが嬉うれしくて、自然とゆすらの顔は綻ほころんだ。怖くて悲しくてこぼれそうだった涙は、安あん堵どと嬉しさで笑顔から溢あふれる涙に早変わりした。

　──でも。

　ハッと思い出す。思い出してしまう。

　卒業という人間社会のシステムのことを。

　こんなに嬉しくても、こんなに大好きでもいずれ別れなければならないことを。

　まだ先のこととはいえ──、この群れは、時が来ればバラバラになってしまうことを。















　嬉うれしさにも、笑顔にも、隅の方にヒビが入ってしまった気がした。

　──意味がわからない。

　人間の社会は、なぜこんなにも理不尽な仕組みになっているのだろう。

　嬉しいと感じながらも、ゆすらは素直に喜ぶことができなかった。
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　夕ゆう也やが恋れん子この力を借りてゆすらに猫ショーのことを伝えた少し後に、エンゼルテイルの店長さんからの電話が入った。

　想定していたより早く準備が整って、もう猫たちを連れて校門まで来ているのだという。

「思っていたよりかなり早かったな……！」

　きっと、エンゼルテイルの人たちも気合いで準備を急いでくれたのだろう。だとすれば、待たせるのも申し訳ない。

「ゆすら。急で悪いんだけど、今から猫ショーをやろう」

「がう！」

　やる気に満ちた笑顔で、ゆすらがうなずいた。

「申し訳ないんだけど、恋子も手伝ってくれる？」

「いいですよ。乗りかかった船ですし」

「ありがとう。じゃあ、空き部室へ行って道具を持ってから校門前で猫たちと合流しよう。そのまま前庭でショーをやる」

　段取りを組みながら、すでに夕也の足は部室棟へと向かっていた。ゆすらも恋子も、うなずきながらついてくる。

「あの、校内放送でアナウンスしてもらったらどうですか？」

「そうだね、琴こと姉ねえに電話して頼んでみよう」

「がう！」

　三人の足取りは自然と速くなり、いつしか走り始めていた。



　三人が道具を運んでいる間に校内放送によるアナウンスが入り、セッティングや猫の受け渡し、簡単な打ち合わせを現場でやっているうちに、秋あき月つき学がく園えんの前庭には人だかりができてしまっていた。

「な、なんかすごい一大イベントになってますけど……」

　集まってきた見物客の人数にビビりながら、恋子が呟つぶやいた。

「がう……」

　また少し表情が硬くなったゆすらに、夕也は、

「ゆすら。猫たちと一緒に色んなことをやるのは楽しいよね？」

　と話しかけた。

「がう」

　ゆすらがうなずく。

「見にきてくれたお客さんが喜んでくれるのは、楽しいよね？」

「がう！」

「じゃあ、僕らもみんなも全員が楽しかったら最高だよね」

「がう」

「あのとき僕が言った『頑張りすぎるな』ってそういうことだよ。上う手まくやろうとか、そういう余計なことを考えるより、僕らも楽しむことを考えよう」

「がう」

　力強く、ゆすらはうなずいた。

「恋れん子こも、ぶっつけ本番で緊きん張ちようするかもしれないけど、道具を出してもらうだけだから」

「は、はい！」

「じゃあ、行くよ！」

　夕ゆう也やはそう言うなり、見物客の方へと向き直り、大おお仰ぎように一礼した。

「それでは、リクエストをいただきました、猫ショーを開催いたします！　なお、このショーはペットショップ『エンゼルテイル』による全面協力でお送りします！」

　こうして、メイド服姿の動物使いと助手、そしてコックコート姿の司会による猫のショーが始まった。

　見物客の最前列には、猫たちを連れてきてくれたエンゼルテイルの面々。

　また、見物客が作り出す人垣の後ろには、頭一つ分大柄なゆすらパパと、その肩に腰をかけたゆすらママの姿もあった。

　ゆすらが「がう」と猫たちに指示を出す。

　その顔に緊張の色はなく、司会の夕也や一緒に練習してきた猫たちへの全ぜん幅ぷくの信頼と、心から楽しそうな笑顔だけがあった。

　ゆすらが楽しそうな顔で指示を出していると、従う猫たちまでが楽しそうに見えてくる。

　恋子も少しぎこちないながら、笑顔と愛あい嬌きようを振りまいて、フープや土ど鍋なべを運んだり並べたりと立派に助手を務つとめている。

　最初の演目であるフープくぐりから、ずっと喝かつ采さいと歓かん声せいが鳴り止やまなかった。

「さあ、次は大好評の土鍋猫──」

　調子よく夕也が次の演目に進行しようと言いかけた瞬間。

　猫の動きを読み損なって、土鍋を運んでいた恋子が大きくバランスを崩した。

「きゃっ!?」

　土ど鍋なべが恋れん子この手を離れ、宙に飛ぶ。

「危なっ……！」

「うおりゃあ！　ですーっ！」

　バランスを崩しながらも、恋子は土鍋に向かって横っ飛びをした。精一杯手を伸ばして、一度は手から離れた大切なショーの道具を守ろうと、跳んだ。

　間かん一いつ髪ぱつで、土鍋は恋子の両手にしっかりと収まった。

　しかし。

「うおおお──っ、しまパンだ──っ！」

　野太い歓かん声せいが観かん衆しゆうから上がった。

　丈の短いメイド服のスカートは今のファインプレーで完全にめくれ上がって、神の御み業わざともいうべき芸術的なまでの造形美を誇ほこる恋子の卵形ヒップが、あられもなくお天てん道と様さまの下もとにさらされてしまっていた。

「きゃ─────────っ！　みみみ、見るんじゃねーですっ！」

　夕ゆう也やとゆすらに助け起こされてからも、恋子は顔を真っ赤にしたままだった。

　その後、アシスタントの恋子から笑顔は消えてしまった。が、赤い顔のまま恥ずかしそうにショーの手伝いをする姿は、それはそれで好評だったらしい。

　それはさておき、恋子を助け起こした後、夕也は慌てて一礼し、

「ええと、すみません、ショーを再開します！　次は土ど鍋なべ猫です！」

　と述べた。















　ゆすらが猫たちに「がう」と声をかけ、再びショーが始まった。

　アクシデントの後で、流れは途切れてしまった。しかし、ゆすらも猫も臆おくすることなくのびのびとショーを続けている。

　見ているだけで嬉うれしくなってくる。わくわくしてくる。そんな一体感が、夕ゆう也やや恋れん子こはもちろん、たくさんの見物客をも呑のみ込こんでいく。

　──きちんと『頑張るな』の真意を伝えられてよかった。

　心底、夕也はそう思った。

　そう実感できるほどに、ゆすらの表情はこれまでのショーとは違っていた。

　何より、猫たちと意志を通わせる目が活いき活いきと輝いている。

　かつては緊きん張ちようでガチガチだった身体からだが、猫たちと一緒にまるで踊るように躍やく動どうしている。

　眩まぶしいほどに、ゆすらのはつらつとした笑顔は、ショーを通して人々の目を惹ひきつけてやまなかった。

　言うまでもなく、司会役の夕也の目も。

　天てん真しん爛らん漫まんで、裏表がなくて、素直で──。

　そんなゆすらの笑顔を見るのが好きだった。普段は表情があまりないゆすらだからこそ、美お味いしいものを振る舞ったり、一緒に楽しいことを見つけたときなどに見せてくれる笑顔が好きだった。

　でも、今ゆすらが見せている笑顔は、そんな夕也が今まで見てきたどの笑顔よりも光っているように思えた。

　──ああ。

　ため息が漏もれる。

　この笑顔を独占したい。

　そんなことを考えてしまうほどに、司会という役割を忘れてしまいそうになるほどに、夕也もゆすらの一挙手一投足に見入ってしまっていた。

　猫たちが最後にもう一度土鍋に飛び込んで演目のすべてをフィニッシュし、三人は深々と頭を下げた。それに合わせて、猫たちも会え釈しやくをするようにぴょこっと土鍋から頭を出す。

　鳴り止やまない拍はく手しゆの中、夕也は、

「ありがとうございました！　これにて猫ショーは終了になりますので、皆さまは他の催もよおしをお楽しみください」

　と、あいさつして、撤てつ収しゆうの準備を始めた。そんな様子を見て、見物客たちも三々五々散っていく。

　そんな中、片付けを始めた夕也たちに猫用キャリーバッグを持ったお団子頭の店長たちが歩み寄ってきた。お店のロゴ入りエプロンを着けたままなのは、売約済みの猫を持ち出す許可をお客さんから取り付けて、着替える間も惜しんで駆けつけてくれたからだろう。

「良いいショーだったじゃないか」

「すごかったですよ、桜さくら江えさん！」

「がう！」

　笑顔で、ゆすらは誇ほこらしげに胸を張った。

　ゆすらやお団子頭の店長さんたちが猫たちをキャリーバッグに回収している間に、夕ゆう也やはゆすらの両親にぺこりと頭を下げた。

　ゆすらパパはぷいっと顔を背そむけ、そんなゆすらパパの耳を引っ張りながらゆすらママが苦笑し、そのまま二人は何も言わずにくるりと背を向けて行ってしまった。

　娘の姿は見にきたけれど、甘やかさないというゆすらママの方針を優先したということだろうか。

　しかし、きっとゆすらパパにもゆすらママにも、今のショーは満足してもらえただろう。そんな手て応ごたえが、夕也にはあった。

　今までで最高の出来だった。

　そして、今回のショーをやっているゆすらは、出会ってから今までのどのゆすらよりも、一番魅力的だった。

「ねえ、ゆすら」

「がう？」

「僕らが力を合わせれば、こんなにすごいショーができるんだよ。そんな仲間を要らないなんて思うことは絶対にないよ。もちろん、これから先も」

「がう」

「というよりもね、僕は──、ずっとずっと、一〇年後も二〇年後もゆすらと一緒にいたいと思っているよ」

　照れて顔を赤くしながら、夕也は言った。

　それは、かなり思い切った言葉のつもりだった。

　弾はじかれたように、恋れん子こは「なんてこった！」という表情で夕也の顔を見た。

　ゆすらは嬉うれしそうに微笑ほほえみかけて、しかし、ハッとしたように、その微笑みは寂さみしげなものへと変わっていった。

「……ユウ、それは無理」

　そして、ハッキリとそう言い、首を横に振った。

　──あれ？

　今までの充足感に満ち足りた幸せな気分から一転、目の前が真っ暗になった気がした。
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　ミスコン動画の効果か、ゆすらたちをはじめとした大道芸広報のおかげか、午後になっても鎮ちん魂こん祭さいへの客足は途と絶だえなかった。そして、ランチタイムが過ぎても学食レストランはずっと盛況のままだった。

『ミスコン連動企画学食レストランのラストオーダーは一六時ですが、ミス秋あき月つき学がく園えんコンテストの投票は集計時間の関係上、一五時までとなります！　第一体育館が投票所となっていますので、投票し忘れなどなさいませんようお気を付けください。投票用紙にはコメント欄らんもありますので、鎮魂祭のご感想や女の子へのメッセージなど、よろしければお書き添そえください。また、ミスコン写真集の予約は投票所の他、一年三組の教室でも受け付けております。こちらもお忘れのないようお気を付けください』

　そんなアナウンスが、お昼過ぎから定期的に全校放送で流れ始めている。

　左さ京きようと右う京きようは何度も執しつ事じ服の上にダンダラ羽ば織おりをまとって、行列の整理のために抜け出さなければならないほど、ずっと鎮魂祭は賑にぎわい続けていた。

　そんな中で目まぐるしく厨ちゆう房ぼうで働きながら、夕ゆう也やはたびたびため息をついていた。

　過信していたつもりはない。

　しかし、これまでゆすらには懐かれていた気がしていたし、誤解も解いて、それなりの手て応ごたえのようなモノを感じていたのだ。

　──はあ。

　また、ため息をつく。

『……ユウ、それは無理』

　ゆすらの言葉が、リフレインする度に気持ちが凹へこんでいく。

　あれは、明確な拒絶だった。

　そして、自分が思いの外ほか打たれ弱かったことにも愕がく然ぜんとしていた。

　──これって、言わば僕が琴こと姉ねえや耶や宵よいにした仕打ちなんだよなあ……。

　なのに、耶宵はめげずに兄にい様さま兄様と追いかけてくる。

　琴こと音ねは──、

「夕ゆうくん、そろそろゲーム班のプレゼンが始まるわ。お客様にお出しするティータイムセットを用意してもらえるかしら」

　バリバリと生徒会長の仕事をこなし、理事長としての仕事をこなし、この鎮魂祭も成功へと導くべくアグレッシヴに働き続けている。

　──みんな、すごいな。

　まだ、鎮魂祭は終わっていないのだ。自分だけが凹んでいるわけにはいかない、と思い直しつつも、また漏もれてしまうため息を止めることはできなかった。
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　頼まれた人数分のバナナシフォンケーキと紅茶をトレイに載せて、夕ゆう也やは琴こと音ねとともにプレゼン会場の会議室に入った。

　会議室の奥には緊きん張ちようでガチガチになったコンピュータゲーム制作部部長と、文芸部とマンガ研究会のメンバーが合わせて四人。

　向かい合うように、ラフな格好の大人たち十数名ほどが椅い子すに座っていた。

　会議室の壁には『たった二人の世界征服』というゲームタイトルと、メインのキャラクターたちであろう男の子と女の子のイラストが引き延ばして張り付けてあった。

「ようこそお越しくださいました。生徒会長と理事長を兼けん任にんしております秋あき月つき琴音です。わたくしも他の企画に参加しておりますので、このような格好で失礼いたします」

　学食レストランのメイド服姿のまま、琴音は優ゆう雅がに一礼し、大人たちの前にバナナシフォンケーキと紅茶を差し出した。

　夕也も、

「バナナシフォンケーキと紅茶をどうぞ。レモンかミルクはお付けしますか？」

　と尋たずねながら給きゆう仕じしていく。

　そしてすべてのケーキと紅茶を配り終えたところで、コンピュータゲーム制作部の部長が立ち上がって、

「では、こっ、これより、我々が作成しておりますゲームのプレゼンテーションを始めたいと思いますっ。ええと、年末の完成を予定しているのですが、すでに予約は二〇〇件に迫る勢いでありましゅ、いえ、あります！」

　とうわずった声で言った。

　そのゲーム制作部の部長に「頑張れ」と夕也は親指を立てて見せた。

　緊張した顔のまま、しかし、ゲーム制作部の部長はしっかりとうなずいた。

「ええと、まずメインのストーリーですが、すでに小説家として商業デビューが決まっている文芸部の彼女が担当してくれました。悪の秘密結けつ社しやの跡を継いだヒロインが、しかし優しすぎて良いことばかりしてしまうという……」

　そして、緊張がなくなったとは言えないものの、それでも、懸命に、実じつ直ちよくに、自分たちの作っているものの魅力を説明しようとしている。

　その様子に、夕也は琴音と微笑ほほえみ合い、静かに会議室を出たのだった。
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　夕方、日も傾き始めた頃、生徒もお客もグラウンドに出ての閉会式となった。

　それは同時に、ミス秋あき月つき学がく園えんコンテストの結果発表式でもある。だからこそ、お客も相当な数が閉会式を見届けようとグラウンドに集まっていた。

『えー、それではお待ちかねのミス秋月学園コンテストの結果発表と、ついでに閉会式を始めまーす』

　そう言いながら、グラウンドに設置された質素な──コスト削減に大いに貢こう献けんしたステージに、右う京きようがマイクを手にして登場した。

『司会進行はボク、高等部生徒会副会長の志し々し谷や右京が務つとめまーす。あ、一応ボクもミスコンにはノミネートされてたんだけど、開票の結果、順位がアレすぎたので司会をやっても問題ないってことで押しつけられました。応援してくれた奇き特とくな人、ごめんなさい。それから、これ以上ボクの順位のことには触れないで！』

　おどけた調子でケロッと言う右京に、そこここで小さな笑いが起こった。

『では、中等部の五位から発表でーす！　それ以下はこの場では割かつ愛あいしますが、後日ホームページで詳細な結果を発表するそうですのでお楽しみにー！』

　順に中等部の女子の名前が呼ばれ、入賞した子が壇だん上じようで簡単にあいさつをしていく。

　そして、

『では、栄はえある中等部部門一位は！　ぶっちぎり！　二位をダブルスコアどころか一二倍という驚きよう異いの大差で突き放して超独走！　まさに完全勝利の柊ひいら木ぎ耶や宵よいさん！』

　わっと会場が──主に、一般参加の客たちが沸わいた。

　その歓かん声せいに、「耶宵、すごいな」という夕ゆう也やの驚きの声は完全にかき消されてしまった。

　耶宵がいつの間に着替えたのか、とんがり帽子が目を引く魔女のような衣装──ただし、大胆に肩や胸元を露出した上にスカートもかなり短いセクシー系──で、アイドルよろしく一般参加客たちに大きく手を振り、

「ハッピーハロウィンですの！　もう過ぎちゃいましたけど！」

　などと言いながらステージへと駆け上がった。

『ええと……何その格好……』

　目が点になった右京が訊きいた。

「せっかくだから、着替えてみましたの！」

　答えながら、耶宵が客席に向かってウインクをした。途と端たんに、火が点ついたように野太い歓声が巻き起こる。

『あ、そう……』

　気を取り直すように一つ咳せき払ばらいをして、右京は、

『堂々の一位、おめでとうございますー。何やら、すでに芸能プロダクションからのお話もあるそうですが』

　と耶や宵よいにマイクを向けた。

　そのマイクを、耶宵は素早く奪い取った。

『応援ありがとうですの、お兄ちゃんたち！』

　マイクを右手に、左手を大きく振って、とびっきりの笑顔で言った。

　手を振る度に、ボディライン丸出しの、ぴっちりした魔女コスチュームに包まれた超中学生級の胸が揺れる。

　まるでコンサート会場のように、一般参加の客たち（主に男性）がまた沸わいた。

　マイクを握にぎって一秒。

　たったの一言で、耶宵はこの場を完全に支配してしまっていた。

　無む秩ちつ序じよだった歓かん声せいは徐々に規則性を帯び、『デビュー』コールへと変わっていった。言うまでもなく、右う京きようの言葉を受けてのコールだろう。

　そのコールに耶宵はまた『ありがとうですの！』と応えた。

　途と端たんにコールがピタリと止やむ。

『確かにそういうお話を、たくさんの事務所からいただいていることは事実ですの。でも、正直自信がなくって躊躇ためらっていましたの』

　しおらしく魔ま性しようの演技で聴ちよう衆しゆうを魅み了りようする耶宵だったが、少なくとも帰宅しない部に関わりがある女性陣が例外なく「ウソつけ」と思っていたことだろう。















『でも、お兄ちゃんたちがこんなに応援してくれるなら……、前向きに考えてみようと思いますの！』

　また、わーっとギャラリーから大だい歓かん声せいが沸わき起こる。

「はいはい」

　と、醒さめた目で右う京きようは耶や宵よいからマイクを奪い返し、

『以上、中等部部門第一位の柊ひいら木ぎ耶宵さんでしたー』

　強引にそう締めくくった。そして不満そうな耶宵を、目と態たい度どでステージ上から追い出した。

『では、接戦の高等部部門の発表です！』

　右京はこほん、と一つ咳せき払ばらいをして、

『では、第五位！　猫ショーで見た人を虜とりこにした野生系美少女！　桜さくら江えゆすらさんです！』

　と大おお仰ぎような手振りを交えて言った。

　名前を呼ばれたゆすらが、明らかに状況を理解していない顔つきで、周囲に促うながされて壇だん上じように上がった。

　あんな可愛かわいい子で五位かよ、レベル高たけえな、などという声がちらほらあるものの、耶宵のときの異様な盛り上がりのあとでは、どうしてもスケールダウン感が否めなかった。

『では、桜江さん、上位入賞の感想を一言』

　マイクを向けられても、ゆすらはキョトンとした顔のまま、

『……お腹なか空すいた』

　とマイペースぶりを発はつ揮きして会場を笑わせた。

『はい、続いて四位は！　やはり時代はツンデレなのか!?　お人形みたいな容姿で普段から絶大な人気を誇ほこる一年生、土つち御み門かど沙さ月つきさん！』

　一緒にいた恋れん子こに拍はく手しゆで見送られて、沙月はあからさまに嬉うれしさを押し隠したような仏ぶつ頂ちよう面づらで壇上へ行き、

『ご存じの通り、今この学校は色々ピンチなの。ミスコンの写真集は今後ネットで追加注文も受け付けるそうだから、まだ予約してない人、ちゃんと買いなさいよ』

　と、お人形なる自身の売り文句キヤラに沿った態度で淡々と言い放った。

『そうですねー、是非買ってください！　では、次は第三位なんですが……ピッタリ同率だったんで三位は飛ばして二位が二人いるんですけど──、四位の土御門さんといい、時代はおっぱいなんですかねー。ちょっとムカツク。というわけで、二位は生徒会長の秋あき月つき琴こと音ねさん、お色気担当の御み子こ神がみ更さら紗ささんのお二人です！』

　琴音は慣れた様子で声せい援えんに応えながら、眼鏡三つ編みなしモードの更紗は投げキッスを大安売りしながらステージに上がった。

『えー、お二人は圧倒的に男性票を集めた模様です。主にその胸の脂肪分で』

　入賞者二名が、胸に対して僻ひがみまくりの司会者に憐あわれむような視線を向ける。

『うわ、その目がムカツク。えー、時間が押してるのでこの二人のコメントは割かつ愛あいさせて頂きます』

「ちょ、右う京きようさん、それは職権乱用じゃなくて!?」

「そうよ！　横おう暴ぼうだわ！」

『はいはい、苦情は後で聞くから、進行を妨さまたげないでねー』

　強引に、右京はおっぱい魔人の二人を追い返して、

『ではいよいよ一位の発表です！　第一位は──』

　右京はもったいをつけるようにたっぷりと間まを取って、

『胸の脂肪分が戦力の決定的差ではないことを見事に証明してくれました──、木き滝たき恋れん子こさんです！』

「…………え？　………………ええっ!?」

　名前を呼ばれた本人が、信じられないという顔で素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　ほら、と夕ゆう也やに促うながされて、おっかなびっくり恋子はステージへと向かう。

　ステージを降りて戻ってきた沙さ月つきが恋子に駆け寄ってきて、

「おめでとう恋子ちゃん、最高の舞台が整ったわね」

　と耳打ちした。

「え？」

　困こん惑わくする恋子に、意味ありげな笑みを投げかけて、沙月は人混みの中へと消えていく。

　沙月の言葉の意味を考えながら、恋子はステージへと上がった。

　その途と端たんに、野太い「しまパン」コールが巻き起こる。

　恋子は右京からマイクを引ったくって、

『しまパンとか言うなです─────っ！』

　と顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

　会場に笑いが起こって、しまパンコールが止やんだ。

　右京は恋子からサッとマイクを奪い返して、

『えー、木滝さんの勝因は男女両方からまんべんなく票を集めたことです。木滝さんへの票には女性の字で「青春全開の動画がよかったです」ってコメントが、男性の字で「しまパン」の文字が多数見受けられました』

　と茶ちや化かすように言った。

　また、会場からドッと笑い声が上がる。

「だから、しまパン言うんじゃねーです──っ」

　叫びながら、あーはいはいそういうことなんですね、と恋子は自じ虐ぎやく的てきに思った。

　あの琴こと音ねや他の女の子たちを押さえてのミスコン一位なんて、本来ならば恋子に獲とれるはずがないのだ。

　勝手に撮られてしまったあの動画とか、パンツを見られてしまうアクシデントとか、そうした外的要因がたまたま恋れん子この方へ運を傾けてくれただけなのだ。

　と、そこまで考えて、恋子はハッとした。

　しまパンのことはさておき、動画の件に関しては、夕ゆう也やのおかげなのではないだろうか。

　あの動画が好評だったのは、あれが演技ではなかったからだ。

　夕也の心を掴つかみたくて、振り向いてほしくて、本気で行動していたからなのではないか。

　その本気を切り取られたからこそ、あの動画はたくさんの恋する女の子たちの心に響いたのではないか。

　そして、そのおかげで獲とれた一位──。

　沙さ月つきが言った「おめでとう」は、きっと一位のことではない。だとすれば『舞台』が整ったことへの祝福であり、ずっと恋の相談をしてきた沙月が言ったということは。

　──告白の舞台、っていうことですか……？

　今？

　こんなにたくさんの人の前で？

　恥ずかしいなんてものではなかった。心臓が破は裂れつしそうなほどに、顔が火を噴きそうなほどに、想像しただけで倒れそうになる。

　しかし。

　一位になれた原動力に対する感謝を、あるいは経緯を口にすれば、きっとそれがそのまま告白につながる。

　──それに。

　恋子は知っているのだ。

　別の意味でも、今が好こう機きであることを。

　どういうわけか、告白めいた夕也の言葉をゆすらが蹴けっ飛ばした直後であることを。

　それを好機と言ってしまうことに罪悪感がないわけではない。

　だが、それを──恋子が喉のどから手が出るほど欲していた言葉を、ゆすらは自ら捨てたのだ。捨てられたものを拾おうと手を伸ばして、悪いことなどないはずだ。

　──今しかねーです……！

　最高の舞台。そしてタイミング。

　だが、それはこの一瞬だけ、偶然恋子の手に転がり込んできたにすぎない。ぼやぼやしていれば、すぐさま恋子の掌てのひらからこぼれていってしまうことも明白だった。

　──今しか……！

『では、優勝の喜びを一言』

　そう言って右う京きようが再びマイクを恋子へと差し出した。

　大きく一度深呼吸をして、それでもドキドキを抑えきれないまま、恋れん子こは受け取ったマイクを口元へと持っていった。
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　しまパンコールに怒っていた恋子が、何かを決意したように表情を変えた。

　顔は赤いままだったが、恋子が放つ雰ふん囲い気きの変化は会場そのものを呑のみ込こんでしまったようで、自然としまパンコールは止やんでいた。

　──恋子……？

　夕ゆう也やも他の客たち同様に、ステージ上の恋子を見つめた。

『ええと、あたしが一位とか正直信じられないんですけど、たぶん、あの動画のおかげなんだろうと思います』

　しまパンのおかげだろ、という野や次じはどこからも飛ばなかった。

　切せつ羽ぱ詰つまったような恋子の声が、そういう茶々の入り込む余地をなくしていた。

『あの動画を見ていいって言ってくれる人がたくさんいました。あの動画がいいのかどうかはあたしにはわかりませんけど、たぶんそう思ってもらえるのは、お芝しば居いでも演技でもない、素すのあたしそのものだったからじゃないかって思っています』

　ざわざわと、校庭からステージを見上げる人々が騒そう然ぜんとし始めた。

　夕也はといえば、恋子がステージ上で喋しやべっている内容を額がく面めん通り「応援してくれた人への謝しや辞じ」として聞いていたので、周囲が騒然となる理由が今ひとつ理解できずにいた。

　次の、

『きっと、あたしが抱いだいているリアルな恋心を、あの動画を通して皆さんが感じてくれたってことなんだと思います』

　という言葉を聞くまでは。

「え」

　ドキッと心臓が跳ねた。

　──あの動画って……。

　夕也にペットボトルのお茶を持ってきてくれたときの様子だったはずだ。

　ということは。

　ステージ上の恋子が、真まっ直すぐに、ピンポイントで夕也を見つめた。

　偶然や気のせいではない。

　──恋子は、僕を……？

　間違いなく、恋子は壇だん上じようからピンポイントで夕也だけを見つめていた。

　──待って。待ってくれ。

　恋れん子この視線を受け止めきれず、夕ゆう也やはたじろいだ。

　確かに、ゆすらには振られたのかもしれない。しかし、だからといってそんなすぐに気持ちを切り替えられるはずがない。

　恋子は可愛かわいい。それは間違いない。明るくて、屈くつ託たくがなくて、怖がりで、少女マンガが大好きで、思い込みが激しくて、ちょっとおバカで、何かと放っておけない幼なじみ。

　そんな女の子に想おもわれているのだとしたら、それはとても幸せなことだ。

　でも。

『あたしは──』

「ちょ、まっ……！」

　思わず、夕也は大きな声を出してしまった。

　周囲の目が、一気に夕也に集中した。それは、言うまでもなく恋子の恋の相手が誰だれなのか、誰の目にも明らかになってしまったという意味でもあった。

『あたしは、先せん輩ぱいが──お兄ちゃんが好きです！』

　キッパリと、恋子は言った。

「ちょ、待ってってば！」

　しかし、恋子は夕也の返答にも怯ひるまなかった。

『好きな子があたしじゃないことは知ってます！　その恋が上う手まくいかなかったからって、すぐ別の恋に行けるほど器用じゃないことも知ってます！　でも、それでも全部ひっくるめて好きなんです！　気持ちの整理を付けるのに時間がかかるっていうなら、それまで待ちます！』















　ぐ、と夕ゆう也やは言葉に詰まった。

　恋れん子この熱のこもった言葉が、潤うるんでいてもどこまでも真まっ直すぐな視線が、夕也を圧倒していた。

　そして、周囲からは「あんなに可愛かわいい女の子が一生懸命告白してるんだからうんって言ってやれよ」というアウェー感が怒ど濤とうのように押し寄せてきていた。

『お願いです！　すぐには無理でも、好きになってもらえるように頑張りますから！』

　普段はあまり表面に出てこない健けな気げな一面が、夕也の心をぐらぐらと揺さぶる。

　そんな夕也の元に、黒髪をなびかせて、ゆすらが歩み寄ってきた。

「ゆすら……」

「……ユウは、恋子と番つがいになるべき」

　ぐさぐさっ、と想おもい人の言葉が突き刺さる。

　今まさに、夕也は撃沈した。

　こうして鎮ちん魂こん祭さい成功の立たて役やく者しやと、初代ミス秋あき月つき学がく園えんによるカップルがめでたく誕生し、大だい歓かん声せいの中、鎮魂祭は閉幕のときを迎えたのだった。








　　　　第三章　学園ハウル・フロム・ルーフトップ



　鎮魂祭が終わって一週間。

　しかし、秋月学園は平へい穏おんを取り戻したと言える雰ふん囲い気きではなかった。

　鎮魂祭の成功で利益は上げられたものの、学校運営の資金問題を完全にどうにかできるほどというわけにはいかない。

　まして、鎮魂祭で得た利益は、まだ完成していない写真集やゲームの予約によってかなりの割合を占められている。そうした『商品』の制作に携たずさわっている生徒たちにとって、正念場はこれからだった。

　さらに言えば、琴こと音ねが理事長も兼けん任にんすることになって、彼女がこなしていた生徒会の膨ぼう大だいな仕事が他の生徒会役員に回ってくることになった。

　そして、生徒会と密接な関わりを持つに至った帰宅しない部の面々も、何かと手伝いや雑用を頼まれるようになっていて、やっぱりあんまり暇ではなくなっていた。

「あーもう、なんでこんなに忙しいんですかね！」

　放課後、夕ゆう陽ひが差し込んでくる廊ろう下かを段ボール一箱分の資料を持って歩きながら、恋子は唇を尖とがらせた。

　結局、鎮ちん魂こん祭さいを夕ゆう也やと一緒に回ることはできなかった。しかし、それは仕方ないと恋れん子こも納得はしていた。予想以上の盛況で、誰だれもが当日は忙しかったのだ。たぶん、秋あき月つき学がく園えんの在校生で鎮魂祭を楽しく回れた人間はほとんどいなかったはずだ。

　だとしても、鎮魂祭が終わってからもデートの一回すらできていないのはどういうわけだ、と恋子は思ってしまうのだ。

「……みんな頑張ってるんだから仕方ない」

　恋子と並んで、やはり資料入りの段ボールを運びながら、ゆすらが言った。

「それはそうですけど」















　納得できない、というニュアンスを隠しもせず、不満げに恋子は呟つぶやいた。

「……恋子が暇になっても、ユウはきっと暇にならない」

「それもわかりますけど……」

　ゆすらと恋子は荷物運びや買い出しに駆り出されるくらいだが、夕也は事務作業どころか会議にまで引っ張り出されるようになっている。おそらく、今や琴こと音ね以外の生徒会役員よりも多忙な身の上になってしまっている。

　すでに生徒会の面々からは「生徒会長代理」などと冗じよう談だん半分、本気半分で呼ばれている始末だった。

「……これも学校のため、群れのため」

「それはわかるんですけどねー。わかるから余計に、このどうにもならない感がモヤモヤと溜たまっていくわけですよ」

　そう言ってため息をつき、しばし無言で放課後の廊ろう下かを並んで歩く。

「そういえば、ゆすら先せん輩ぱい」

「がう？」

「なんであんなことを言ったんです？」

「……あんなこと？」

　恋子の質問に、ゆすらは首を傾かしげた。

「あたしがお兄ちゃんに告白したとき、後押ししてくれるようなことを言ったじゃないですか。まあ、さすがに番つがいってのはどうかと思いましたけど」

「……なんでと言われても」

　困ったように少し黙り込んで、ゆすらは、

「……恋子が好きだから」

　と笑って言った。

「ほへ？」

　予想外の言葉に、恋子は目を点にしてフリーズした。

「……恋子とはずっと一緒だった。ユウと恋子は、一番最初の群れの仲間だから」

「いや、だからってのが今ひとつわからないんですけど……」

「……わからない意味がわからない」

「だって、ゆすら先せん輩ぱいもお兄ちゃんのこと、好きだったんじゃないんですか？」

「……」

　ゆすらは少し考え込んで、また微笑ほほえんだ。

「……もちろんユウは好き。でも、恋れん子こも好き。だから、二人が一緒になるのがいい」

「ゆすら先輩……」

「……恋子はずっと群れにいてくれた。ユウが妹と帰ったときも、恋子がいてくれたから私はひとりぼっちにならなかった。おっぱいさんたちと戦ったときも、そのあとも、恋子はずっと仲間だった。恋子と一緒で、私は楽しかった。恋子が群れを抜けるって言い出したときは、すごく悲しくて、すごく寂さみしくて、恋子がいなきゃイヤだって思った。きっと、ユウもそう思ってる。だから──」

　一度言葉を切って、ゆすらは恋子から顔を背そむけるように、窓の外の夕ゆう陽ひへと目を向けた。「……だから、恋子なら、いい」

　なぜだろう、恋子には、普段あまり表情を表に出さないゆすらが見せた微笑みが、なんだか偽にせ物もののように思えた。

　そしてその違和感が、トゲのように心に刺さってちくりと痛んだ。



　　　　　　　　＊



　すでに夕陽も沈みきって、暗くなった生徒会室で、

「遅くまで手伝わせてごめん」

　と、夕ゆう也やはまとめ終わった資料の束たばをトントンと揃そろえながら、雅まさ紀きに謝った。

　生徒会室に他の人影はない。

　生徒会の役員は誰だれもが仕事を複数抱えているが、何も事務作業ばかりが積んであるわけではない。左さ京きようと右う京きようも他の面々も、鎮ちん魂こん祭さいで好評を得た商品のいくつかを通信販売するための準備などに走り回っていた。

　とはいえ、もう閉門時間も過ぎている。いっときは帰宅しない部に加入することで学校に泊まり込んだ生徒たちも、大半は鎮魂祭の終了とともに平常の生活に戻っていた。

「いいって。彼女ができたばっかりの親友がデートもできずに働き続けてるのを見たら、放っておくわけにはいかないだろ」

　おどけてそう言う雅紀に、夕也は困ったような苦笑を返した。

　あれでよかったのだろうか。

　鎮魂祭以降、ずっと夕也は自問を繰り返していた。

　どうしても、好きとか嫌い以前の問題として、不義理なのではないか、と考えてしまうのだ。

　もちろん、すべての事情はゆすらも恋れん子こも知った上でのことである。気にする必要などないのかもしれない。そして、うんと答えた以上は、なるべく早く気持ちを整理して、恋子を好きになればいいのかもしれない。

　でも。

　やはり、恋子とどうなるにせよ、もう少し時間を置いた方がよかったのではないか。

　そして、気持ちの整理を付けて、冷静に判断できる状態で恋子とのことを考えるべきだったのではないか。

　連日の忙しさも相まって、どうにも自問のサイクルは終わりそうになかった。

　──この、忙しいっていうのも言い訳かもしれない。

　そんなふうに考えてしまって、夕ゆう也やは自じ嘲ちようした。

　恋子に会いたくないわけではない。一緒にいる時間を過ごしたくないわけではない。

　ただ、どうしても後ろめたさのようなものを感じて、躊ちゆう躇ちよしてしまうのだ。

　──考えても仕方ないんだけど……。

　あくまで気持ちの問題なのだ。理詰めで考えたところで、心の根っこの部分で感情が納得しないことには、前へは進めない。

　だからこそ、何度も同じところをぐるぐる回っているのだし、ひっきりなしにため息が出るのだ。

　──はあ。

　机に肘をついて、夕也はまたため息を漏もらした。
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　夜、家庭科実習室。

　恋子は不満そうな顔のまま、調理台の側そばに座って、刺身用のマグロ赤身をサイコロ状にカットする夕也の手元を見つめていた。

「ええと……ごめん。本当に、申し訳ないと思ってるんだよ？」

　なだめるように、夕也が言う。

　帰宅しない部や生徒会の面々はたくさんの仕事を抱えているため、世間で言うところの夕食時はもう過ぎてしまっている。それでも家庭科実習室に二人きりなのは、他の面々が沙さ月つきや更さら紗さの取りなしで気を利かせているからに他ならなかった。

「それはわかってますけど、でも」

　拗すねて唇を尖とがらせながらも、恋子は、

「つ、つ、付き合い始めたっていうのに、結局それっぽいことなんかなんにもできてないじゃないですか」

　と顔を赤くして言った。

「面めん目ぼくない。なんとか早く終わらせようとしてるんだけど、これがなかなかね……」

「……そりゃあ、学校の経済的危機がまだ去ったわけじゃないってのはわかりますし、お兄ちゃんがそのために働いてるのもわかりますけど」

　生徒会の仕事をもっと手伝えればいいのだが、そもそも書類を作ったり数字を確認したりという仕事は恋れん子こには向いていない。

　そして、仕事を頼む生徒会側でも、ある程度作業の足並みを揃そろえられる人間でないとかえって効率が落ちてしまうので、手伝ってくれるなら誰だれでも構わないというわけにもいかないのだった。

「だいたい、みんな文化祭のときからお兄ちゃんに頼りすぎなんですよ」

「あはは、そんな言葉が、誰かの口から定期的に出てくるよね」

　言いながら、夕ゆう也やはカットしたマグロをボウルに入れ、今度はまな板にアボカドを置き、二つに割った。

　黄色とライトグリーンの中間のような色の果肉の中に、大きな種が埋まっている。夕也はその種を取り出し、スプーンを使って皮の中から果肉をえぐり取った。

「……それ、なんです？　何を作ろうとしてるんです？」

「これはアボカドだよ」

「アボカドって、果物でしょう？　いきなりデザートですか？」

「いやいや。アボカドは『森のバター』なんて言われててね、料理にもよく使うんだよ。サラダに入れたり、ハンバーグに載せたりね。女の子が好きな食べ物だと思うんだけど」

「そんなオシャレなもの、学校で寝ね泊まりしてるあたしとは無縁でした」

「ああ、確かにそれはそうか」

　やがてアボカドもサイコロ状にカットされて、マグロが入ったボウルに投入された。

　さらにそのボウルにわさび醤じよう油ゆを入れて混ぜ合わせる。

「それ、なんて料理です？」

「このあと、もう少しわさび醤油に漬け込んで味を馴な染じませたらご飯の上に載っけて丼にするんだけど、正式な名前とかってあるのかなあ？　アボカドマグロ丼とか？」

「ご飯に……？　果物を……？　なんか、味の想像がつかないんですけど……」

「アボカドを食べたことがなかったらわからないよね」

　そう言って、夕也は大葉を刻み始めた。

「それにしても、なんで急にアボカドとか珍しいものを使い始めたんです？　もう半年以上ご飯作ってもらってますけど、初めてですよね、アボカドとか」

「うん、琴こと姉ねえが食べたいって言ってたから」

　ぴき、と恋れん子この口元が引きつった。

「へー、生徒会長のためですか」

「え？　いや、その……」

　夕ゆう也やがしまった、という顔をした。

　恋子は夕也に白い目を向けて、唇を尖とがらせる。

「単にリクエストが琴姉から出たってだけだってば。恋子もきっと気に入ると思うよ。それに、琴姉は僕ら以上に忙しく激務をこなしてるんだから、夕食のリクエストくらい聞いてあげたっていいと思うんだけど……」

「それはそうですけど、せっかく二人きりになれたときに他の女の子の名前を出すとか、デリカシーなさ過ぎです」

「ごめん。でも、質問に答えられないのも考えものだと思うよ……？」

「そもそも、他人を労ねぎらえる立場でもないでしょう。どんだけこき使われてるんだって話ですよ。もう最近はすっかり生徒会の人じゃないですか」

「そう言われると返す言葉もないけど、まあ仕方ないよ」

　そう言って笑う夕也の顔を見て、恋子は少し考え込んだ。そして、ほんのりと頬ほおを染めて、ばん、と調理台を叩たたいて立ち上がった。

「え、ええと、じゃあ、お兄ちゃんも少しは労われるべきです！」

「はい？」

　唐突な宣言に、夕也は首を傾かしげる。

「だ、だから、あたしが労ってあげるって言ってるんですっ」

「そりゃまあ、気持ちは嬉うれしいけど、あんまり時間ないよ？」

「気持ちだけじゃダメです！　こういうことはちゃんと実行しないと！　だから、冬休みまでに時間を作ってください！　テストが終わって冬休みに入ったら、で、で、で、デートをするんですっ」

「なるほど。冬休みの最初っていうと、ちょうどクリスマスだしね」

「はい！　あ、そういえば、沙さ月つきちゃんとの件での『なんでも一個言うことを聞く権利』の約束、覚えてますよね!?」

「恋子が帰宅しない部を辞めるって言いだしたときのアレだね。もちろん覚えてるよ」

「じゃあ、その権利を使ってでもデートをしてもらいます！」

「いやいや、彼氏と彼女がデートするのにそれはおかしいでしょ。その『お願い』を使わなくても大丈夫だよ。僕だって恋子と遊びに行きたいしね」

　彼氏、という単語に反応して、また恋子の顔が急激に赤くなってモジモジし始めた。

　途と端たんに夕也まで気き恥はずかしさに襲われて目を泳がせる。

「あらあら、ずっと一緒に寝ね泊まりしていたわりには初うい々ういしいわね。見ているこっちが恥ずかしくなってくるわ」

　ドアの方から飛んできた声に、夕ゆう也やも恋れん子こもビクッと身を竦すくませた。

「ちょ、生徒会長!?　い、いったいいつからそこにいたんですか!?」

「クリスマスにデートをする辺りかしら」

「なっ、ぬっ、盗み聞きとかサイテーです！　っていうか、わざとですよね！　邪じや魔ましに来やがったんですよね！」

「そんな言い方、悲しいわ。お腹なかが空すいたから、ちょっと早いかなと思ったけど来てしまっただけよ」

「ダウトですっ」

　琴こと音ねは苦笑しながら、

「今はまだそんなに警戒しなくてもいいわよ。わたくし、木き滝たきさんよりも前に告白して、夕ゆうくんに振られてるもの」

「えっ」

　驚いた顔で、恋子が夕也の顔を見た。

「……ええと」

　夕也はちょっと気まずそうに、しかし照れて赤く染まった頬ほおを掻かいた。

「もっとも、だからって別に諦あきらめたわけじゃないから、隙すきあらば略りやく奪だつするつもりでいるけれど」

「警戒しないわけにいかないじゃないですかっ」

「あくまで『今は』よ」

「なんの気休めにもならねーですーっ!?」

　と、そこへ琴音の背後、廊ろう下かの方から、

「あーっ！　琴こと姉ねえ様、私もさんざん行くなって言われて我が慢まんしてたのに、なんでもう来てますの!?　ずるいですの！」

　そんな耶や宵よいの声を筆頭に、大勢の足音や話し声が聞こえてきた。

「みんな来ちゃったみたいだね」

「もーっ！　みんなして邪魔するんじゃねーですーっ！」

　途と端たんに賑にぎやかになった家庭科実習室で、夕也が困ったように苦笑する。

　そんな光景を一歩退ひいたところから見ていた更さら紗さと沙さ月つきは、

「結局こうなるんですね……」

「そうね」

　と顔を見合わせるのだった。
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　ご飯の上にわさび醤じよう油ゆで和あえたアボカドと赤身のマグロを乗せて、その上に白ごまをぱらりとかけて、お好みで刻んだ大葉を乗せる。

　忙しい合間にもパッと作れる簡単丼である。

　それに豆腐の味み噌そ汁しると、ゆすらが採ってきてくれたキノコのバターソテーというメニューの夕食が始まった。

　鎮ちん魂こん祭さいが終わって平常モードに戻り、全校の生徒たちは家に帰っている。それは学食も同じで、帰宅しない部の食事事情も家庭科実習室で夕ゆう也やの手料理を食べるといういつもの流れに戻っていた。

　そんなわけで、生徒会の仕事で遅くまで残っていた左さ京きようと右う京きよう、同じく生徒会の仕事を夕也と手伝っていた雅まさ紀きも交えての夕食である。

「ああ、美お味いしいわ」

　一口アボカド丼を食べるなり、琴こと音ねがうっとりした。

「うわ、すごいですね……！　濃のう厚こうです！　まったりです！　アボカドって全然果物って感じじゃねーです！」

　恋れん子こも目を丸くして驚きよう愕がくした。

「うん、醤油で和えちゃうと特にね。アボカドと合わせるならさっぱりした赤身がいいと思ったのは正解だったかな」

「がう。お代わり」

「あっ、部長さんずるいですの！　私もお代わりですの！」

「はいはい、順番にね」

「ゴチになってるボクが言うのもなんだけど、キミたちはもう少し味わって食べるってことを覚えた方がいいんじゃないかなあ」

「まあ、この美う味まさだ、無理もないだろう。あれだけ美味しそうにガツガツ食べるというのも、最大の賛さん辞じの一つというものだ」

「実際、美味しいものを食べてるときって言葉はなくなりますよね……」

　眼鏡に三つ編みの更さら紗さも、舌した鼓つづみを打ちながら双子の言葉にうなずいた。

「そうね。カニとか」

　そう言った沙さ月つきに、

「あれは殻から身を取る作業に集中してしまうからでは……」

　そうツッコミを入れた雅紀だったが、一ひと睨にらみされて「なんでもないです」と黙り込んでしまった。

　そんな話をしている面々に、夕也は笑顔で、

「まあ、褒ほめて残されるよりは、無言でがっつかれる方が嬉うれしいのは確かだよ。あ、みんなも、左さ京きようさんも右う京きようさんも、ゆすらと耶や宵よいに全部食べられちゃう前にお代わりしてね」

　そんなこんなで賑にぎやかな食事もたけなわになった頃、琴こと音ねが、

「そう言えばね、桜さくら江えさん、夕ゆうくん」

　と話を切り出した。

「何？」

「もう少し理事会の仕事が落ち着いたら、本格的に学校でやる販売事業のための会社を興おこそうと思うの」

　さも普通に言った琴音の提案に、全員が驚いて目を丸くした。

「な、何を言ってるんですか生徒会長。高校生なのに会社とか……」

　あわあわとうろたえた恋れん子こに、琴音はにっこりと微笑ほほえんだ。

「あら、わたくしたちはとっくに勤労を認められている年齢なのよ？　帰宅しない部だって、夏休みにアルバイトをしたでしょう？」

「それはそうですけど、あくまでバイトはバイトじゃねーですか……」

「一緒よ。形態が違うだけで、労働には違いないわ」

「で、琴こと姉ねえ。なんでその話を僕とゆすらに振ったの？」

「ええ、それはね、その会社の主な業務が、『秋あき月つき学がく園えんの生徒の作品をプロデュースすること』だからよ」

「ああ、鎮ちん魂こん祭さいでプレゼンしたゲームとか？」

「ええ。会社の設立が間に合えば、最初の仕事はあれの販売になるわね。今、創作系の各部活動に話を持ちかけているの。それで、そうした部活の人たちから、〆しめ切きり間ま際ぎわや追い込みのときに泊まり込みで作業に集中できるように、帰宅しない部に籍を残せないかって打診されているのよ」

「あー、なるほど」

「彼ら的には、こうしてご飯を食べさせてもらったり、夕くんたちと一緒に何かをしようとまでは考えていないそうよ。ただ、忙しい時期に学校に寝ね泊まりして作業ができる権けん限げんが欲しいだけみたいで」

「幽霊部員みたいなものですか？」

　恋子が首を傾かしげながら訊きいた。

　その恋子に、沙さ月つきが、

「権利だけは主張している辺り、図ずう々ずうしい幽霊ね」

　と苦笑した。

「で、どうかしら？」

　琴音に重ねて問われて、ゆすらは口いっぱいに入れたアボカド丼をもむもむとマイペースに咀そ嚼しやくし、呑のみ込こんで、

「……ユウに任せる」

　とだけ言って、またアボカド丼を掻かき込み始めた。

　──あれ？

　妙な違和感に、夕ゆう也やは首を傾かしげた。

　──任せる……？

　これまで、帰宅しない部が動くにあたって、ゆすらが夕也の考えを採用することは少なくなかった。しかし、そういう場合でも、最終的な意思決定はゆすらが下していたのだ。

　なぜなら、帰宅しない部という群れのボスはゆすらだから。

　──なのに……。

　もしかしたら、群れの問題というより学校の問題と認識して、夕也たちに任せた方がいい、と考えているのかもしれない。

　──でも……。

　何かが引っかかるような感覚が残って、落ち着かない。

「と、部長は言っているけれど、夕ゆうくん、どう？」

　琴こと音ねに声をかけられて、夕也はハッと思案から引き戻された。

「え？　あ、うん。いいんじゃない？　頑張る人は応援するよ」

「ありがとう、助かるわ」

「お礼を言われることでもないよ。その話、別に僕らが何かをしなきゃいけないわけじゃないんだし、この学校のためでもあるしね」

「私も、何か特許でも取れそうなものを考えてみようかしら。そしたら、生徒会長の会社で商品化してもらえるんでしょ？」

　沙さ月つきが冗じよう談だんめかした口調で言った。

「あれなんか即売れるんじゃないですか？　ほら、あの式神を見せてた機械」

　沙月が恋れん子こに食ってかかったときに使った、スモークに映像を投とう影えいする装置である。ライヴなどで演出に使われるスモークを発生させる装置にプロジェクタを組み合わせた代しろ物ものなのだが、何しろ立ちこめたスモークに鮮明な映像を投影できるだけの精度がすでにオーバーテクノロジー級だった。

「あれは密室でないと今ひとつだから、お金を取れるレベルじゃないわ」

「いやいやいやいや、充分すごいですって！」

　恋子の言葉に、実際にその装置と映像を見ている夕也、ゆすら、琴音、耶や宵よい、更さら紗さが深くうなずいた。

「自分が納得してないものでお金を取ろうなんて、私のプライドが許さないわよ」

「うふふ、まあ、いきなり手広くビジネス展開することはできないけれど、いずれは土つち御み門かどさんの発明品や夕ゆうくんのお料理なんかも扱えるようにしたいわね」

「僕の料理が売り物になるの？」

　夕ゆう也やが首を傾かしげた。

「何を言っているのだ？　貴き君くんの料理が一番金を取れるだろう」

　呆あきれ顔で左さ京きようが言った。満場一致で夕也を除く全員がうなずく。

「……ユウの料理は美お味いしい。お代わり」

　と、ゆすらが空になった丼をずいっと差し出した。

「こんな美味しいお料理を出すお店が近くにあったら、確実に通いますよ……」

　ゆすらとは対照的に、食べ終わった箸はしをそっと置いて、更さら紗さが言う。

「そうですの。お客さんとして来てた有名美食家にも褒ほめられてましたの！」

「そんな人来てたっけ……？」

「兄にい様さま、気付いてませんでしたの!?」

「わざわざ厨ちゆう房ぼうからキミを呼んで褒めてたでしょ」

　右う京きようの言葉に、

「ああ、あの和服に髭ひげのお爺じいさん……。そんな有名な人だったんだ」

　と、夕也は他ひ人と事ごとのように言った、

「今は有名店のメニューのお取り寄せとかもあるからな。もし秋あき月つき学がく園えんブランドを掲かかげて商売をするなら、夕也の料理は看板にだってなるんじゃないか？」

　雅まさ紀きもそう言いつつ、味み噌そ汁しるの最後の一口を飲み干した。

「まあ、実際、学食レストランで出した定食は好評だったからねー。結構問い合わせとかあるみたいだよ？　鎮ちん魂こん祭さいに行けなかったんだけど、なんとか食べることはできないか、って。上う手まく商品化できたらホントに目玉商品になりそうだよね」

　そう笑う右京に、夕也は困った顔をした。

「そう言ってもらえるのは嬉うれしいけど、あのレシピを作ったのは僕だけじゃないよ。みんなで話し合って決めたんだから」

「うふふ、いずれにしても、育そだて甲が斐いのあるビジネスの種がたくさんあって嬉しいわ」

「しかし、生徒会長殿。そこまで具体的な話が出るということは、理事会の仕事は落ち着きそうなのですか？」

「ええ、だいぶ大詰めに入ってきた感はあるわね。新体制でのルールさえ決まってしまえば軌き道どうに乗るはずよ」

「本当ですか!?　ってことは、もうすぐお兄ちゃんの生徒会お手伝い生活も終わりってことですよね!?」

　食いつき気ぎ味みに訊きいた恋れん子こに、琴こと音ねはイタズラっぽく微笑ほほえんで、

「ああ、でももう少し長引かせちゃおうかしら？　クリスマスくらいまで」

「うぐぐ、なんという腹黒さ……！」

「まあ、そういう冗じよう談だんはさておき」

　こほん、と一つ咳せき払ばらいをして、琴こと音ねはまだアボカド丼（四杯目）を食べているゆすらを見み据すえた。

「ねえ、話は変わるんだけれど、桜さくら江えさん。桜江さんは、この学校に編入したときに編入試験は受けたかしら？」

「……？」

　もしゃもしゃと口いっぱいに頬ほお張ばったアボカド丼を咀そ嚼しやくしながら、ゆすらは興味なさそうに首を傾かしげた。

「会長、なんでそんなことを訊きくのさ？　編入した以上、編入試験を受けてないはずないじゃん」

「ええ、本来は右う京きようさんの言う通りよ。でも、どうやらお祖じ父い様さまが桜江さんの経歴を面白がって、一存で編入を許可してしまったらしいの」

　ゆすらを除く全員が「はあ？」と首を傾げた。

「いやまあ、お祖父さんらしいといえばらしいけど……」

「笑いごとじゃないのよ？　理事会で色々洗い直しているときに発覚したのだけれど、そうとわかった以上は黙認はできない、と他の理事たちに厳しく言われてしまったわ」

「ええと……ゆすら先せん輩ぱい、どうなっちゃうんですか？」

「まさか、退学なんてことは……」

　不安げに、更さら紗さが訊いた。

「さすがにそれはないわ。でも、編入試験は期末試験が終わった後にでも受けてもらうことになるわね。テストの後にテストというのは気が滅め入いるかもしれないけれど」

「琴こと姉ねえ様、もし部長さんの試験の結果が悪かった場合にはどうなりますの……？」

「……」

　困ったように琴音は一瞬黙り込んで、

「最近の桜江さんの成績を見る限り、よほどのことがない限りそんなことにはならないと思うわ。これはあくまで形式的なものよ」

「まあ、そうだよね。一学期こそゆすらは平均点ラインをうろうろしてたけど、それは日本語が得意じゃなくて問題を読めなかったり答えを書けなかったりっていうのが原因だったわけで」

　二学期に入ってからはゆすらの日本語（読み書き）もだいぶ上達して、中間テストでは学年の上位三分の一くらいには食い込んでいる。今でも、夕ゆう也やが見る限り、テストのバツの半分は問題の読み間違いや答えの書き間違いである。

「確かに大丈夫そうですの。これが恋れん子こちゃんなら絶望的ですけど」

「どういう意味ですかっ！」

「悔しかったら、そんなことを言われないくらいに成績を上げればいいと思いますの」

「ぐ、ぐぬぬ……！」

「……ユウ、お代わり」

　悔しそうにうめく恋れん子この横で、ゆすらは他ひ人と事ごとのように食事を堪たん能のうし続けていた。



　　　　　　　　＊



　夕食も終わり、家庭科実習室には後片付け担当の夕ゆう也やと恋子が残った。

　最後までその人選に異議を唱えていた耶や宵よいは更さら紗さと沙さ月つきに両腕をガッチリホールドされて強制退場させられ、左さ京きよう、右う京きようと雅まさ紀きは帰宅の途についた。

「ええと……」

　二人並んで皿を洗いながら、恋子は、

「なんか、体ていよく後片付けを押しつけられてるって気もしますよね」

　と照れ隠し気ぎ味みに言った。

「まあ、みんなに気を遣つかわせてるんだし、そのくらいは仕方ないよ」

「それはそうですけど」

「それに、こういうのも悪くないんじゃない？　一緒にご飯の後片付けなんて、普通のカップルはなかなかしないんじゃないかなあ」

　恋れん子こはそう言われて顔を赤くして、

「そ、そ、そ、そうですね……！　ま、ま、まるで新婚さんみたいで……」

　と後半は尻すぼみにゴニョゴニョとなってうつむいた。

「え？　何？」

「なっ、なんでもないでひゃあっ！」

　あたふたして拭いていた皿を取り落としそうになり、恋子はあわあわしながらも、ギリギリでなんとか落とさずキャッチした。

「大丈夫？」

「は、はい……なんとか」

「気をつけてね。破は片へんで怪け我がでもしたら大変だし」

「はい……面めん目ぼくねーです」

「いや、割ったわけじゃないし、怪我をしなかったならそれが何よりだよ」

　そして会話が途切れ、皿を洗う水音だけが家庭科実習室を支配する。

　となりにいる、というだけで発生する照れくささに、なかなか夕ゆう也やは慣れることができなかった。

　いつも通りに、と思えば思うほど意識してしまい、口数も減ってしまう。

「え、ええと」

　沈ちん黙もくに耐えかねたのか、ややわざとらしく恋子が言った。

「そういえば、ご飯の前に話した、で、で、デートでは、どこに行きたいですかっ!?」

「え？」

　夕也は首を傾かしげて、

「恋子はどこか行きたいところとか、何かしたいこととかないの？」

「あたしのことはいいんですよ。忙しいお兄ちゃんを労ねぎらおうって趣しゆ旨しなんですから」

「でも、僕しか楽しめなくても仕方ないでしょ。一緒に楽しめることを考えなきゃ」

「だから、あたしのことは……」

「恋子が僕に喜んでほしいって思ってくれてるように、僕だって恋子が楽しんでくれた方が嬉うれしいんだよ」

「え、えーと、気持ちは嬉しいんですけど……」

　頬ほおを染めて、恋子はモジモジとうつむいた。

「ちょっと前なら、一緒に発はつ掘くつデートなんて選択肢もあったんだろうけどね」

「うわー、色気もなんにもないデートですね。雰ふん囲い気きも何も全部無視ですか」

「でも、発掘に精を出してた頃なら、人手が増えたら嬉しかったんじゃない？」

「それはそうですけど……。いやいや、でもやっぱりそんなデートはありえねーです」

「まあ、あんまり奇をてらわなくても、行きたいお店とか観みたい映画とか、最初はそんなのでいいんじゃないかな」

「なんか、紆う余よ曲きよく折せつしたわりにはすっごく普通ですねー」

　恋れん子こは呆あきれ気ぎ味みに苦笑して、

「お互い、初心者だからね」

　と夕ゆう也やも苦笑いで応じた。

　その瞬間。

「……あれ？」

　何かが聞こえた気がして、夕也は首を傾かしげた。

「どうしたんです？」

「いや、今、何かが……」

　皿洗いを中断して、手を拭きながら夕也は窓まど際ぎわへと歩み寄った。

　窓を開ける。

　すると、冷たい夜風とともに、

「あおぉ───────────────────────────ん」

　という遠とお吠ぼえが家庭科実習室に舞い込んできた。

「ゆすら先せん輩ぱいですかね？」

「だろうね。屋上から聞こえてくるっぽいし。でも、どうしたんだろう？　ここしばらく遠吠えなんかしてなかったのに」

「そういえば、久しぶりに聞きましたね」

　何度も何度も響くその遠吠えは、夕也の耳にはなんだかもの悲しく聞こえた。

　まるで、泣いているように。

　──遠吠えは仲間への呼びかけ。

　かつて、ゆすらはそう言っていた。

「誰だれに、何を呼びかけているんだろう……」

　星が瞬またたく夜空を見上げて、夕也はそう呟つぶやいた。

　そんな夕也の背中を、恋子はただ不安そうにジッと見つめていた。



　　　　　　　　＊



　それから何週間か後、二学期の期末試験もだいぶ近づいてきたある日の夜中。

　いつもは起こす側の恋子が、ゆすらに揺すられて起こされた。

「どうしたんですか……？」

　目をこすりながら、恋れん子こはむくりと上体を起こした。

「……トイレ」

「は？」

「……ユウは最近すごく疲れてる。だから、私が一緒に行く」

「ええと……確かにそれはその通りで、お心こころ遣づかいは痛み入るんですけど、それをこっちのタイミング無視で言われても……」

　夕ゆう也やが疲れているのは、自分とのデートの約束の日を空けるために頑張っているからだということは恋子にもわかっていた。

　だから、ぐっすり寝ねているところを起こしたくない、というのは恋子も同感だった。

　とはいえ、いつかのように沙さ月つきを呼び出すのも気が引ける。

「……行かない？」

「いえ、まあ、せっかくなんでお願いしますけど……」

「がう」

　疲れている夕也や琴こと音ねを起こさないように、静かに二人は部室を出た。



　妙な気分だった。

　──ゆすら先せん輩ぱい……どうして、急にトイレに行こうなんて言い出したんです……？

　二人で静まり返った暗い廊ろう下かを歩きながら、恋子は首を捻ひねった。

　しかも、夕也とデートの約束をした日以来、ゆすらはたびたび屋上で遠とお吠ぼえをしている。

　──あのとき、ゆすら先輩がお兄ちゃんにあたしと付き合えなんて言ったことも意味不明なままです……。

　そのことは以前にも一度訊きいたが、ゆすらの答えに恋子は納得していなかった。

　ずっと、ゆすらは夕也のことが好きだったはずだ。

　それは夕也以外の誰だれの目にも明らかだったし、特に夏以降はゆすら自身も恋心を自覚していたはずだった。

　少なくとも、恋子にはそう見えた。

　だからこそ、沙月と「一番の強敵」と見なして警戒していたのだ。

　事実、夕也はゆすらが好きだったのだ。

　──なのに。

　すっきりしない。

　正々堂々と勝負して勝つつもりでいた。それが、あんなふうに肩すかしを食らったのだ。

　せっかく夕也の彼女の座を手に入れたというのに、釈しやく然ぜんとしない。どうにも、手放しで喜べない。

　──それが、あんなふうに身を引いて、自分は寂さみしげに遠吠えとか……。

　何もかも、わからないことだらけだった。

　恋れん子こは夕ゆう也やのように物ごとを理論立てて考えることは得意ではないが、それでも、最近のゆすらがちょっといつもと違っていることは肌で感じ取っていた。

「あの」

　意を決して、恋子は一緒に歩いているゆすらにそう声をかけた。

「……がう？」

「なんで最近になって、また遠とお吠ぼえを始めたんですか？」

　ゆすらは恋子から目を逸そらして、

「……なんとなく」

　と素そっ気けなく答えた。

「ダウト！　遠吠えってなんとなくでするものなんですかっ!?」

「……そういう気分のときもある」

「じゃあ、また訊ききますけど、なんであのとき──」

「……それより、恋子」

「は？」

「……あとで話す機械の使い方を教えて」

　一瞬、恋子は言葉を失った。

「相あい変かわらず自由なタイミングで話を振ってきますね……。話す機械って、携帯電話のことですか？」

　ゆすらはふるふると首を横に振った。

「……携帯じゃないヤツ」

「携帯じゃない……？」

　少し考えて、恋子は、

「ああ、生徒玄関のところにある公こう衆しゆう電話ですか？」

　と聞き返した。

「がう。それ」

「別にいいですけど……誰だれにかけるんです？」

「……パパとママ」

「あー。まあ、親元離れて結構経たちますもんね。……あれ、ってことは海外ですか？　あの電話、国際電話って対応してましたっけ？」

「……知らない。けど、パパとママはまだ日本にいる」

「え、そうなんですか？」

「……たぶん。猫ショーのときに会った。鎮ちん魂こん祭さいにも来てた」

「え、もしかして鎮魂祭の猫ショーも見に来てたんですか？　まあ、それなら問題はないと思いますけど」

「……恋れん子こは使い方知ってる？」

「ええ、大丈夫だと思いますよ？　携帯持ってるから、あんまり使ったことないですけどね、公こう衆しゆう電話とか」

「……じゃあ、今お願い」

「今ですか!?　明日とかじゃダメなんですか？」

「……明日もパパとママが日本にいるとは限らない」

「ああ、なるほど」

「……日本を出たら、どこに行くのか見当も付かない」

「は？」

「……この前、海底がどうとか言ってた」

「今度は何と戦うつもりなんですか……？」

「……邪じや神しん？　旧支配者とか？」

「意味がわかりませんよ。でもまあ、そういうことなら。でも、せめてトイレの後でいいですか？」

「がう」

　かくして、二人はトイレに行き、帰りに生徒玄関まで足を延ばして、ゆすらは無事に電話の使い方を教わって両親と連絡を取った。

　──何を話してるんです……？

　電話機のすぐ側そばで見守っていた恋子だったが、ゆすらが受話器に向かって何を話しているのか理解できなかった。なぜなら、ゆすらは英語で話していたから。

　ただ、唯ゆい一いつ聞き取れたエアポートという単語が、妙に心をざわつかせた。

　そして部室に戻って、毛布にくるまってから、恋子は訊きこうとしていた質問を口にしそびれたことに気がついた。

　だが、それに気がついたときには、すでにゆすらは寝息を立て始めていた。








　　　　第四章　学園クリスマス・イヴ



　忙しい日々ほど、過ぎ去るのも早い。

　琴こと音ねの理事会の仕事がある程度目め処どがついたとはいっても、試験も迫ってくるとなれば、結局忙しさは大して変わらないのだった。

　そうして一日過ぎ、二日過ぎ、試験の日がやってきて、試験が終わり、冬休みがやってきた。

　それはすなわち、クリスマス・イヴがやってきたということだった。

　夕ゆう也やはクリスマスソングがひたすら流れ続けるショッピングモールのフードコート内、鯛たい焼やき屋の前で、壁にもたれて腕時計を見た。

　午前一〇時三十五分。

　約束の時間から五分が経過している。

　ふと顔を上げると、息を切らして走ってくる淡あわい──限りなく白に近いピンク色の塊かたまりが目に入った。

　そんな可愛かわいらしい色のダッフルコートを着た恋れん子こが夕也の目の前で急ブレーキをかけ、ぺこりと頭を下げた。

「すっ、すみません！」

「いや、全然待ってないよ」

「でも、遅刻は遅刻ですし！」

「っていうか、学校から一緒に来ればよかったんじゃないかなあ……？」

「そんなのダメです！」

　すごい勢いで顔を上げて、恋子は断言した。

「待ち合わせをしないデートなんて間違ってますっ！　どんな少女マンガだって、同居してる主人公とヒロインのデートでさえも、待ち合わせから始まるのが鉄板のお約束ですからっ！」

「まあ、その主張を含めた一連のやりとりもお約束だけどね」

「ええと、っていうか、それをやりたかったっていうのもあります」

　あはは、と顔を見合わせて笑って、二人は見つめ合っていることに同時に気付き、揃そろって顔を赤くした。

「き、今日は寒いですね！」

　唐突に、脈みやく絡らくもなく、緊きん張ちようしまくりの顔で恋子が言った。

「う、うん、そうだね。なんかすごい寒かん気き団だんが来ていて、雪が降るかもって天気予報では言ってたけど」

「そうなったらホワイトクリスマスですね！」

「だね」

　上うわ滑すべりしていく会話がことごとく気き恥はずかしい。

　何か次の話題はないものか、と、

「ええと、なんか懐かしいね。ここに来ると、帰宅しない部結成当初を思い出すよ」

　照れて目を逸そらしつつ、夕ゆう也やは言った。

「ああ、ドラム缶風呂を作るのにすのこを買ったときですね」

　恋れん子こも、赤い顔のまま、そう答えつつ視線を泳がせる。

「そうそう。鯛たい焼やきを食べてね」

　ふと、夕也の脳のう裏りにゆすらの顔が思い浮かんだ。

　──編入試験、始まった頃かな。

　琴こと音ねは形式的なものだと言っていたし、ゆすらの学力ならばよほどのことがない限り失敗することもないだろうとわかっている。

　それでも。

　妙な胸騒ぎが、言いようのない不安が、どうにも心から消えなかった。

　ことあるごとに、ゆすらの切なげな遠とお吠ぼえが耳に蘇よみがえってきて、その度に夕也は息苦しさのような感覚に襲われるのだ。

　そんな夕也の袖そでを、少し不安げな顔をして恋子がきゅっと掴つかんだ。

　しかし、その表情を隠すように笑って、

「た、たった三人で籠ろう城じようを考えていたことを思えば、全校生徒で帰宅しない部とか、なんかありえない展開でしたよね」

　と言った。

「うん、そうだね」

　デート中にもかかわらず、ゆすらのことを考えてしまったことにちょっぴり後ろめたさを感じ、夕也は申し訳なさそうにうなずいた。

　そして、なんとなくお互いが黙ってしまい、妙に気恥ずかしい沈ちん黙もくが訪れた。

「な、なんか照れますね……」

　モジモジしながら、恋子はうわずった声で言った。

「う、うん。ええと、今日はどこに行くんだっけ？」

「あ、言ってませんでしたっけ？」

「うん」

　今回は初デートながら、鎮ちん魂こん祭さい以降忙しく働き続けていた夕也を労ねぎらう、という趣しゆ旨しで、プランニングは恋子がすべて引き受けていた。

「まず映画を観みます」

「ああ、だからここなんだ。ってことは、こっちだね」

　夕ゆう也やはショッピングモールに併設された映画館への通路を指さした。

「はい。あ、でも、上映までまだちょっと時間があるんで、お茶でも飲みませんか？　あっちの方に新しい喫きつ茶さ店てんがオープンしたらしくて」

「へえ、そうなの？」

「はい。クラスの女の子たちがイチゴのケーキが美お味いしかったって言ってたんです。ほら、その、クリスマス・イヴですし！」

「ケーキくらいなら言ってくれれば作るのに」

「デートのときくらいは調理担当から外れなきゃダメです。っていうか、あたしがプラン立ててお兄ちゃんにケーキ作ってくださいって、ダメすぎじゃないですか」

「そうかな？」

「そうですよ」

「まあ、評判のお店の料理を食べるのも勉強になるかな」

「お兄ちゃんはどこを目指してるんですか……？　難しく考えないで気楽に楽しめばいいじゃないですか」

「性しよう分ぶんなんだよ」

　苦笑いする夕也の腕を、恋れん子こは顔を真っ赤にしながらガッチリと掴つかんで、

「と、と、とにかく、行きましょうっ」

　とうわずった声で言い、ぐいぐいと引っ張り始めたのだった。
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　夕也を引っ張って入ったロッジ風の喫茶店は、開店から三〇分程度しか経たっていないにもかかわらず、すでに半分以上の席が埋まってしまっていた。

　木目が目立つ店内には、コーヒーの香りと各テーブルからのお喋しやべりの声が満ちている。

　薄暗い店内の奥の席に向かい合うように座って、恋子と夕也はそれぞれメニューを広げた。

「やっぱりお薦すすめされたイチゴのケーキを食べるべきでしょうか。イチゴのケーキっていうと、ショートケーキですかね？」

「でも、メニューにはイチゴのタルトっていうのもあるよ」

「あ、本当です！　むむむ、これも捨てがたいです……！」

「じゃあ、一個ずつ頼んで半分こしようか」

「あ！　そ、それがいいですっ」

　ガバッとメニューから顔を上げて、恋子は大声で言った。

「それ、超恋人っぽいです！　これぞデートって感じですっ」

「いや、その、恋れん子こ、声が大きいって」

「へ？」

　そう言われて気がつけば、周囲のお客さんたちが恋子と夕ゆう也やの方に必要以上に温かい視線を向けながら、「可愛かわいいわね、初デートなのかしら？」とか「きっと付き合い始めたばっかりなのよ」とかヒソヒソ言い合いつつクスクスと笑っていた。

　それに気付いて、恋子は頭から湯ゆ気げが上がりそうなほど顔を真っ赤にしてうつむいた。

　それがまた初うい々ういしく見えたようで、周囲のクスクス笑いと生温かい視線はさらに加速していく。

「と、とにかく注文しちゃおうか。僕は飲みものはホットコーヒーにするけど、恋子はどうする？　コーヒーよりココアとかの方がいい？」

「あ、は、はいっ、じゃあそれで！」

　やはり笑いを堪こらえている店員さんを呼んで、夕也はイチゴのショートケーキとタルト、そしてコーヒーとココアを注文した。

　その間も、恋子は恥ずかしさに顔を赤くしてずっと下を向いていた。

「え、ええと、色々すみません……」

　注文を取り終えた店員が立ち去るのを待って、恋子はうつむいたまま小さな声で言った。

「いや、気にしないで」

　困ったように鼻の頭を掻かいて、夕也も黙り込んだ。

　微妙に居心地の悪い沈ちん黙もくが訪れる。

　その沈黙を破ったのは、「あ、僕らのケーキが来たみたいだね」という夕也の声だった。

　ケーキの到来とその声に救われたような気がして、ホッとして恋子は顔を上げた。

「わ。お、美お味いしそうですね」

　タルトは生き地じが見えないほど、イチゴ山盛りだった。ショートケーキの方も、一個上にイチゴが載っているだけではなく、綺き麗れいにカットされたイチゴが生クリームの上にいくつも並んでいる。

「うん、さすがプロの仕事だよね」

　その言葉のニュアンスに、夕也が以前作ったイチゴのタルトと比べて言っているのだ、と恋子も気がついた。

　まだ帰宅しない部が三人だけだった頃、ゆすらが学校の裏山から採ってきた山盛りのイチゴを使って家庭科実習室で作ったタルト。

　──あのときは、ゆすら先せん輩ぱいがイチゴを雑に並べちゃって、こんな綺麗にはなりませんでした……。

　そのときの楽しかった記憶が蘇よみがえってきて、自然と恋子の口元が綻ほころんだ。

　そして、そんな自分に気がついて、デート中でも夕ゆう也やがゆすらのことを心配してしまうのは仕方がないのかな、と思った。

　一緒に寝ね泊まりするようになって、まだ一年も経たっていない。

　しかし、その間に色々なことがありすぎた。

　もう、一緒にいることが当たり前になりすぎている。もしかしたら、実の家族よりも。

　そのゆすらが、自分に恋人の座を譲ゆずってくれた。

　その事実を思い出して、ちくりと胸が痛んだ気がして、恋れん子こは小さくため息をついた。

「ええと、半分ずつに切り分けちゃっていいかな？」

　不意打ちのように夕也に言われて、

「あ、はい」

　と恋子は慌てて返事をした。

　夕也が切り分けてくれたケーキを口に運ぶ。

　緊きん張ちようと、急に心に湧き上がってきた後ろめたさで、ケーキの味などよくわからなかった。

　ただ、甘いはずのココアが、まるでコーヒーのように、やけに苦く感じられた。

　ケーキについてもコーヒーについても、夕也も何も言わなかった。

　二人して、黙々とケーキを食べ、合間に飲みものを飲み込む。

　ケーキの甘さを洗い流すように夕也がコーヒーを一気に飲み干して、空になったカップをソーサーの上に置いた。

　その一連の動きを、コーヒーを嚥えん下げする喉のど仏ぼとけの動きや、カップを持つ指先の力の入り具合などを、恋子はジッと見つめていた。

　夕也は何を思っているのだろうか。

　夕也も、自分が感じるようなドキドキや後ろめたさを感じているのだろうか。

　だとしたら、そのどちらが強いのだろうか、と。

　だから、気づいた。

　いや、より正確には、待ち合わせ場所ですでに気づいていた。

　夕也の心が、ときおりどこかへ行ってしまうことに。

　そのどこかが、ゆすらのところであることに。

　夕也にとってもまた、ゆすらは一緒にいるのが当たり前な存在になっているのだ。

　今も、夕也は空になったばかりのコーヒーカップを口へ運ぼうとしていた。

「ここ、コーヒーのお代わりは自由ですよ。店員さん呼びます？」

「え？」

　恋子に言われてようやくコーヒーが残っていないことに気づいたらしく、夕也はきまり悪そうに笑った。

　──ゆすら先せん輩ぱいの編入試験と、デートの日はずらすべきでした……。

　今になって、恋れん子こは少し後悔した。

　恋愛に関しては恐ろしく察しが悪い夕ゆう也やだが、それ以外の面では何度も『奇跡』を起こしてしまうほどに頭が回るのだ。恋子ですら感じているゆすらの変調に気づいていないはずがない。

　そして気づいた以上、それが単に仲間だからなのか、異性としてなのかはさておき、気にするなという方が無理というものだった。

　──でも。

　今だけは、自分だけを見てほしいと思うのはわがままだろうか。

　自分自身もゆすらのことを思い出してしまうというのに、夕也にはそうしないでほしいと願う自分がひどく身勝手なような気がして──、

　恋子が飲んだココアの最後の一口からは、ますます甘さが感じられなかった。



「で、何を観みるの？　恋子のチョイスってことはやっぱりアニメ？」

　ケーキを食べ終わって喫きつ茶さ店てんを出て、夕也は訊きいた。

「そうですけど、世界に名を馳はせた巨きよ匠しようの作品だから大丈夫ですよ！　大人の評判も良いいみたいですから」

　気持ちを切り替えようと、努つとめて明るく恋子は答えた。

「なるほど。時間は？」

「チケットも買ってありますし、まだ余裕はありますよ」

「じゃあ、ポップコーンや飲みものも買えそうだね」

「はい。あ、えーとですね……その、ポップコーンなんですけど、その、一つやってみたいのがあるんですけど……」

　今まで以上にモジモジしながら、恋子が夕也の反応を窺うかがうように言った。

「何？」

「その……カップル用のおっきいポップコーンがあるじゃないですか……」

「あー。あの、ちょっとしたバケツみたいな、二人分まとめて入ってるヤツ？」

「は、はい……。ダメですかね……？」

「いや、いいんじゃないかな？　ちょっと照れくさいけど……」

「えへへ。確かに、照れくさいですね……」

　二人は終始赤い顔で照れたまま、映画館の方へと向かって歩き始めた。
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　同じ頃。

「静かですね……」

　閑かん散さんとした帰宅しない部の部室で、眼鏡にお下げの更さら紗さが呟つぶやいた。

「そうね」

　沙さ月つきがうなずく。

　今、部室には二人しかいない。

　夕ゆう也やと恋れん子こはデート中だし、琴こと音ねは相あい変かわらず何かしら仕事があるし、耶や宵よいは要望が多かったために単独写真集を作ることが決まって写真部と教室で撮影している。

　左さ京きよう（と右う京きよう）は、剣道部の合宿が今日出発ということで準備をしているのだという。

　そしてゆすらは、今さらながらの編入試験を──

　静せい寂じやくを破って、部室のドアがばん！　と勢いよく開いて、琴音が駆け込んできた。

「桜さくら江えさんは!?」

「何を言ってるんですか、生徒会長。今頃、編入試験を受けているはずでしょう？」

　沙月が怪け訝げんな顔で言った。

「まさか……」

　更紗が、不安げに表情を曇くもらせる。

「ええ。試験場所に指定した教室に来ていないのよ！」

　更紗は愕がく然ぜんとして、沙月は呆あきれ顔で頭を抱えた。

「ど、どうしましょう……？」

　おろおろと更紗が訊きいた。

「とにかく、捜さがすべきやない？」

「そうね。とにかく、首に縄をつけてでも試験を受けさせないと……」

　更紗も沙月も、急いで立ち上がった。

「とにかく、二人は心当たりを片っ端から捜してみて。わたくしは全校放送で桜江さんに呼びかけてみるわ」

　更紗と沙月はうなずいて、すぐさま部室から飛び出していった。



　　　　　　　　＊



　夕也と恋子が映画を見終わって出てきたところに、琴音と耶宵と更紗と沙月とが待ち構えていたように駆け寄ってきた。

「な、な、何しにきやがったんですかっ」

　恋子が叫ぶ。

　その横で、

「みんなどうしたの？」

　と、夕ゆう也やは首を傾かしげた。

「違いますの！　別に非常事態にかこつけて撮影を切り上げて、デートの邪じや魔まをしにきたとかじゃありませんの！」

　耶や宵よいが早口で答える。

「はあ？」

「ごめんなさい、恋れん子こちゃん。実は面倒なことになってて、仕方なくここだって教えてしまったの」

　沙さ月つきも恋子を拝おがむようにして両手を合わせた。

「一体何ごとなんですか……？」

　面白くなさそうに、恋子が訊きく。

「桜さくら江えさんがどこにもいないのよ」

　と、琴こと音ねが困り果てた顔で答えた。

「えっ、じゃあ試験は？」

「だからみんなで捜さがしているんです……。このままだと、編入が認められなくて、桜江さんが学校にいられなくなってしまいます……」

「それで、もしかしたら夕ゆうくんたちのところに来てるかもしれないって、一いち縷るの望みをかけて来てみたのよ」

「そんな……。お兄ちゃん、ゆすら先せん輩ぱい見かけたりしました？」

「いや、見なかった……と思うけど」

「ですよね」

「もう、一体どこに行ってしまったのかしら……」

　困り果てたように、琴音は腕を組んで考え込んだ。

「そういえばさ、鎮ちん魂こん祭さいの頃から、ちょっとゆすらの様子がおかしい気がしたんだけど、みんなは何も感じなかった？」

　夕也はみんなの顔を見回したが、特に同意をする者はいなかった。

　恋子以外は。

　明らかに、恋子は表情を強こわばらせた。

　が、恋子も考え込むような顔をしただけで、何も言わなかった。

「おかしいって、何がおかしかったんですの？」

「うん、まあ、僕も色々あったからあんまり自信はないんだけど、ボスとしての決定権を放ほう棄きしていたように思うんだ。群れのボスであることにこだわらなくなったっていうか」

「そうかしら？」

　琴音が首を傾げた。

「というか、桜江さんってそんなことにこだわっていたんですか……？」

　そう訊きく更さら紗さに、夕ゆう也やはうなずいた。

「一緒に育ったオオカミのボスと別れ際に約束した、って言ってたんだ。自分も立派な群れを作るからって」

「じゃあ、あの人にとって、帰宅しない部は部活動というより自分が率ひきいる群れだったってことやの？」

「うん。だから僕らに意見を求めることはあっても、最終的な決定はゆすらが下していたんだよ。なのに、最近はまるで興味を失ったみたいに僕らに任せるような感じだった」

「でも、それは鎮ちん魂こん祭さいに絡んでいたり学校の運営に絡んでいたりすることが多くなってきたから、判断を琴こと姉ねえ様や兄にい様さまに任せたということじゃありませんの？」

「僕もそうかなって思っていたんだけど」

「そういえば、以前、桜さくら江えさんに訊かれたわ。卒業したら帰宅しない部はバラバラになってしまうのか、って。あのときはさほど気にも止めなかったけれど、そういう背景があるのだとしたら……」

「それで、琴姉はなんて答えたの？」

「普通に肯定したわ。ごめんなさい、わたくしのせいかもしれないわね。もちろん、卒業して別々の進路にそれぞれが進んでも、友達であることに変わりはない、とは言い添そえたけれど」

「いや、琴姉は何も悪くないよ」

　夕也は唇を噛かんだ。

　琴こと音ねのそれは、ごく一般的な、模も範はん的てきな回答である。

　しかし、群れを作ろうとしているゆすらにとって、バラバラになっても友達などという補足にはなんの意味もなかったのだろう。

　バラバラになってしまっては、きっとゆすらの感覚では群れとはいえないのだ。仲間と呼べるものではないのだ。

「あの……」

　おずおずと、更紗が小さく手を挙げた。

「最近、柊ひいら木ぎ君もずいぶん人望が出てきて、クラスのみんなとかから頼られるようになりましたよね……？」

「クラスでのことはわたくしにはわからないけれど、鎮魂祭に関して言えば、確実に中心人物だったわね」

「それが一体どうしたんですの？」

「いえ、その、もしかして、桜江さんは柊木君にボスの座を譲ゆずろうとしたのかな、ってちょっと思ったものですから……」

「でも、仮にそうだったとしても、編入試験をすっぽかす理由にはなりませんの」

「いや──それかもしれない」

　夕ゆう也やは顎あごに手を当てるようにして考えを回し続けながら、そう呟つぶやいた。

「僕らの感覚ではそうでも、きっとオオカミは違う。ボスの座を奪われたリーダーは、群れを離れることの方が多いんじゃないかな」

　全員の顔に緊きん張ちようが走った。

「もしそのつもりなら、編入試験を受ける意味なんかないわね。そもそも、学校から出て行こうとしているなら」

　琴こと音ねが眉み間けんに皺しわを寄せて言った。

「ちょっと待って！　いくらなんでも、そんな野生動物やないんだから……」

「いや」

　夕也は深刻な顔で、沙さ月つきの発言を遮さえぎった。

「ゆすらはオオカミと一緒に育った女の子だからね。最近はちょっと忘れがちだったけど、ゆすらの行動原理や価値基準は野生のオオカミにかなり近いんだよ……！」

　焦あせりが。

　不安が。

　止めどなく湧き出して、夕也の心を満たしていく。

　もはやそれは、顔色や態たい度ど、雰ふん囲い気き、そのすべてを通して外部へと漏もれ出してしまっていた。



　──ゆすら先せん輩ぱいが、いなくなるかもしれない。

　そのことだけでも充分に衝しよう撃げきだったけれど、何より恋れん子こを叩たたきのめしたのは、すぐとなりにいる夕也の表情だった。

　わかっていた。

　なぜ、修学旅行のときに夕也が耶や宵よいの誘ゆう惑わくに打ち勝てたのか。

　なぜ、琴音や武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんを敵に回してまで帰宅しない部を作ろうとしてくれたのか。

　──あたしのため『でも』あったかもしれない。でも。

　すべては──

　恋子は唇を強く噛かんだ。

　このまま、ゆすらがいなくなれば。

　そう思ってしまう自分がいる。

　──でも。

　ゆすらの顔が、意志とは関係なく脳のう裏りに浮かんでは消える。

　ドラム缶風呂で「服を脱いで入れ」と迫ってきたゆすらが。

　シャワーを浴びた後、洗い髪を拭こうともしない無む頓とん着ちやくなゆすらが。

　群れの仲間だから敬意を払う、と言って強引に仲間認定したときのゆすらが。

　夕ゆう也やの作った料理を美お味いしそうに頬ほお張ばるゆすらが。

　体育祭で、悔し泣きする自分の分まで頑張ってくれたゆすらが。

　帰宅しない部を辞める、と言った自分のために、自分の呪じゆ文もんを熊語で通訳してくれたゆすらが。

　修学旅行で、鎮ちん魂こん祭さいで、それから、それから──。

　一年にも満たない付き合いでしかないというのに、いったいいくつの夜を一緒に過ごしてきたのだろうか。

　──ゆすら先せん輩ぱいは、群れの仲間だ。友達だ。

　恋のライバルでもあるけれど。

　でも。

『……だから、恋れん子こなら、いい』

　そう言って、自分に一番大切なモノを譲ゆずってくれたのだ。

『……恋子が好きだから』と。

　──あたしは、このままゆすら先輩がいなくなってしまったら、きっと……。

　一生、死ぬほど後悔するだろう。

　夕也よりも、他の誰だれよりも、深く。

　唇を強く噛かんだ。

　そして意を決して、

「ねえ」

　恋子は、夕也の袖そでを引っ張って、かすれる声でそう呼びかけた。

「ゆすら先輩、この前、あたしに公こう衆しゆう電話の使い方を教えてくれって言ってきたんです。両親にかけるんだって言ってました。何を話してたかは、英語だったんでサッパリでしたけど」

　恋子の発言に、全員が息を呑のんだ。

「英語？」

　夕也が首を傾かしげた。

「猫ショーのときは、ゆすらはご両親と普通に日本語で話していたよ……？」

「どういうことですの？」

「もしかして、相手が違ったとか……？」

　更さら紗さが首を傾げた。

「あるいは、恋子に聞かれたくない内容だったか……。ゆすらが連絡を取りそうな相手となると、やっぱりご両親の可能性が高い気がするよ」

「部長さん、まさかご両親のところに帰るつもりですの……？」

「うん、状況から考えると、そのつもりかも……。側そばに恋れん子こがいたから、内容を隠そうとして、日本語以外の言葉で話したんだ」

「あの、桜さくら江えさんのご両親ってどこに住んでいるんですか……？」

「世界中の秘ひ境きようで冒険したり探検したりって話だから、定住してないんじゃないかな」

「夕ゆうくん、だとしたら、おそらく空港か港よ。どちらかは絞りきれないけれど……」

「うん──」

　夕ゆう也やが躊ちゆう躇ちよするように恋子の顔を見た。

　デート中だから、と恋子に気を遣つかっていることは明らかだった。

　──本当に、この人は……っ！

　今すぐ動き出したいくせに。

　ゆすらが心配で仕方ないくせに。

　それを、全部顔に出しているくせに。

　優しいということは、時として残ざん酷こくだ。

　行かないで──そう言って、ぎゅっと抱きつきたい。

　しかし、きっとダメなのだ。

　譲ゆずってもらってなお、心を掴つかむことができなかった。

　つまり、自分は負けたのだ。

　恋子は目め頭がしらが熱くなるのを感じながらも、負けたなら負けたなりの務つとめがある、と声を振り絞った。

「あーもう！　空港ですよ！　電話してるとき、エアポートって単語だけは辛うじて聞き取れましたから！」

「……でも」

「でも、じゃねーです。いいんですか？　ゆすら先せん輩ぱい、いなくなっちゃいますよ」

　泣き出す前に、言うべきことを言わなければ。

　矜きよう持じだけが、恋子に涙を我が慢まんさせていた。



　──やっぱり、僕はゆすらが好きなんだ。

　痛いほどに、夕也はそう実感していた。

　やはり、気持ちの整理が付く前に付き合い始めるべきではなかった。

　目の前で、恋子が涙を堪こらえているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　後悔が、自責の念が心に突き刺さる。

　今すぐ走り出したかった。今すぐゆすらを引き止めに行きたかった。

　しかし、目の前の泣き出しそうな恋子を放り出すことなどできそうになかった。

　それに。

「僕は一度振られてるんだよ。僕が行っても──」

　言い終わる前に、恋れん子こに胸ぐらを掴つかまれた。

「いいんですか、それで！　あんたは本当に自分の気持ちをちゃんと伝えたんですかっ!?」

「それは……」

「あんた、『頑張りすぎるな』の件では言葉が足りなくてすれ違ったりしてたじゃないですか！　誤解がないって言い切れるんですか!?　たった一言で、全部気持ちを伝えきれたって言えるんですか!?」

「……」

　伝えきれたのか。

　そう問われて、夕ゆう也やは肯定することができなかった。

　自分はゆすらにどう言ったのか。

『ずっと一緒にいたい』

　確か、そんなふうに──。

　そしてハッとする。

　卒業したら、仲間と一緒にはいられなくなる。そんな話を、ゆすらは琴こと音ねとしていたのならば。

　──たぶん、伝えきれていない。いや、むしろ、何も伝わっていない気さえする。

　悔しさに口元が歪ゆがんだ。

　どうしてもっとちゃんと、明確に言わなかったのだろう。

　そんな夕也の顔を見て、胸ぐらを掴んだまま、恋子がうつむいた。

　目を伏せて、唇を噛かみしめて、

「お兄ちゃん。なんでも一個、あたしの言うことを聞くって約束、今使います」

　恋子は消え入りそうな声で言った。

「え？」

　顔を上げて、目元に涙を浮かべて、戸と惑まどう夕也を真まっ直すぐに見つめた。

　真剣な目で。

　そして、すう、と大きく息を吸って、

「早く行ってくださいッ！　そして、自分の素直な気持ちを、全部、残らずゆすら先せん輩ぱいに伝えてきてくださいッッッッ！」

　そう叫んだ。

　どん、と突き飛ばすように、掴まれていた胸ぐらが放される。

「早くっ！」

　申し訳ない、と思う。

　可能ならば、埋め合わせというか、償つぐなうべきだとも。

　でも、今は──。

「わかった。……ごめん」

　夕ゆう也やは走り出した。

　ただ、ゆすらのことだけを想おもって。



　夕也が駆けていく。

　──これで……いいんです。

　悔しい。寂さみしい。切ない。そんな感情が渦巻いて心の中はグチャグチャだったが、恋れん子こは本心からそう思った。

　小さくなっていくその背中を見送る視界が、急速にぼやけていく。

　そして、ほとんど無意識のうちに恋子はぺたんと座り込み、ボロボロと大粒の涙を零こぼし始めていた。

　どうなるのか、もう予想が付いている。

　たとえ夕也が空港でゆすらに会えなかったとしても、もう自分のところに恋人として戻ってくることはないだろう。

　そういう「ごめん」なんだ、と恋子は直感的に感じ取っていた。

「恋子ちゃん……」

　そっと、沙さ月つきに背中から抱きしめられた。

　その温ぬくもりが、腕の力がとても優しくて──、

「うあああああああ──」

　恋子は、止めどなく溢あふれてくる涙と嗚お咽えつを抑えることができなかった。
















　　　　第五章　学園リトル・パック



　夕ゆう也やがショッピングモールから飛び出すと、雪が舞っていた。

　空は厚い雲に覆われ、風もかなり強くなり始めていた。

　駐車場まで駆け抜けた夕也は、

「夕也！　こっちだ！」

　という声に呼び止められた。

　声の方を見やれば、自転車に跨またがった雅まさ紀きの姿があった。

「話は土つち御み門かどさんから電話で聞いた！　これを使ってくれ」

　そう言って、雅紀は自転車から降りた。

「雅紀……」

「積もってはいないが、天気が天気だ。電車は止まる危険性がある。空港まではちょっと遠いが、幸い、上空はもっと荒れていて航空便にも影えい響きようが出始めているらしい」

「ありがとう、雅紀」

「いいって。俺おれたちにできるのはここまでだ。あとは──」

「うん」

　雅まさ紀きに借りた自転車に跨またがって、夕ゆう也やは、

「ちょっと告白し直してくる」

　そう言ってペダルを強く踏み込み、雪が降る中を走り始めた。



　ペダルを一ひと漕こぎするごとに、降ってくる雪が、吹いてくる風が顔や手から熱を奪っていくようだった。

　──手袋くらいしてくればよかった。もう一枚、着込んでくれば良かった。

　甘すぎた防寒対策を呪いつつも、さらに自転車の速度を上げた。

　顔が、手が、凍こおりつきそうだった。

　息がすぐに荒くなった。

　まだまだ道のりは長い。あとどれだけ寒さに耐えて走り続ければいいのだろうか、と考える度に心が折れそうになる。

　──ゆすら……！

　雪はどんどん強くなり、うっすらと道路にも積もり始めた。

　──これは、本当に電車は止まっているかも……！

　普通なら自転車で行くには距離がありすぎるのだが、雅紀の判断は正しかった。

　そう思った瞬間。

　前輪が水を吸った雪の上でずるりと滑った。

「うわっ」

　体勢を整える間ますらなく、夕也は転んで自転車ごとアスファルトに叩たたきつけられていた。

　元々、雪の中で自転車を走らせていたので服はとうにずぶ濡ぬれだった。だから、転んで服が汚れるのは今さらどうということはない。

　さらには、自動車があまり走っていない裏道だったことも幸いだった。車道に転がっていって轢ひかれた、となれば命に関わる。

　しかし、したたかに打った足の痛みと、擦すりむいて血が滲にじんでいる手の痛みは行こう軍ぐんに影えい響きようを及ぼしそうだった。

　──それより、自転車は……!?　まさか壊れたり……。

　痛む足を押さえながら立ち上がって、夕也は自転車に駆け寄った。

　借り物であることは、この際、問題ではなかった。弁べん償しようなり修理代を出すなりして謝ればいい。

　それより問題なのは、ゆすらに会いに行くための足がなくなることだ。

　倒れた自転車を引き起こして、夕也は各部に異常がないかを確認した。

　チェーンが外れていることもなく、タイヤがパンクしている気配もない。左右のブレーキを握にぎってみて、きちんとタイヤがホールドされることも確認し、夕也はホッと胸を撫なで下ろした。

　──もし、間に合わなかったら。もう会えなくなってしまうとしたら。

　そう考えると、寂さみしいとか悲しいよりも、怖いという感情の方が遥はるかに大きかった。

　自転車に跨またがって、また走り始める。

　──雪に気をつけないと……！

　打った足が、ペダルを踏み込む度に痛んだ。擦すりむいた手にも、力が入らない。

　この雪のおかげで、ゆすらが足止めされているかもしれない、という希望が辛うじて持てている。

　しかし、その空港までの道のりを考えれば、さすがに恨うらめしいと思わずにはいられなかった。

　──それでも、進むしかない……！

　ゆすらに会うために。

　この、心の奥から溢あふれてくる想おもいを伝えるために。

　一度自覚してしまえばこんなにも胸が熱いのに、なぜ気付かなかったのだろう。

　即座に恋れん子この告白にイエスと答えられなかった時点で、わかるべきだったのだ。

　──僕には、ゆすらを諦あきらめることなんてできなかった。

　なのに、そのことに気付けなかった。

　それどころか、自分のことに精一杯で、ゆすらが一人で思い悩んでいることすら見逃していた。

　やるべきことがたくさんあった。

　忙しさに目が回りそうだった。

　でも。

　──全部、言い訳だ……！

　更さら紗さが指摘してくれていたはずなのに。

　すべてのベクトルは自分に向いている、と。

　帰宅しない部の人間関係は、危あやうい均きん衡こうをギリギリで保っているのだ、と。

　だが、一度振られたくらいで落ち込んで、自分の気持ちを見失っていた。

　──いや、違う。

　恋子の言う通り、きちんと言葉の真意が伝わっていない可能性を考え、そのことを確認するべきだったのだ。

　しかし、夕ゆう也やはその手順を怠おこたった。

　──いや、それも違う。

　怠ったのではない。逃げたのだ。

　もっとハッキリと振られて、また傷つくことから。

　一度傷ついたことで、それが怖くなったのだ。

　挙げ句、恋れん子こまで傷つけた。

　──まったく……！

　身体からだ同様に、心が痛かった。

　自分の愚おろかさが、後悔が心を苛さいなむ。

　──でも、だからこそ！

　なんとしても、ゆすらに会って伝えなければ。

　たとえ、また振られることになったとしても。

　雪も、風も、どんどん強くなっている。

　もはや手も顔も感覚が麻ま痺ひし始めていた。

　踏み込む度に、怪け我ががズキズキと痛む。

　しかしその都つ度ど、ゆすらの笑顔を、今一番見たい顔を強く心に思い描いた。

　そして、痛みに歯を食いしばり、凍える手に力を込めて、吹き荒れる雪の中で自転車を漕こぎ続けた。



　空港に着くなり、夕ゆう也やは自転車を飛び降りて走り出した。

　疲労と寒さと痛みで言うことを聞かない身体にムチを打つ。

　入り口の自動ドアが開くまでのわずかな時間ももどかしく、ロビーに入るなり、

「ゆすらッ！　ゆすらぁッ！」

　と恥も外聞もなく叫んだ。

　他のお客が何ごとかと夕也に目を向けるが、気にも留とめない。気にしている時間も、余裕もない。

　あちこちを見回しながら、空港内を走り回る。

　走りすぎて脇腹が悲鳴を上げていたが、無視を決め込んだ。

　ずぶ濡ぬれの身体が冷えても、怪我が痛んでも、息が上がっても、そのすべてを無視して走り続けた。

　ターミナルビルのエントランスを走り回り、地下のレストラン区画やショップを探し回り、二階へ上がって、

「ゆすらぁ──────────────っ！」

　声の限りに叫んだ。

　そう、それは、間違いなく愛する群れの仲間への呼びかけ──、

　遠とお吠ぼえだった。



　　　　　　　　＊



　出国手続きカウンターの前で、空港ですら道着姿のゆすらママが、

「本当にいいの？」

　とゆすらに問うてきた。

　うなずきかけていたゆすらだったが、背後から聞こえてきた懐かしい声に、魂のこもった遠とお吠ぼえに、凍こおりついたように動けなくなってしまった。

　ボスの座を譲ゆずって、群れを去る。

　その決意が、簡単にぐらりと揺らいでしまった。

　そうなることがわかっていたから、秘密にして出てきたというのに。

「ゆすら。どうするの？」

　優しく、ゆすらママが問いかける。

「がう……」

　迷っているうちに、やはり胴どう着ぎ姿のゆすらパパが、

「よし、パパが追い払ってきてやろう」

　と、意い気き揚よう々ようと夕ゆう也やの声がした方に向かおうとして、ゆすらママに耳を引っ張られた。

「いたたた、痛い痛い！」

「あなた。子ども同士の問題に親が口を出すなんて非常識でしょ？」

　ゆすらママに笑顔でそう迫られて、ゆすらパパはしゅんと黙り込んでしまった。

「ゆすら。どうするにしても、きちんと自分で話を付けてきなさい」

「がう……」

　ゆすらママに言われて、ゆすらは躊躇ためらいがちにうなずいた。

　背負ったオオカミさんリュックの肩かた紐ひもを、ギュッと強く握にぎりしめる。

　──ユウが、来た。

　どうして来たのだ、と思う反面、来てくれたことを嬉うれしいと思っている自分に気がついて、ゆすらは激しく動どう揺ようした。

　──ユウは、恋れん子こと仲良くするべきなのに。

　そうしろと言ったのは他ならぬ自分自身なのだ。

　なのに、嬉しいと思ってしまうのは、背はい信しんではないのか。裏切りではないのか。

　そう考えてしまうと、何度もゆすらを呼ぶ声が聞こえているというのに、近づいて来ているというのに、なかなか振り返ることができなかった。

　黙って出てきたのは正しかった、とゆすらは再確認した。

　会えば、こうなることがわかっていたから。

　躊躇ってしまうことがわかっていたから。

　なのに、夕也は追ってきてしまった。

　そして、追いつかれてしまった。

　──ユウ。

　振り向けなかった。

　夕ゆう也やの顔を見てしまえば、きっとあの場所が恋しくなる。

　楽しくて、温かくて、優しい部室が。

　でも、あの部室で築いた群れは仮かり初そめなのだ。

　時が来ればなくなってしまうのだ。

　だから。

　それでは、立派な群れを作るというアルファとの約束を守れないから。

　振り返らずに、すぐ側そばまで迫ってきた足音を背後に聞きながら、

「……ユウ、恋れん子このところに帰れ」

　そう、ぶっきらぼうに告げた。
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　帰れ。

　そう言われたからといって、引き下がれるはずがない。

　こうして会えたからには、何がなんでも連れて帰る。たとえ、恐ろしく強い、人類に敵がいないほどの格闘家であるゆすらの両親に刃向かうことになったとしても。

　その覚悟が、夕也の中にはもう生まれていた。

「いやだ」

　夕也はゆすらの背中にそう告げた。

　そしてゆすらの肩をつかむと、強引に自分の方を向かせて、強く抱きしめた。

　ゆすらの黒髪から、いつも使っている更衣室のシャワールーム備え付けのシャンプーの香りがした。

　しなやかだけれども柔らかいゆすらの感触が、引っ付かれる度に感じていた体温が、懐かしくて、愛いとおしかった。

　帰れるはずがない。このまま、離ればなれになると知って引き下がれるはずがない。

「学校に……僕たちのなわばりに帰ろう、ゆすら」

　が、ゆすらは夕也に抱きしめられたまま、夕也の胸の中で小さく首を横に振った。

「どうして。みんな待ってるよ」

「……私はボスに相応ふさわしくない」

「そんなことないよ」

　夕也は優しくそう言ったが、ゆすらは駄だ々だっ子このように首をブンブンと振った。

「……ユウやおっぱいさんの方がボスに向いてる。私はボスどころか、おっぱいさんのピンチにも役に立てなかった」

「琴こと姉ねえのピンチって……お祖じ父いさんの葬そう儀ぎのこと？」

「がう」

「でも、ゆすらだって親しん衛えい隊たいの一人として琴姉を守ってくれたじゃない」

「……でも、私がいなくても問題なかった。他に戦える人はいっぱいいた」

「そんなわけないでしょ。あの葬儀のときも、鎮ちん魂こん祭さいでも、いなくて問題がなかった生徒なんか一人もいないよ。みんなで力を合わせたから切り抜けて来られたんだよ」

「……でも、私がボスに向いてないことには変わりがない」

「だから黙っていなくなろうとしたの？」

「がう。ボスがボスでなくなったら、群れを去るのがルールだから」

「そんなの関係ないよ」

「……でも、私が劣おとっているのは誰だれの目にも明らかだから」

「そんなことはないし、やっぱり関係ない」

「……ユウもおっぱいさんも、みんなからすごく頼られてる。ボスに向いてる」

「関係ないってば」

　そもそも、夕ゆう也やにはゆすらを説得する気も論破する気もなかった。

『自分の素直な気持ちをゆすら先せん輩ぱいに伝えてきてくださいッッッッ！』

　その恋れん子この言葉通りに、ただ、自分の気持ちを伝え直しに来たのだから。

　夕也は一度、ゆすらの両肩をつかんで、顔が見えるよう少し引き離した。

　ゆすらの目からは、すでに大粒の涙が溢あふれ出していた。必死に本心を押し殺して、自分に嘘うそをついて、泣いていた。

　──僕のせいだ。

　もっとちゃんと伝えていれば。

　もっとしっかり話していれば。

　ぐずぐず迷ったりしていなければ。

　後悔がダース単位で積み上がっていく。

　でも、だからこそ、もう間違うわけにはいかない。

　──ごめん。

　心の中で、そう呟つぶやいた。

「行かないで、ゆすら」

　夕也は囁ささやくように言った。

「これでさよならなんてイヤなんだ。もっと一緒にいたい。ずっと一緒にいたい。僕は、ゆすらのことが大好きだから」

　肩をつかんでいた両手をゆすらの頬ほおに添そえて、涙を拭った。

　そして、ゆすらの唇に自分のそれをそっと近づけた。

　ゆすらパパの怒ど髪はつが天を衝き、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで夕ゆう也やへと一歩を踏み出したが、ゆすらママの電光石火の手刀を首筋に食らって一瞬で鎮ちん圧あつされた。

　ゆすらは一瞬身を強こわばらせたが、抵抗はしなかった。

　周囲の客たちがざわめくのがわかったが、もはや気にならなかった。

　周囲の目も、声も、何もかも関係なかった。お互いの気持ちさえ確かならば。

　唇と唇が、躊躇ためらいがちに、しかし、パズルのピースがかちっとはまるように、しっかりと触れ合った。

　ゆすらが目を閉じた。

　そして、ゆすらが手を背中に回してきた。しっかりと、強く、夕也を求めるように。

　──受け入れてくれたのだ。

　自然にそう思えた。思った途と端たんに、冷え切っていたはずの身体からだが燃えているかのように熱くなった気がした。

　群れ加入の儀式でもなく、もつれて転んだ事故でもない。

　紛まぎれもない、求愛のキス。

　唇の柔らかさが。















　触れ合った身体からだから伝わる体温が。

　その何もかもが、長々と連ねた言葉よりも遥はるかに雄弁に、自分の気持ちを伝えてくれている気がした。

　唇を離すと、ゆすらが潤うるんだ目を開けて、大きな瞳ひとみで見つめてくる。

「……ユウ」

「さあ、帰ろう？」

「……でも」

「まだ何かあるの？」

　ゆすらは夕ゆう也やの胸の中でうなずいた。

「……私たちが卒業したら、帰宅しない部はなくなるっておっぱいさんが」

「それなら、大丈夫だよ。一緒に群れを作ろう」

「……？」

　不ふ思し議ぎそうな顔で、ゆすらが夕也を見上げた。

「僕と、二人で。卒業しても、帰宅しない部がなくなっても、僕は一緒にいる。ずっとね」

「……ユウ」

　涙をまだ浮かべたまま、しかし嬉うれしそうに、ゆすらが呟つぶやいた。

「たった二人の群れだけど、群れの価値は大きさだけで決まるもんじゃないでしょ。小さいかもしれないけど、僕らの群れはきっと他のどの群れにも負けたりしないよ。例えば、ええと……絆きずなの強さとかで」

「がう」

　うなずいて、ゆすらが笑顔で夕也の胸に顔を埋うずめた。

　夕也も、応えるように強く抱きしめた。

「……ユウ、冷たい」

　そう言われて、夕也は自分がずぶ濡ぬれであることを思い出した。

「あ、ごめん」

　慌てて腕の力を緩ゆるめたが、しかし、逆にゆすらが背中に回した手に力を込めた。

「……でも、温かい」

　ゆすらのその言葉に、自然と口元が綻ほころんだ。

「さ、帰ろう。僕らの部室へ──」

「がう！」








　　　　エピローグ



　すっかり雪が降り積もった中、夕ゆう也やとゆすらが秋あき月つき学がく園えんに戻ってくると、校門の前には傘かさを差してずっと二人を待っていたのであろう琴こと音ねの姿があった。

「桜さくら江えさん、早く来て！　今、先生方にお願いして試験の開始を待ってもらっているわ」

「がう」

「でも、その前にシャワーを浴びて温まって、着替えた方がいいわね。特に夕ゆうくんは、そのままでは風か邪ぜを引いてしまうわ」

　雪が降る中、自転車を押しながら歩いて戻ってきた二人の頭や肩には、しっかりと雪が積もってしまっていた。夕也はずぶ濡ぬれなので、特に悲ひ惨さんな状況だった。

「……ユウと一緒にお風呂？」

「いや、だからそれはまずいから。僕は自転車を雅まさ紀きに返してからゆっくり温まるから、ゆすらは急いで」

「がう」

　ゆすらはうなずいて、琴音に連れられて校舎の中へと消えていった。



　夕也が学校の駐輪場に赴おもむくと、

「いいの？　私は、貴方あなたの一生をそれに使えって言ってるのよ？」

「ああ、それでも、問題ない。引き受けるよ」

　そんなやりとりが聞こえてきた。

　──あれ？　この声、あの人影は……雅紀と……土つち御み門かどさん!?

「どうして？」

「別に。あえて言うなら、進路を決める動どう機きが好きな女の子にお願いされたから、ってのは、男にとっちゃ割とアリだから、だな」

　沙さ月つきが言葉に詰まった気配が伝わってきた。

　──僕、この会話を聞いてていいのかな……？

　出直そう、と引き返しかけて、ガタン！　と自転車のスタンドが音を立てた。

　しまった、と思ったときにはもう遅かった。

　おそるおそる二人の方を見ると、二人してバッチリ夕也を見つめていた。

「いやその、申し訳ない……。立ち聞きする気はなかったんだけど、タイミングが悪かったっていうか……」

　夕也が申し訳なさそうにそう弁明する中、顔を赤らめた沙月はバツが悪そうにそっぽを向いて、足早に校舎の方へと行ってしまった。

「気にするなよ。それより、夕ゆう也や、どうだった？」

「あ、うん、おかげで間に合ったよ。何度か転んじゃったから、自転車は無事じゃないかもしれないけど……。あ、もちろん修理代は出させてもらうから」

「いいよ、別に。桜さくら江えさんと一緒に戻ってきたんだろ？　なら、貸した甲か斐いがあった」

　そう言って、雅まさ紀きは笑った。

「なんか、助けてもらったのに、邪じや魔ましちゃったみたいでゴメン」

「いや、別にお前が思っている様な話をしていたわけじゃない」

「え、そうなの？」

「ああ。ちょっと、卒業したらどうするか、なんてとりとめのない話をしていただけさ」



　　　　　　　　＊



　自転車を返へん却きやくし、シャワーを浴びて着替えをして、夕也は恋れん子こを捜さがし始めた。

　とにかく、恋子にきちんと謝らなければならない、とそう考えて。

　捜し回っていて、廊ろう下かで顔を合わせた耶や宵よいに、

「耶宵、恋子を見なかった!?」

　と訊きいた。

「さあ……。でも、恋子ちゃん、あのあと大泣きしていましたの。今はそっとして置いてあげた方がいいと思いますの」

　耶宵の言葉に、夕也は首を横に振った。

「空気が読めてないかもしれないけど、でも、時間を置かずにちゃんと謝りたいんだ」

「わかりましたの。兄にい様さまがそこまで言うなら止めませんの。……たぶん、傷しよう心しんの恋子ちゃんは、どこか一人になれるところにいると思いますの」

「なるほど……。ありがとう」

　耶宵と別れて、夕也は地下の倉庫に向かった。

　恋子が行きそうな、一人きりになれる場所。

　夕也には、思い当たる場所が一箇所しかなかった。

　地下の倉庫から、脚きや立たつを使って恋子が掘り続けた発はつ掘くつ現場へ降りていく。

　夕也の思った通り、投光器の灯あかりが点ともった穴の中、恋子は壁際に座っていた。

　脚立を降りてきた夕也に気付いて顔を上げた恋子は、泣いてこそいなかったが、目が赤く腫れていた。

「もう、なんで来るんですか……！」

　泣き腫らした顔を隠すようにうつむいて、恋子は言った。

「ごめん、一応、ゆすらはちゃんと連れて帰ってきたよ、っていう報告に。今、試験を受けているよ」

「そうですか」

　うつむいたまま、しかし、恋れん子こがホッと安あん堵どのため息をついたのがわかった。

「それと」

　夕ゆう也やは恋子の前で、深々と頭を下げた。

「本当にゴメン」

「え？　あの、いや、その……」

　オロオロと狼ろう狽ばいして、恋子は、

「別に、そんなに謝らなくてもいいですから、早く顔を上げてくださいっ」

　と懇こん願がんするように言った。

「でも」

「いいんです。付き合ってって言った時点で、お兄ちゃんがゆすら先せん輩ぱいのことを諦あきらめきれてないことは百も承知でしたから」

「でも、僕は、そのことをちゃんと理解して返事をするべきだったんだ」

「断りにくい状況を利用したのはあたしです。あたしの力が及ばなかっただけです」

「だとしても、やっぱり誠実じゃなかったと思う。本当にゴメン」

「もう、いいって言ってるのに……！　じゃあ、今度、今日食べたヤツより美お味いしいケーキを作ってください。それで手打ちってことで」

「うん、わかった。全力で作るよ」

　そう言って、夕也は顔を上げた。

　その夕也の背後から、

「……私も食べたい」

「恋子ちゃんだけ兄にい様さまのケーキを独り占めなんて、ずるいですの！」

「そうねえ。買ってきたケーキならともかく、夕ゆうくんの手作りとなると、ちょっと看かん過かできないわね」

　と、三人の声が飛んできた。

「え？」

　驚いて、夕也が振り返る。そこには、ゆすらと耶や宵よいと琴こと音ねが立っていた。

「って、ゆすら、試験は!?」

「……書き終わったら、終わりの時間を待たずに次を始めてもらった」

「ああ、受けてるのが一人だけだからサクサク進められたんだ」

「がう」

「それより兄様、ケーキですの！　せっかくのクリスマス、兄様のケーキとターキーでパーッと盛り上がるべきですの！」

「それは素敵だわ。桜さくら江えさんのお帰りなさいも兼ねて、ね」

「うん、そうだね。じゃあ、これから買い出しに行こうか。ちょっと材料が多くなりそうだから、みんなも手伝ってくれる？」

「がう！」

「当ったり前です！」

「うふふ、もちろんよ」

「当然ですの！」

　今夜のクリスマスパーティの話題で盛り上がる中、ゆすらはそっと恋れん子こに歩み寄った。そして、恋子の袖そでをちょこんと引っ張って、

「……恋子。ありがとう」

　はにかみながら、小さな声で言った。

「なんのことですか」

　言われた恋子も、困こん惑わくしたような表情で、少し頬ほおを染めて──しかし、わざとらしいほどぶっきらぼうに言った。

「……映画館でのこと、おっぱいさんたちから聞いた」

「もー、余計なことを……！」

　ますます顔を赤くして、恋子はそっぽを向きながら、

「どうせ、ゆすら先せん輩ぱいがいなくなったってあたしは振られたと思いますよ。そして、あたしが何か言わなくても、お兄ちゃんはゆすら先輩を迎えに行きましたよ。だから別に、お礼を言われるようなことは何もないんですっ」

「……でも、ありがとう」

　屈くつ託たくのない笑顔を、ゆすらは恋子に向け続ける。

「い、言っておきますけど、今回は負けたってだけですからね！　諦あきらめたわけじゃないんですから！」

「……がう。私も負けない」

　微笑ほほえんだまま、ゆすらは毅き然ぜんと答えた。

　ふん、と顔を背そむけつつも、恋子の口元は自然と綻ほころんでいた。

　そして、発はつ掘くつ現場を出て、上で待っていた更さら紗さ、沙さ月つき、左さ京きよう、右う京きよう、雅まさ紀きも合流して、全員で出かける準備のために部室へと向かう。

　冬休みに入って、雪が降りしきる中、しんと静まりかえった校内。

　そこに響く、仲間たちの賑にぎやかな声。

　慣れ親しんだ部室棟の通路。

　そして、寄り添そうようにとなりを歩くゆすらの笑顔。

　それらのすべてを、愛いとおしい日常を噛かみしめて、夕也は──

「ただいま」

　とドアを開けた。

















　　　　最終章　帰宅しない部テン・イヤーズ・アフター



　夜。

　──というより、もう夜中に近い頃。

「その話は何度もお断りしたじゃないですか」

　スーツを着込んだ恋れん子こが、ジーンズ姿の沙さ月つきと一緒に店に入ると、何人かのいわゆる業界人っぽい怪しげな男たちに、エプロン姿の夕ゆう也やが困り顔で対応していた。

「いやね、料理人なら知ってるでしょ？　伝説の料理対決番組だよ？　あのキッチンコロッセオで和洋中の達人の誰だれかと腕を競えるんだよ？」

「ですから、テレビとかはちょっと困るんですよ。うちは取材とかも全部お断りさせて頂いていますので……」

「そこをなんとか！　三〇年目の記念回でさ、並の料理人じゃ視聴者も納得しないわけ。名だたる芸能人や著名人にもファンが多いキミしかいないんだよ！　ほら、テレビに出ればお店の宣伝にもなるでしょ？　負けたって大先せん輩ぱいの達人相手だもの、何も恥ずかしいことはないでしょ」

「そういうことじゃないんですよ。それと、お店の取材とかもお断りしてるんで、宣伝効果とかも要らないんです」

　困り顔のまま、しかしハッキリと夕也は言い切った。

「ちょっと」

　恋子は夕也に食い下がっていた男の肩を叩たたいて、取り出した手帳を提示した。

「通りすがりの警察官なんですけど、あんまりしつこいと営業妨害になりますよ？」

「ぐ……」

　言葉に詰まって、男たちは「また来る」とだけ言い残して店を出て行った。

「やあ、助かったよ、恋子」

「いえいえ。それにしても、なんかすごい誘われ方してましたね。本物のテレビ関係者なんですか？」

「さあね。本物だったとしても受ける気はないし」

「本当に名誉とか名声に興味がないのね。あの番組、挑戦者も有名ホテルの総料理長とか、老舗しにせ料亭の花はな板いたとか、そんな人ばっかりやないの」

　呆あきれ顔で沙月が肩をすくめた。

「うちはあくまで『犬カフェ＆レストラン』だからね。犬とのふれあいを楽しむために来てくださるお客様の迷めい惑わくになるし、テレビの評判とかで混みすぎるのも困るんだよ」

「……ユウ。困った客は帰った？」

　ひょっこりと、店の奥からゆすらが顔を出した。

「うん。あ、悪いけど、表の札ふだを『ＣＬＯＳＥ』にしてきてくれる？　僕は常じよう連れんさん用のご飯を作っちゃうからさ」

「がう」

　ゆすらはうなずいて、大小何匹もの犬を引き連れて店の入り口へと向かった。

　秋あき月つき学がく園えんが新理事長である琴こと音ねの体制に変わってから、一〇年。

　夕ゆう也やは秋月学園を卒業後、ゆすらと同じ大学に通いながら、あちこちのレストランや名店をアルバイトとして渡り歩いた。そして勤きん務むしたほぼすべてのお店からの「ウチに就しゆう職しよくしないか」という誘いを断って腕を磨みがき続けた。

　そしてゆすらはペットショップ『エンゼルテイル』で働きながら大学の獣医学科を卒業、ペット関係の資格をいくつも取り、二人でこぢんまりとした店ながら『犬カフェ＆レストラン・小さな群れリトル・パツク』をオープンさせたのだった。

　オープン当初から、まるで人の言葉がわかっているかのような人懐っこい犬たちと、その犬たちによるショーと、大衆食堂並みの値段ながら味では高級店にも引けを取らない料理が口コミで評判を呼んでいる。

「それにしても」

　店のカウンター席に座りつつ、恋れん子こがため息交じりに言った。

「今回の事件はやっかいですよねー。被害者が犯人を見てないんですもん」

「恋子ちゃん、捜査情報は民間人には流しちゃいけないんやないの？　私は公式に捜査協力を要請されてるから別としても」

　恋子をたしなめつつ、沙さ月つきも恋子のとなりに座る。

「えー、別にいいじゃないですか。この前のネコ耳ビキニ連続殺人事件だって、ここでお兄ちゃんにもらったアドバイスで解決できたようなものですよ？」

「それはそうやけど……、あんまり規則を無視すると、警けい視し正せいに迷めい惑わくがかかるじゃない」

「こないだから付き合い始めたからって、急に肩持つんですかー。だいたい、何が警視正ですか。二人っきりのときみたいに『雅まさ紀きさん』って呼べばいいじゃないですかー」

　揶や揄ゆするような恋子の言葉に、沙月は一瞬で顔を真っ赤に染めた。

「うっ、うるさいわね！　私はともかく、恋子ちゃんはただでさえ微妙な立場なんだから、それを自覚した方がいいって言ってるのよっ！」

　恋子は鎮ちん魂こん祭さいの後、警察官を目指して猛勉強し、今では見事に刑事課勤務となっている。

　沙月は秋月学園を卒業した後、プロのマジシャンとしてデビューした。今では著名なイリュージョニストが海外からネタや装置を買いに訪ねてくるほどで、手品師としてはもちろん、トリック職人としても名が売れているのだという。そして、化学やトリックの専門家として、特殊な手法で捜査を繰り広げる恋子をサポートしているのだった。

　また、いつか沙さ月つきに頼まれた通り、雅まさ紀きもキャリアとして警察に入り、恋れん子こたちが前例のないやり方で捜査を進められるように便べん宜ぎを図っている。元々の優秀さに加え、子飼い扱いの恋子たちコンビが次々難事件を解決しているので、結果として雅紀は異例の速さで出世しているのだという。

「……ユウ。おっぱいさんたちが来た」

　札ふだを掛け替え終えて、ドアを開けて店の中に戻ってきたゆすらの後ろから、琴こと音ねと左さ京きよう、右う京きよう、そして白衣姿の更さら紗さが入ってきた。

　琴音も左京も右京もパリッとスーツを着こなしており、しかもそのスーツも若干くたびれ気ぎ味みの恋子とは違い、いかにも高級品といった風情だった。

　更紗は、ぶっちゃけ高校生当時の白衣モードと格好も露出度も大差なかった。

「いらっしゃい」

　そう微笑ほほえむ夕ゆう也やに、琴音は微笑みを返しながら、

「今日は知り合いからいいお酒をもらったから持ってきたわ。なんでも、お米の粒が三割以下になるくらい徹てつ底てい的てきに磨みがいて作った日本酒だそうよ」

　と手にしていた瓶びんを見せた。

「うわ、それは贅ぜい沢たくなお酒だね」

「やったー！　さすが理事長！」

　一緒に呑のむ気満々の恋子が歓かん声せいを上げた。

　琴音は秋あき月つき学がく園えんの理事長を続けながらきちんと一流大学を卒業し、その傍かたわらで学生時代に立ち上げた会社を着々と大きくしている。

　元々生徒たちの優秀な才能をプロデュースするための会社だったわけだが、そうした生徒たちの大半は卒業後、やはり大学や専門学校に通いながら、琴音の会社から多数の作品を世に出した。もちろん、琴音の会社にそのまま就しゆう職しよくしてしまう者も少なくなかった。

　多種多様な才能の持ち主を大量に抱え込んだ琴音の会社は、その人材を余すところなく活用して、様々な分野で大きな業績を上げている。

　今や、琴音は秋月グループの存在など歯し牙がにもかけていない。

「別に、対抗意識を燃やす必要もないわ。わたくしたちは秋月学園の運営と、秋月学園が輩出した才能に機会を与えることに注力するだけよ」

　というのが琴音の言である。

　だが、琴音が秋月グループを追い落とすのはそう遠い日のことではない、というのが多くの専門家の見解だった。

　そして、その会社が上げる利益によって、秋月学園は今日も運営されている。

　修学旅行も三年間毎年行われる体制に戻り、文化祭に至っては才能のお披ひ露ろ目め会として、秋月学園で一番の目玉行事として、一週間の開催にまで規模を拡大している。

　ややもすると、現在の秋あき月つき学がく園えんの金持ち学校ぶりは、前理事長の頃を凌しのぐのではないかともっぱらの評判だった。

　ちなみに、左さ京きようは琴こと音ねの会社で警備保障部門を指揮し、右う京きようは琴音の右腕として、また懐ふところ刀がたなとして、合法非合法を問わず日々その能力を発はつ揮きしている。

「ってワケなんだけど、何か日本酒に合ういい肴さかなはある？」

　右京が言いながらカウンターの中を覗のぞき込んだ。

「右京、もう少し行ぎよう儀ぎよくしろと何度言えば……」

「いいじゃん別にー」

「今日はマグロとサーモン、あと鯛たいが少し残ってるから、お刺身かカルパッチョにでもしようか。それとも、琴こと姉ねえの好きなアボカドと和あえる？」

「やった！　何をどうやっても美お味いしそうじゃん！　あ、ボクはアボカド丼希望ね。いやあ、高校生の頃にあんな美味しいアボカド丼を知っちゃったら、他ではもう食べられないよね！」

「あと、今日はローストビーフも少し余ってるよ」

「え、マジ!?　このお店の看板メニューで、いっつも売り切れちゃうのに!?」

「売り切れちゃうたびにゆすらが悲しそうな顔するから、多めに作ることにしたんだよ」

「がう。ユウのローストビーフは、昔からすごく美味しい」

「そういえば、帰宅しない部ができて間もない頃にもご馳ち走そうになりましたよねー。耶や宵よいちゃんが帰って来るなり引っかき回してくれたときに。あ、もちろんあたしももらいますっ。沙さ月つきちゃんも食べますよね？」

「そんな期待させるようなことばっかり聞かされたら、食べないで帰るわけにはいかないやないの」

「あらあら、本当に懐かしいわね。夕ゆうくん、わたくしも頂けるかしら？」

「もちろん。ちゃんと人数分あるよ」

「やった！　もちろんボクも食べるから！」

「右京！　図ずう々ずうしいにもほどがあるぞっ」

　学生時代と変わらないやりとりをする双子に苦笑しながら、更さら紗さは、

「ねえ、柊ひいら木ぎ君。帰宅しない部の新部長がここにあいさつに来たいって言ってるのよ」

　とカウンター越しに夕ゆう也やに声をかけた。

「顧こ問もんとしては、無む下げにはできないんだけど、いいかしら？」

「あ、保健室の先生も部活動の顧問をやったりするんだ」

　手元のまな板から顔を上げて、意外そうに夕也が言った。

　更紗は養よう護ご教きよう諭ゆとなり、秋月学園に勤きん務むしている。結局、更紗はあの保健室に今もいるのだ。

「普通はやらないわよ。放課後だって保健室にいなければならないもの。でも、あたしたちが青春時代を過ごした部だもの、一番近くで見守りたかったの」

「なるほど。でも、なんでここにあいさつなんて話に？」

「未いまだに帰宅しない部が学校を救った功こう績せきは伝説として語り継がれているのよ。帰宅しない部が創部から学校を救うに至るまでの話をモチーフに、何か創作したいみたいよ？」

　それを聞いて、夕ゆう也やはむずがゆそうな顔をした。

「取材ってこと？　それは、なんていうか、困ったなあ」

「がう。この店は取材は全部拒否する」

「え、後こう輩はいたちのそんな取材まで徹底して拒否するんですか？　お料理の取材でもないのに？　それは徹底しすぎですよ」

　恋れん子こがそんなふうにまぜっかえして、一同が笑った。

「っていうか、帰宅しない部がまだ存続してたことにもびっくりだけど」

　その言葉には、お酒の瓶びんをカウンターに置きつつ、琴こと音ねが、

「うふふ、鎮ちん魂こん祭さい以降、秋あき月つき学がく園えんはたくさんのクリエイターを輩出しているもの。その文化や土壌が今や大きな特色になっていて、クリエイター志望の子たちがたくさん入学してくるの。帰宅しない部はそういう子たちの、追い込み用泊まり込み部になっているのよ」

　と答えた。

「そりゃまあ、新秋月グループなんて言われてる琴こと姉ねえの会社と密接に結びついているんだから、クリエイター志望者は集まるよね。卒業後、即活躍の場が用意されてるようなものだし」

　更さら紗さもうなずいて、

「ええ。ただ、今の部員たちはほとんどが他の部との掛け持ちで、あの頃みたいにずっと学校で寝ね泊まりしているような生徒はいないわ。まあ、逆に言えば、文化系の部員はほとんど全員が入部していて、校内屈くつ指しの人数を誇ほこる巨大部活動だけれど」

「なんか、ずいぶん変わっちゃったんですねー」

　しみじみと、恋子が言った。

「それはそうよ。一〇年も経たっているんだもの」

　琴音もしみじみと答える。

　と、そこへ、

「ただいまですの！」

　夜だというのにサングラスとマスクと帽子で完全武装した耶や宵よいが元気よく入ってきた。

「……ここはお前の家じゃない」

　ゆすらが冷静にツッコミを入れ、周囲の犬たちもうんうんとうなずいた。うなずいているように見えた。

　が、耶や宵よいはまったくめげた様子もなく、サングラスとマスクと帽子を外して、

「兄にい様さまのいるところが私の帰るべき家ですの！」

　そう言い放ってふんぞり返った。

「耶宵ちゃん、いい加減そのブラコン治しましょうよ。兄の方はとっくにシスコンから脱だつ却きやくしたんですから」

　恋れん子こが白い目を向けても、当の本人は、

「黙りやがれですの」

　と、どこ吹く風である。

「自分たちから見れば、まだまだ妹には甘い部類だが」

「だよねー」

「忘れましたの？　私は『最強の妹』ですの！　ブラコンを治してしまったら、商売あがったりですの！」

　耶宵は鎮ちん魂こん祭さいの後、芸能プロダクションと正式に契約してアイドルとしてデビューした。そして、その小悪魔的な美び貌ぼうと、兄心をくすぐる超妹力を武器に瞬またたく間まに芸能界で不動の地位を築いてしまった。

　さすがに今では年齢的に『妹』的な売り込みは難しくなっているが、女優業へと比重を移して、演技派として高い評価を獲得している。

　さらに、常に芸能界のトップに君くん臨りんし続けている先せん達だつとして、秋あき月つき学がく園えんのアイドルや俳優志望者のために不定期で講義も開いているのだった。

「まあまあ。はい、鯛たいの和風カルパッチョ、できたよ」

　綺き麗れいに並べられた鯛の上に刻んだミョウガと大葉、芽ネギが乗ってポン酢ソースがかけられた一皿が夕ゆう也やの手によってカウンターの上に置かれた。

「あっ、ずるいですの！」

　言いながら、耶宵も慌てて席に着いた。

「マグロとサーモンも今作っちゃうから。ゆすら、みんなにグラス配って。せっかくだから乾杯しようよ」

「がう！」

　閉店した小さな店内に、賑にぎやかな乾杯の声が響き渡った。

　この店の大切なスタッフである犬たちにも、夕也特製の犬用メニューが振る舞われての食事タイムである。

「ところでですね、今追ってる事件なんですけど──」

「恋子ちゃん！　何度言ったらわかってくれはるの!?」

「あらあら、うふふ、いいじゃない。わたくしも魔法使い刑事と美人手品師コンビの活躍を聞きたいわ」

「あ、私も聞きたいですの！　今度、女刑事役で人気シリーズのレギュラーが決まったから参考にさせてもらいますの！」

「まあ、酒の肴さかなにはいいかもねー。ねえ、姉さん？」

「ああ。食べているときにあんまり血なまぐさいのは勘かん弁べんしてほしいが」

「本当だわ。治療したくなっちゃうものね」

「それは御み子こ神がみさんだけだと思うなあ……」

「……ユウ、お酒お代わり。あと、ベータとシグマもお代わりが欲しいって言ってる」

「はいはい、ちょっと待ってね」

「それより、あんたはそんな格好で保健室の先生やってるんですか!?　いくら胸が大きいからって、それは犯罪すれすれです！　青少年を惑まどわすとは不届き千万ですっ！　逮捕しますよ！」

「そんなわけないじゃない。勤きん務む中はちゃんと眼鏡とお下げでやってるわよ」

「そういえばさー、社長。例の買収の件なんだけどさ」

「右う京きようさん、今は仕事の話はやめにしない？　ちょっと無ぶ粋すいだわ」

「そうだぞ、右京」

「いや、でもさ、社長は理事長もやってて忙しいから、なかなか業務上の相談とかもゆっくりできないじゃん」

「それはそうかもしれないが」

「……ユウ。カルパッチョもお代わり」

「はいはい。今、豚キムチと卵のアレもできるから」

「あ！　兄にい様さま、豚キムチと卵のアレは大盛りでお願いしますの！」

「あたしはお兄ちゃんの温かいプリンが食べたいです！」

「えー、恋れん子こちゃん、お酒飲みながらプリンを食べはるの……？」

「沙さ月つきちゃん、プリンは冷たいモノだと思ってるかもしれませんけど、できたての温かいのもすごく美お味いしいんですよ!?」

「論点が全然違ってるやないの！」

「木き滝たきさん、誰だれもそこを問題にしてないわよ？」

「あ、でもボクも食べたいな。もちろん〆しめのデザートで、だけど」

「それについては同感ですの！」

「がう。アレは美味しい」

　上じよう機き嫌げんで、ゆすらが言った。

「ご機嫌だね、ゆすら。でも、飲み過ぎちゃダメだよ」

「がう。卒業しても、群れは群れのままだった。こうしてみんな一緒だから嬉うれしい」

「そりゃそうですよ」

「ええ、そうね」

「ですの」

　全員が、ゆすらの言葉に深くうなずいた。

　そんなこんなで、いつものような賑にぎやかな時間が過ぎていく。

「全員が揃そろうのはなかなか難しいけどね。みんな忙しくて、今日こうして予定を合わせるのも大変だったわけだし」

　この場にいる全員が、この店の常じよう連れんである。こうして、閉店後まで話し込んでいくことも珍しくはない。しかし、それも個別に来ることがあるということで、全員が揃うということはまずなかった。

　今日は鎮ちん魂こん祭さいから一〇年という節目でもあり、なんとかみんなで集まりたいと調整に調整を重ねてようやく実現した同窓会のようなものなのだった。

「まさか、みんな忙しさにかまけて今も家に帰ってないなんてことはないよね？」

　夕ゆう也やの冗じよう談だんめかした問いに、全員が不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「帰ってませんよ？」

　さも当たり前だという口調で、恋れん子こが言った。

「え、帰ってないって……？」

「時間があるときはここにご飯を食べに来たりしますけど、基本は署しよ内ないで仮眠取ったりしてます」

「今はマンガ喫茶なりネットカフェなりに飛び込めばシャワーも浴びられるものね。長時間の張り込みとかも頻ひん繁ぱんにあるし。まあ、私の場合は、恋子ちゃんの捜査のお手伝いをしていないときも工こう房ぼうに泊まり込んでるのがほとんどだけど」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに、沙さ月つきも肩をすくめた。

「寝ねるのは移動中で充分ですの」

「言っておくけれど、わたくしの会社は仮眠室もシャワールームも完備しているから問題ないわよ？」

　琴こと音ねの言葉にうなずきつつ、左さ京きようと右う京きようは、

「この間、クリーニング業者と提携して、社内に専用の窓口も作ったよね」

「ああ、あれは便利だ。実際、社員たちの間でも好評らしい。特に、クリエイター部門の連中には」

「えー……」

　夕也が困った顔をする。

「あたしはちゃんとベッドで寝ているわよ？」

　自分は違う、という口調で言った更さら紗さだったが、

「どうせ保健室のベッドで、っていうオチに決まってますの」

　と突っ込まれて黙り込んでしまった。

「いやいや、みんな、ちゃんと帰ろうよ」

「だから、兄にい様さまがいるこのお店こそが私の帰る場所ですの！」

「そうね。それは一理あると思うわ」

「え、琴こと姉ねえまで何言ってるの!?」

「夕ゆうくんがというより、みんなのいる場所が、という意味でよ？」

「それもどうかと思うんだけどなあ」

　呟つぶやいた夕ゆう也やに、ゆすらは、

「……帰る必要なんてない」

　と堂々と言い切った。

「……だって、私たちはずっと帰宅しない部だから」

　笑ってうなずく仲間たちを見て、夕也も諦あきらめ気ぎ味みに笑った。

　──業ごうの深い部活を作っちゃったものだなあ。

　しかしそれは断じて後悔などではなく、むしろこうして今も絆きずなの中心になっているのだと思えば、誇ほこらしくすらあるのだった。

　何しろ、高校生の頃から、帰宅しない部を作ろうと決めたあの日から、忙しいながらも、ずっと楽しい日々が続いているのだから。








　　　　あとがき



　どうも、おかざきです。

　さて、最終巻であります。ありがたいことに「もっと続けてほしい」というお声も頂いているのですが、帰宅しない部のお話はこれにて幕といたします。

　まあほら、アレですよ。どんなに美お味いしいものでも、「もうちょっと食べたいな」くらいの腹八分目がちょうどいいわけです。お腹なかいっぱい食べていると太ってしまいます。特にラブコメなんて甘ったるいものは要注意です。

　いや、小説で太るはずはないですけどね。

　冗じよう談だんはさておき、帰宅しない部でやりたかったことは全部やったので、この先は続けてもきっと高確率でグダグダになります。なっちゃいそうです。だったらスパッと潔く終わって、次のステップを目指すのが美しいと思うのです。

　こういう「いつ終わるか」は創作の永遠のテーマなのでしょうなあ。

　代わりと言ってはなんですが、新しい企画はすでに動き始めております。巻末に告知が載っていると思いますが、今度は異世界から帰宅できないお話です。帰宅しない部のゆるい雰ふん囲い気きとかノリは継承しつつ、より明るく楽しい物語にできればと思っていますので、よろしくお願いいたします。

　さて、この帰宅しない部は、とても縁と人に恵まれた物語でした。

　素敵なイラストとあとがきマンガを描いてくださるぺこ先生はもちろん、担当のＫさんともこのシリーズからのご縁です。

　また、ドラマＣＤやゲームでお声をかけてくださったスタッフの方々、キャラクターたちにさらなる命を吹き込んでくださった声優の皆さま、「うたＪ」にてゆすらのイメージソングを作ってくださった方々には、新しいことを学び、経験する機会をたくさん与えて頂きました。

　コミカライズをしてくださいましたｒｉｎ先生、ひと味違ったゆすらたちを見せてくださってありがとうございました。ネームを見せていただくたびに「うおっ、このコマとか超かわいくなる予感……！」と心を躍らせていたのもいい思い出です。

　編集部や出版社の皆様、書店様はもちろん、これほどたくさんの方々に関わって頂けましたことを心より嬉うれしく思い、また誇ほこりに思います。また次のシリーズでも皆様と一緒に新しい仕事ができるよう、粉骨砕身、バリバリ書いていきたいと思います。

　そして何より、最後までおつきあい頂きましたあなた様に心よりの御礼を申し上げます。次のシリーズもおつきあい頂ければ幸いです。では、またお会いしましょう！

おかざき登のぼる



























　著者

　おかざき登（おかざき・のぼる）

　　１９７６年12月25日生まれ、新潟県出身、二松学舎大学卒。「二人で始める世界征服」で第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞、デビュー。



　イラスト

　ぺこ

　　ＰＣゲーム原画家。代表作は「はぴとら」（ブルームハンドル）、「その花びらにくちづけを」（ふぐり屋）など。

　　グレープフルーツ風味の炭酸水にはまってます。

　　http://lumino.sakura.ne.jp/










この部室は帰宅しない部が占拠しました。８



著者名……おかざき登

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１３年７月31日　　電子書籍版　ver.1.0.1

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

©2013 Noboru Okazaki





OEBPS/nav.xhtml



		
CONTENTS



		
プロローグ



		
第一章　学園アプローチ・ラン



		
第二章　学園フェスティバル



		
第三章　学園ハウル・フロム・ルーフトップ



		
第四章　学園クリスマス・イヴ



		
第五章　学園リトル・パック



		
エピローグ









OEBPS/image/o_p017.jpg





OEBPS/image/o_p139.jpg





OEBPS/image/o_p175.jpg





OEBPS/image/o_p127.jpg





OEBPS/image/o_kuchie04.jpg





OEBPS/image/o_kuchie03.jpg
RIS EAE)





OEBPS/image/o_p049.jpg





OEBPS/image/o_p261.jpg
ERUER BN UG

W=






OEBPS/image/o_hyoushi.jpg





OEBPS/image/o_p229.jpg





OEBPS/image/o_kuchie01.jpg





OEBPS/image/o_kuchie02.jpg





OEBPS/image/o_p121.jpg





OEBPS/image/o_p262_p263.jpg





OEBPS/image/o_p149.jpg





OEBPS/image/o_p214.jpg





OEBPS/image/o_p240_p241.jpg





